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第１３日目（３月１４日） 

○議   長（駒形正博君）  おはようございます。延会前に引き続き本会議を再開いた

します。 

ただ今の出席議員数は４０名であります。なお、石原健一君、小澤謙二君、葬儀のため午

前中欠席。井上忠夫君、葬儀のため欠席。井上智明君、葬儀のため午前中欠席。貝瀬厚一君

通院のため午後から早退。関会計課長葬儀のため欠席。以上の届出がでておりますのでこれ

を許します。 

（午前９時３０分） 

○議   長  本日の日程は配布のとおりといたします。日程第１、一般質問を続行いた

します。質問順位２２番、議席番号３０番・牛木茂雄君の質問を許します。 

○牛木茂雄君  １ 医療政策を問う 

私の一般質問は医療政策についてであります。前回、同じような質問をしたわけですが、

私は何とかして大和病院を維持したいという立場で前回質問を行ったわけであります。市長

の答弁は非常に現実的なものでありました。しかし少し時間が経ちますとなんか大事なもの

を忘れているような気持ちが強くなりまして、それは南魚沼市としての医療政策をもう一度

追求する必要があるのではないか、という気持ちが強くなってきました。急激な高齢者の増

加、世界の先進国が１００年かかって――高齢者の問題ですが――到達した高齢者比率を日

本は２５年で、到達してしまったというような話は、皆さんもご存知のことであると思いま

す。ようするに社会のシステムをどうしていくか。それが一番大事なのではないかと私は思

っているわけであります。すでに一般質問の中で両笠原議員から質問されて、それなりの答

弁がでているわけでありますが、重複する点はお許しいただき改めてお願いをしたいと思い

ます。 

１番ですが、まず新しい研修制度です。医師不足に拍車をかけていますが将来どうなるの

か。いわゆるこの制度の目的を含めまして、はたして医師不足が本当に解決されるのかなと

いうことであります。 

２番目は、地方病院は一口に言って魅力がありません。研究ができない、あるいは中央に

認めてもらえない。おそらくお医者さんの給料だけとか、あるいはそういった経済的な問題

だけが理由ではないと思います。何かその方策はあるのではないか。おそらくあまり期待は

しておりませんが、その方策があるのではないかということであります。 

３番目に介護保険ができて介護の分野ではある程度の光明が差した思いでありますけれど

も、実際に医療費が介護の費用にかわってこれを介護保険が支払っているというようなこと

では、やはり住民負担が増えただけで何の進歩もないのではないかと思います。やはり市と

しての医療政策を、医療機関が実現していくことが重要ではないでしょうか。問題は介護が

どう解決されているのかなと。どういう現状にあったものがどうなっていくのかな、という

ことが重要なのであります。実際、現実に特養は作れど、特養に入りたい待ち行列がだんだ

んと長くなってくるということが、介護の実態ではないでしょうか。市長の見解を求めるも
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のであります。 

大和病院についても今や普通の病院になってしまいました。かつては全国に向けて医療の

あり方、地域医療の取組みについて発信をし、全国から大和病院には視察が毎月、たくさん

来ていたわけであります。今では急激に視察の数も少なくなり、今ではほとんど来ない状況

であると思います。はっきり申しまして大和病院に来ても得るものがない。だから来ない。

私はそういうふうに感じております。現在、病院業界では中間的なものが姿を消して、より

高度なものへと移っていきます。施設もより高度医療に対応できるような施設、そういうも

のが求められているわけであります。また一方では身近な初期診療を担う小さな病院、小さ

な診療所が地域の要望になっているのもまたこれも一つの事実であります。 

医師を確保すればすべてが解決する、とこの前、市長はそういう答弁をなさったわけですけ

れども、私はそれは医療としての需要を満たす、そういう需要に対応できるのではないか。

それだけでは何も自治体がわざわざ大きな負担をしながら、自治体病院を運営していくなん

てことは必要ないのではないかと思っています。私は医療の需要を賄うだけではなくて、や

はり医療がどうあるべきかというようなことが大事なのでは、と思っております。住民とし

て南魚沼市として命を守る医療が、この地域としてどうあるべきか。それは何だろうか。今

そういう問題を改めて私どもは考えなければならない状況に置かれていると思います。確か

に基幹病院もなんとか南魚沼市の地域内にできる。やはりそれらを見通した中で、市の医療

政策をここでははっきり方向付けをしていく必要があるのではないかと思っております。市

長の見解を伺います。 

○市   長  おはようございます。牛木議員の質問にお答えをいたします。 

１ 医療政策を問う 

最初の新しい医療制度が医師不足に拍車をかけているというこういうこと。これは紛れも

ない事実でありましてご承知のように医師の臨床研修制度が平成１６年度に始まりました。

２年間の研修期間でありますので１６、１７この２年間、新たに医師が配属されないという

自体が発生をしているわけであります。したがいましてこの１７年度は、より一層医師不足

といいます。特に地方の病院ではどこでも大変な状況が来るということだと思っております

が。ただ１８年度になりますと研修を終えた医師が今度は配属されるわけでありますので、

やや好転をしてくるだろうと、こういうことだと思っております。楽観をしているわけでは

ありませんけれども、この２年間よりは好転をするということだと思いますし、今度はそう

いうふうにこう回り始めますと、医師がそれぞれこう配属をされる状況は出てくるわけです

ので、この制度そのものが将来的に医師不足を招くということだとは思っておりません。新

大に私ども小児科の関係で内山教授にお会いした際も、いわゆる一つのかたちが出てくれば

建て直しができると。２～３年、長ければ５年、短くて３年のやはり立て直し期間は必要だ

ということをおっしゃっています。この研修医制度の問題。 

あとはやはり医師の絶対数が今は少なくなっているという、これはありますけれどもこの

研修制度そのものが医師不足に拍車をかけるということは、この１６、１７である程度、終
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止符までは行きませんけれども、ほぼ終わりに近づいて、１８年度からはそういう面では好

転をするだろうというふうに考えております。 

 ２番目の地方病院は魅力がないと、こういうことでありますが、それこそ先般、大宮の自

治医大研修センターですか伺った際も、もう荒川を渡りたくないということだそうですよね、

若い皆さん方は。荒川を渡るのは嫌だと。埼玉と東京なんていうのはもう本当に目と鼻の先、

ほとんど都市的な機能も私たちは変わらないだろうと思っておりますが、やっぱり若い皆さ

んがたは荒川を渡るのは嫌だとこういうことだそうですから、なかなかその地方でなくても

本当にある意味で東京一極集中で、そういう状態があることは間違いがありません。しかし

そのほかにこの一般的に考えられる私たちの地域になりますと、都市的な施設がないとか、

あるいは雪が降る関係での住環境ということもあると思いますし、教育――この教育が確か

一番言われることではないかと思います。教育文化、この施設などが子供の教育に対する影

響というこの不安。それから今、議員おっしゃいましたように研究や研修期間の不足、こう

いうこともあげられると思っております。給与の面も全国的にどうだというのはちょっと調

べておりませんけれども、待遇面での部分もあるのかもわかりませんし、相当ハードなスケ

ジュールになっておりますので今、大和病院あるいは城内病院も非常に先生のスケジュール

はハードであります。そういう面、いろいろ考えられるところはございます。 

しかしある先生がおっしゃったそうですけれども、やっぱりこの地域での医療、やりがいが

あるということはひとつ。例えば城内病院においでいただいた堀内先生なんかは、もう地域

医療をやりたいと。大きな病院の中での一つの歯車はもう嫌になったということです。そう

いう先生もいらっしゃいますし、また地域の特性でありますコシヒカリだとかあるいは八色

スイカ、そば、これらに非常に魅力を感じているという実際にそういうお医者さんもいらっ

しゃいますので、悲観をするというところまではいっていないと。これからやはりある意味

で国、行政もそうですけれども、いずれは地方の時代が来るというふうに私も考えておりま

すので、悲観はしておりませんが、確かに現実としてはそういう部分があるということであ

ります。 

魅力を持たせる方策。これはやはり市が、将来の展望をきちんと示すことだろうとこう思

っております。それからもう一つはどう申し上げましても、基幹病院の存在というのはやは

り無視ができません。前々から申し上げておりますけれども、２８日に発表される内容によ

って、これから私どもの地域の病院医療体制がどうあるべきかということをきちんと示さな

きゃなりませんので、この２つの要因を今、研究しているところであります。基幹病院が設

置をされますと、研修・研究これらの施設的なものとか、そういう部分は相当充実をされる

わけでありますので、魅力がないというふうに一口で言われればそうですけれども、魅力を

持たせるようにそれらと連携をしながら、これから市の方向をきちんと出していきたいとい

うことだと思っております。 

 ３番目の市の医療政策を医療機関が実現し、介護の問題がどう解決されるかが重要である。

おっしゃるとおりでありまして、この市の医療政策、いわゆる自治体の医療政策、これはも
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うそこの自治体に住む住民の皆さん、あるいはそれ以外の方々もそうでありますけれども、

私どもはやはりこの地域に密着した医療政策をきちんと確立をすることと、これを確立して

提供をしていかなければならないということであります。私が訴えております地域完結型と

いうのも、ここがやはり基本でありまして、この地域に住んでやはり命の安全、安心が守れ

るという、ここをきちんと打ち出さなければ、絵に描いたもちになってしまうということで

あります。これらをきちんとやはりやっていかなければならないと思っております。 

大和病院の役割。これは牛木議員はもうほとんどご存知といいますか、ご承知だと思います

けれども、一応申し上げてみます。大和病院は内科から和漢診療科まで２５科であります。

他に鍼灸、人工透析これらを実施しております。こういう診療科の外来入院手術これらもと

より、地域中核病院としての夜間や休日における救急医療の実施、往診、それから八色園へ

の医療提供、住民検診、学校医・産業医。本当に業務の内容は多岐に亘っております。こう

した業務を市の責任できちんと実施することが、やはり市民生活の安定を図る上で一番大事

だろうとこういうことだと思っております。ですからこの大和病院が市の医療機関の中心的

な役割を果たす、医療施策をきちんと実現していくための中心的な役割を果たす機関である

ことは、もうこれは申し上げるまでもありません。 

介護問題につきましては、これは一般的に給付が多くなれば、それだけ介護のいわゆる保

険料が上がると。これは致し方ないことではありますけれども、そういう仕組みですから。

ただ先般もちょっと申し上げましたけれども、在宅介護と施設入居。これは費用面では、在

宅介護は３分の１でありますか。今も介護保険の見直しはそこにある程度的を絞って、いわ

ゆる介護保険の対象にならないようにやっていこうということが一番でありますけれども。

要介護１程度の皆さんが、その筋トレやそれぞれいろいろのトレーニングをすることによっ

て、それ以上進まない、あるいは回復をしてくと、そういう方向を目指さなきゃなりません

ので、基本はあくまでも在宅介護の推進ということであります。どうしようもなければ、こ

れは施設入居ということがあるわけでありますけれども、基本的にはやはり在宅介護を推進

していく。そして介護にならないような、その前の予防介護といいますかそういうことにき

ちんと重点を注いでいかなければならないことだと思っております。 

大和病院も今や全国に発信することのない普通の病院になってしまった、というのは、こ

れはそう言われればそうだと思いますけれども。一時非常に全国的に有名になりました。た

だしかしどこでもそうであります。私たちも広島県の御調町でしたかね、ああいうところに

も視察に行ってまいりました。もうそういうことは今すべて全国的にやれるようになったわ

けです。ですから大和病院も当初は非常にやはり先駆的でありまして、「大和方式」という言

葉が全国に発信されたわけでありますが、結局視察に来ていただければ、それをいいところ

は皆さんが全部模倣をしていくわけですから、それはそれでいずれは勝負の世界と違って、

いつまでもその横綱でいるというわけにはなかなかいかない。皆が横綱になるかもわかりま

せんし。そういうことでありますから、特別その全国に大和病院の名を知らしめるというこ

とに力点を注いでいる、ということでは私はないと思っております。先ほど申し上げました
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ようにそれは地味でありましても、やはり地域そして市民、この皆さんがたの医療機関、こ

れがやっぱり大切だろうと。市民の皆さんや周辺地域の皆さんがたから信頼をしていただけ

る、そういうやはり病院にしていきたいと思っております。 

規模の問題ではこれはいろいろありまして、ただ市で小さな病院あるいは診療所だけで、市

の医療機関としての役割がはたせるか。やはりこの大和病院はそういうことではなくて、県

立病院にもある程度こう肩を並べられるくらいの規模でありますから、こういう病院を持っ

ているということは、やはり市の誇りでありますのでこれをきちんとこれからも皆さんがた

から信頼をされるという、そういう病院に構築していくことが一番大事なことだと。ただ申

し上げましたように、基幹病院の内容によってどう変わるか、これは今のところ申し上げら

れません。わかりません私も。基幹病院の内容待ちということでご理解をいただきたいと思

っております。以上でございます。 

○牛木茂雄君  １ 医療政策を問う 

市長から答弁をしていただいたわけですが、私は夕べＮＨＫのテレビでたまたま見ました。

佐久総合病院に、その研修制度の医師が１５人も来ているということに関連して。初めて患

者とそれから医師が・・・もちろん患者に対応するというか向き合うということが医師にと

ってあるいは研修医師にとって、非常に自分自身の成長になるという意味も含めて。わずか

１時間番組ですが放映されたのを私も見たわけです。その中で佐久病院としては、一番大事

なことは患者本位の医療を行うというはっきりした意思といいますか、総合病院としての意

思、はっきりした考え方があるということは非常に私は感銘を受けたのであります。 

大和病院が過去においてすばらしい活動をしてきたことについては、私はおそらく一生懸

命議員になってから、初めてそういうことを知ったわけで、それまでは一般の普通の人でし

たので、そういうことはほとんど知らなかったんです。ところが議員をさせていただいた中

で、一番行政としてすばらしかったのは、やはり大和病院のスタイルであったと私は思って

います。しかし最近はそれが非常に残念ながら、全国的な意味での新しい取り組みがなされ

ないようになってしまった、そのことを私は一番残念に思っているわけであります。ただ、

今そうは言いましても現状の中でこの基幹病院が、はっきり言って南魚沼市の中にできる。

そうなった時には、私は大和病院はすでに歴史的な意味では役割を果たしてしまったのでは

ないかというぐらいに最近感じております。そのことを市長は、何も大和町に私は思い入れ

る必要はないと思って申し上げたいわけです。本当の主としての医療政策を考えていかなけ

ればならない時期なのではないかなと。運のいいことには、基幹病院が何とかこの南魚沼市

の中にできるということです。笠原幹夫議員の質問に対しても、「重複するものに関してはや

はり考えていかなければならない」という答弁も出ているわけです。私はもっとそのことを

根本的に、抜本的に考えていく必要があるのではないかなと思っています。おそらく今考え

方が私と市長の間で違うとすれば、そういう医療政策の今までやってきて、決して私は大和

病院がそんなすばらしい病院になることを私は願っているわけではないんです。むしろこの

南魚沼市に住む人達が、どうして医療の分野であるいは介護の分野で、安心してこの地に住



 - 6 - 

めるかということを、行政としてどう実現していくかということだと思います。決して病院

の位置が決まるとか決まらないとかではないと思います。ただ私はそういう問題を本気で取

り組まなければならない時期ではないかということを申し上げたいわけであります。 

確かにいろいろな現実論の問題を質問はしていますけれども、やはり一番大事なことは、

市の基本的な医療政策、それを実際どうしていくのか。私はそのためにいろんな会議や組織

を作っていく必要があるのではないかな、という気がします。本当に皆さんがそういうこと

を考えていくようなその仕組みそのものを、私は作っていかなければならないのかなという

ことがあります。市長の答弁に対して私と考えの少し違う点は、そのことではないかと思っ

ています。あとのことは現実論に対しての市長の考え方、あるいは対応については、私は決

して不満で申し上げているわけではございません。今、そういう時期がきたのではないかと、

いうことを申し上げて質問を終わりにしたいと思います。 

○市   長  １ 医療政策を問う 

佐久の病院は私も昨日ちょうど半分くらいでしたが見させていただきました。すばらしい

取組みだというふうに理解しております。患者本位というこれはもう当然のことでありまし

て、今更ながら患者本位でない病院なんてあるはずがないと、私たちは思っておるものです

から、これをことさら大和病院や城内病院に当てはめようというつもりではありません。た

だこれはもう当たり前のことということで、今の時代では患者本位の医療というこれはもう

ほんとにそういうことだと思っております。１つだけ基幹病院の件でありますが、基幹病院

が決定をされますと結局周辺の一般の病院がじゃあどう対応をするかという、これに取り組

まなければならないわけでありますけれども、牛木さんがおっしゃっているように、病院の

内容がまだはっきりしないうちに、あの委員会、この委員会を立ち上げてもこれはまったく

無駄だと思っておりますので、基幹病院の内容がつまびらかになった時点でどういう対応を

していけばいいのかと。これは当然いろいろまた委員会的な部分、あるいは議会の皆さん方

との意見のすり合わせ、それらは当然必要だと思っております。 

一つだけ、基幹病院ができたから、基幹病院とはもう絶対競合しないんだという考え方で

はないということであります。基幹病院と競合する部分があってもいいと。というのはやは

り食堂あるいは料理屋でも同じではありますけれども、１つだけ、ここにしかないというこ

とになりますと、結局勤めている方もお医者さん方も、競争がないわけであります。お客さ

んからどう思われているかとか、そういう部分もないわけでありますので、結局サービスが

おろそかになったり、そういう部分が生まれやしないかということは非常に心配しておりま

す。ですので例えば大和病院でも城内病院でも、基幹病院の一部と競合するとこが私はあっ

てもいいと思っています。そしてお互い切磋琢磨しながら、患者さんから判断をしてもらう。

そういうある意味で競争原理ですか、その辺がちょっと入ってこなければ、これはもう基幹

病院に全部まかしておけばいいやと、そういうことにはならない。必ずそうなりますと、長

いうちには衰退をしていくことだと私は思っておりますので、決して基幹病院にされること

は全部任せて、私たちはそのサテライトで基幹病院のやらないことだけやっているのだなん
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てことではないということを、ちょっとご理解をいただきたい。 

理念は牛木議員のおっしゃっていることと同じであります。この地域で私たちの市で、こ

ういうすばらしいやはり医療体制を築いていきたいという、その部分はきちんとこれから打

ち出さなければならないと思っております。よろしくお願いいたします。 

○牛木茂雄君  終わります。 

○議   長  以上で牛木茂雄君の質問を終わります。 

 質問順位２３番、議席番号２７番・和田英夫君の質問を許します。 

○和田英夫君  私の質問については、今までにすでに議論をされてきておるところが沢山

ありますので、再質問的な質問もあろうかと思いますので一つ答弁をお願いします。 

１ 市の少子化対策は 

そこで市長、今の子育て世代の皆さんが、いろいろ昨日から議論があるように、結婚を急

がない、あるいは結婚をしない、結婚をしても子供を多く作らない、ことのほか簡単に別れ

る。こういう世代を育てたのはもちろんその方々の両親でありまた家庭であり、また地域全

体あるいは社会世の中全体だと思うんですが。私は今少子化を議論するその責任は今言った

家庭、社会全体の責任が３分の２くらいあるのではないかという気がするんですね。このこ

とについての市長の見解をお伺いします。 

 それからこの「次世代育成支援対策推進法」これはまた議論があったし、近々その内容が

示されるようですが、問題はこの非常に大事な推進法が、市民なり対象世代の皆さんに、き

ちんと受け入れられて、効果的にそれが推進をされなければならないわけでありますが、今

言ったこの名前はなかなか役所用語で堅苦しい。そこで私は例えばですね通称。この「次世

代育成支援対策推進法」とは言わないで、通称「子育て支援法」というようなことで南魚沼

市ではそういう呼び方で推進をする。しかもこの行政の機構の中に１つの統一した考え方と

して、子育て推進法を庁舎の中の子育て推進対策室で戦略を練ったり、さらにそれを具体的

に実行するのは、いわゆる子育て推進課、いうなれば今の保育課だかなと思うわけでですね。

そういったふうにより市民なりそういう子育て世代からの、「市としてもなかなかわかりやす

い施策をとっているな」というふうな受け取り方をしていただくような体制をとれないもの

か。これは提案であります。 

それから今の次世代の関係の推進法ですが、これはおそらくその平成６年度の「エンゼル

プラン」それから平成１１年の「新エンゼルプラン」では、まだまだ現実に即応をしないと

いうことで、例えば第３弾としてこのいわゆる次世代育成支援対策推進法になったと思うん

です。ということは、この今までの２つのエンゼルプランを検証して、それを基に今の推進

法を今策定、もうすでにできていると思うんですがそういう流れだと思うんです。これは場

合によっては、担当課長で結構ですが、いったい２つのエンゼルプランをどういうふうに検

証をして、それを今の推進法につなげたか。 

しかも改めて言うまでもなく、今まで議論がありましたが、結婚したくてもできない皆さ

ん方もいる、いわゆるその結婚対策。あるいはその出ておりますように、子供を作りたくて
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もできない方々、不妊対策ですね。この２つのことも当然この次世代育成支援対策推進法の

中に盛り込まれていると思いますが、確認であります。 

それから３番目にいわゆるその子育て支援の予算が少ない。これは先日もこの議論があっ

たんです。そこで１つの言葉で表すとすれば、こういうことだと思うんです。子育て納税世

代、かたや若い皆さんはね、子育て納税世代。で、お年寄りの方がたは高齢者と一般にいわ

れますがこれは言い換えれば、年金受給隠居生活者世代。例えばこういうふうに分かれると

思いまず。言葉で言えばそういうのは市長も反論がないと思うわけですね。そこで私は、こ

れは通告にあるわけでありますけれども、もちろんその年金受給隠居世代の皆さんだって、

病気になったり介護の必要があるわけです。その面はやはり主としてレベルを落としてはな

らないが、私はかねがね訴えているんです。こういうご時勢だから健常者、健康なお年寄り

の予算はちょっと削って、で、それを子育て納税世代、税金をかたや払いながら子育てをす

る、その支援制度が非常に弱いわけですからね。これは先般市長も認めておりましたし、国

会でも小泉総理も子育ての予算は少ないということはこれは認めている。じゃあどこをどう

するか。かたや年金をもらいながらあらゆるサービスを――それは今までの歴史が積み重ね

てきたわけですからそれは否定をするものじゃないが――いろんなサービスを受けている。

それはそれでいいわけですが、健康な老人の方がたの予算はちょっとこちらに向けられない

か。こういう質問であります。 

２ 地域医療体制は 

それからこの地域の医療体制。これも先ほどの牛木議員と市長、いろいろ議論をされて答

弁をされておったわけですが、私の言いたいのは、南魚沼市立の病院体制はこれはもちろん

きちんとしていかなければならんわけですが、４万５,０００人の市民はもちろん市立病院を

頼りにしているわけでありますが、近くにも民間の医療機関が沢山あるわけですから、そう

いったいわゆる市全体の医療体制から考えたときに、今市民の健康を不安にしているもちろ

ん診療科目、あるいはことのほか充足している診療科目もあると思うんです。この辺の見方

を市長はどういうふうに考えておられるかであります。 

そういったことでいろいろ報道されているし、議論があったわけですけれども私は、そうい

ったもちろんその県立病院、それから市立病院、そして民間の医療機関が効果的な連携機能

分担というものが、それはもともと話がでていると思うんです。私はちょっとこの辺は不勉

強ですが、国を挙げて医療費の高騰ということでもちろんいろいろ騒がれている中では、先

ほどの議論であったその競争の考え方ももちろん大事でありますが、地域の医療機関との連

携ということも私は大事だと思います。すでにその辺は取り組まれているのかな、という気

がするわけでありますけれども考え方をお聞かせください。最後の自治体病院の医師不足の

これは、今までの議論でわかりましたので特に答弁はいりません。 

○市   長  和田議員の質問にお答えをいたします。 

１ 市の少子化対策は 

最初にこの結婚しない、産まないこれは親の責任が大じゃないかとこういう・・・（「親と社
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会全体」の声あり）いろいろの要素でありまして、どこの責任ということではありませんけ

れども、やはり社会一般に対するその通念的なものが相当変化したということだと思ってお

ります。親の責任っていうばっかりは言いませんけれども、まあ親も、一部には仕事をしな

いニートですか、そういう皆さんがたにも親がとにかく生活の援助をしてやりながら、ずっ

とこうなんといいますか放置しているという、そういう部分については親がもう少し厳しく

やれば、という気はしますけれども。なんといいますか、この結婚をしない、産まないとい

うのはこれは一概にその親の責任とばっかりには言い切れない。やっぱりその社会の変化、

そういえば簡単でありますけれども――ということではないかと思っております。これをじ

ゃあいかにこの問題が国の将来を危うくしているかと、これはやはりある程度認識をしてい

ただくような啓蒙をしていかなきゃならんという、それはそう思っておりますけれども。そ

んなところでお許しをいただきたいと思います。 

市の少子化対策、こういうことでありましてちょっと数字だけ１回申し上げます。０歳か

ら９歳までの人口、これは平成１１年で４,７７２人、平成１２年４,６６３人、平成１３年４,

５８４人、平成１４年４,４９８人、平成１５年が４,３４３人と、こうずっと減少してきてい

るわけであります。乳幼児人口も平成１１年が２,８３０人だったのが平成１５年には２,４８

０人。まあ約４００人近くも減っているということでありまして、減少の一途をたどってい

るということであります。対策の一環としてそれぞれのことはやってあるわけですが、人口

減少の歯止めにはいたっていないということであります。これからどうしていけばいいかと

いうことでありますけれども、今の次世代育成支援対策、これはあとでまた申し上げますが。

そういう中でやっぱり一番議論が出ているのが、母親の出産後の就労といいますかそのこと。

あるいは子育て中のやはり経済的な部分、それから住宅事情、これらが非常に強いことだろ

うと思っておりますので、それらを重点に置きながらこの答申を受けた後の市の方針として

出していきたいと。 

やはりこれも公平公正にやらなければなりません。１人の子供、２人の子供までは何もな

いけども３人目以降なんかするということでは、これはやっぱり対策としてある意味では不

公平感が出ようと思いますので、１人の子であっても、あるいは５人の子であってもやっぱ

りそこは平等にきちんとやれる方法がないか。それは５人が積み重なれば１人の５倍という

ことになるわけで、例えば児童手当的な部分を上乗せで考えるとかですね、そりゃ５人にな

れば５人分もらえるわけですし１人は１人分ですけれども。そういう部分をちょっと考慮し

なければならないだろうというふうに思っております。 

確かに、次世代育成支援対策、なんて面倒くさくて言うのもなかなか面倒です。これは一

応法律用語というかそういうことでありますので、それはそれとして南魚沼市がきちんと打

ち出す中には、今は生まれてくれてありがとう、育ててくれてありがとう、というキャッチ

フレーズの行動計画になっている。ですのでそれをいちいちその「次世代育成支援対策の行

動計画」だなんて言わないで、今おっしゃったようにもっと呼びやすい、皆さんに一発でぽ

んとかかるようなことを考えたいと思います。これは法律的に別にいいわけでしょ。優秀な
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職員がいい称号を考えますので、よろしくまたお願いいたします。 

この行動計画は若干遅れておりました。当然これはもう地震の影響でありまして遅れてお

りましたが、この末、３月うちには最終のとりまとめをおこなって２９日にその「次世代育

成地域協議会」を開催いたしまして、ここでの検討を経て最終のとりまとめという方向であ

りますのでよろしくお願いいたします。不妊対策も対策といいますか不妊、対策といえばい

いのか、これらも盛り込んでありますのでよろしくお願いいたします。 

予算が少ないということであります。先般もちょっとどなたかおっしゃいましたが、保険と

いいますかねその部分が７割が老人で、子供やそれには２.何パーセントだなんていうお話も

ありました。確かにそういう面ではそうかもわかりませんが、ただこのいわゆる少子化対策

予算という、ありとあらゆる分野にわたっておりまして、例えば保育所の事業、それから保

健事業、学童保育、いろいろあるわけです。ですのでこう拾い集めて合算をすれば相当の額

にはなろうかと思ますけれども、今それを拾い集めてどうだというところまでいっていませ

んけれども、少子化対策と銘打って出ている予算というのは確かに見たとこは少ないという

ことであります。総合的に判断をさしていただければありがたいと思っております。 

２ 地域医療体制は 

医療体制の件でありますけれども、これは今この市内の医療供給体制は県立の六日町病院

それからゆきぐに大和、城内病院の３公立と、斎藤記念それから五日町の民間の２病院。あ

とは六日町地域に１１の診療所、大和地域に２つの診療所がある。まず数とすれば相当整っ

ているということでありまして、診療科目でも内科、小児科、整形外科あるいは脳外科、ま

あ相当な部分が揃っているわけでありまして、そういう面では医療体制そのものは揃ってい

るんだろうと、ある意味でですね。で、この市内の医療機関との連携、機能分担、これは当

然考えていかなければならないことでありまして、これも先ほどちょっと触れましたけれど

も、基幹病院の内容を見ないとなかなかわからないということであります。旧六日町時代に

は城内病院と県立六日町病院それから萌気があそこにできました。二日町診療所。そういう

中でちょっとネットワークをどうだという話もあったんですけれども、結局合併をするとい

うことの中で、それだけではちょっとこう地域限定になりすぎて詰まらないということで、

今その協議はやめておりますけれども。当然市内の中の病院、診療所をこう網羅した医療体

制のネットワーク化といいますか、これはきちんと図っていかなきゃならんと思っておりま

す。あとの医師不足はよろしいですかね。はい、以上でありますがよろしくお願いいたしま

す。 

○和田英夫君  １ 市の少子化対策は 

名称は考えるというが、私はその行政の中の子育て支援対策室なるそういったことで、シ

ステムだてた、体系だてた、ということで質問をしているんですけれども、これについての

市長の答弁がありません。 

○市   長  １ 市の少子化対策は 

申し訳ございませんでした。これは今は保育課ということになっておりますけれども、係
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の中に「子育て支援係」はあります。塩沢との合併の機構の見直しあるいはこれは当面１０

月でありますので、抜本的な見直しはできないということでありますけれども、来年の４月

には新しい南魚沼市の行政の機構の抜本的な見直しをやって、あるいは一つの案では例えば

部局制をしこうかとか、そういうことも今検討中ではありますので、その中で検討させてい

ただきたい。今、急にここでポンとはちょっとできませんのでご理解をいただきたいと思い

ます。 

○和田英夫君  両エンゼルプランの検証、結婚対策。 

○保育課長  １ 市の少子化対策は 

それでは私の方からご答弁を申し上げますが、そのエンゼルプラン、今まで国の方で推進

をしてきた子育て支援の関係をどういうふうに検証をしたかということでございますが、こ

の次世代育成の法律ができ上がるまでの経過といたしまして国の方では、行政が主体となっ

てそういうエンゼルプランあるいは新エンゼルプラン等々を策定をしながら少子化対策を進

めてきたんだろう、というふうに理解をしているところであります。しかしそうはいっても、

議員もご存知のように特殊合計出生率が大幅に下がったというようなことを背景にいたしま

して、もはや行政独自だけではもうその少子化対策にはつながらないというようなことを受

けまして、国の方では今回の次世代育成支援対策推進法の策定になったというふうな経過が

あるわけでございます。 

当然今まで示されたエンゼルプラン等に基づきまして、それぞれ行政が中心になって少子

化対策の保育料の軽減等々行政ができる部分は、あらゆる部分で取り組んできたわけでござ

いますが、なかなかそれが実行に伴わないというのが今の現状だろうということです。です

のでこれからは行政だけでなくて企業、あるいは地域、国民全体がもう１回少子化対策に向

かって取り組んでいかなければ、この対策はできないということがその今までの経過を検証

した答えだろうというふうに思っておりますので、ちょっと答えが正解かどうかわかりませ

んが、そういうふうに理解をしてこの行動計画を策定していったものでございます。以上で

す。 

○和田英夫君  結婚対策は入ってますか。 

○保育課長  １ 市の少子化対策は 

結婚に対する部分につきましても、やっぱりそれぞれアンケート調査等を実施をしながら、

「今後どういうかたちで計画に取り組んでいったらいいか」というようなことの質問もさせ

てもらっている中で、「出会いの場の確保」ということがまず一番だろうというようなことで

す。それは保育課ということではなくて行政全体で、どのセクションがその部分を担うかは

別といたしまして、そういう出会いの場を提供をするといようなことも推進をしていかなけ

ればいけないということで計画には盛り込まれているところでございます。以上です。 

○和田英夫君  １ 市の少子化対策は 

この親というより家庭の責任、社会の責任について、市長はごくきちんとした認識、そこ

まではないというような認識を示されました。これから稲のスジ撒きが始まるわけですが、
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「苗半作」とよく言われるんです。苗代、苗の起こし方によって稲の一生、やはり稲の収穫

が決まるといわれているんです。で、私は仕事柄ですがいわゆるそのコバ育てといってまあ

牛や豚なりはやっぱり子供のときの育ち方、まあ簡単に言えば強固なイズクリということで

すがこれも一つのコバ育てということになっているんですね。私はこの今の若いみなさんが

ともすると「今がよければ先のことは」というようなことは、やはりそのちょっと飽食の時

代に平和ぼけした我々の世代が育てたという影響が出ている、と私は見ているんです。ちょ

っとその辺は市長と認識が違うのかなという・・・これはまあそれ以上は言いませんが、私

はかなり社会の責任があるというふうに見ておる一人であります。 

それからその次世代の中に今結婚対策が入っているということですから安心をしたわけで

すが、ところがなかなかその行政あるいはＪＡ農協と連携でのそういういろんな取り組みを

しているということは承知をしているんですが、まあまあ難しい問題ということも私はわか

っています。よく今までの質問で、民間活力をいかそうと、この前、質疑がありました。い

ろいろ問題はあるがこの結婚についても民間の相談所なりそういうのが非常にあるし、それ

で大和のときも議論はしたんですが、そうはいってもちょっと行政が手を出せないという議

論もしたわけですけど。必ずしもなかなか怖がっているだけではないんではないかというこ

とで。私はそれこそ市長がいう優秀な市のスタッフの皆さんからよく調べていただきながら、

民間業者との連携、これを怖がっていいてはならないと思います。 

それから不妊対策について、これも担当者は承知だと思うんでが、すでにこれは県のレベ

ルで、病院を指定して電話なりインターネットでの相談機能をされておるわけですが、この

辺はどこが係りだか知りませんが、ある程度そういう相談機能をすでに行っていらっしゃる

のかなという気がするんですね。もちろんこの推進法でもさらにということですが、その辺

はわかりましたが、すでにそういう相談機能があるんですか。やられていると思いますが、

これは市長でなくてどなたでも結構であります。 

それからこの予算。子育ての予算、支援予算をあれやこれやに全部ほどほどにつけてある

から大丈夫というような答弁でしたよね。そこで私はまだこれは、明日から来年度の新年度

予算にみんな入るわけですけれども、これちょっと見たわけですよね。老人福祉、敬老会あ

るいは老人クラブ推進助成とでてる。私はこれを、すべてを否定はしないが、元気なお年寄

りの予算はちょっとひとつ我慢をしていただきたい考え方をするのは、ここに老人文集作成

事業補助金１１４万円。文集を私は悪いとは言いません。しかしいわゆるこの趣味の域、道

楽という言い方はよくありませんけど趣味、楽しみの域のこういう予算をきちっと市が応援

をしている。これはあり余る財源のときはいいですよ、あり余るときは。それで市長、先ほ

どちょっと答弁の中で学童保育という話を出しました。実は私も近くで「太陽クラブ」とい

う学童保育を１０人にならないということで去年から試行的に始めているんですが。今年も

１０人にはなることもあるが、年間平均に１０人にならないということで、もちろん保育課

からそれなりの応援をいただいているということは私も感謝をしているわけですけどね。１

０人に「なった、ならない」だから非常に自主運営のお母さん方は苦しんでいるんですよね、
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大変だと。国、県のいわゆるその学童保育の契約なり規格はそれはそれでいいが、一人や半

ぺたならしょうがないが、でも１０人前後でしかも去年１年間頑張ってきている、そのいわ

ゆる「太陽クラブ」。これは他でも結構ですけれども、そういうお母さん方は頑張っているん

ですから。かたや文集作成に年金受給世代を文集を作るのに１１４万円のお金出して、かた

や子育て本当に現場で難儀している、苦しんでいる。これは国の規格にあわないから、まあ

まあある程度の応援はするがということで、なかなかそれになっていない。これらは市長の

指導力で、「よしわかった」と。「わかった、そりゃそうだ」「そのとおりだ」ということにな

ればこれはできるんですね。こういう一つの予算の性格上、こういう使われ方をしていくこ

とについて、私はいかがなものかなという気がしましてあえてそれを指摘をさせていただき

ました。 

２ 地域医療体制は 

それから確かに私も市内の病院、診療所関係を調べました。これはまあ全部報道をされて

いるわけですが、２２の診療科目で８０ぐらいの、全部あわせるとそういう市内で市立、民

間合わせて診療されているわけですから。まあまあ確かに産科なりそういう点で不足してい

るところもあるが、ある面ではかなり充足している診療科目もあると市長もそれを認めてい

るわけですから。ぜひこの辺は合併があったからという言い方をしますが、すでに平成１０

年くらいには、国が県に地域の連携をとれと。こういう指導がおりているんです。それでし

かもこの間も議論があった県の考え方も、まあまあ県立もいいが民間でできるところは、と

いうような考え方も出ているようですからぜひ。ここへくれば基幹病院ということが出てか

ら、ということになりますけれども、地域全体でのいわゆるその対策チームといいますかで、

適正な医療体制――まあまあ国を挙げて医療費の抑制という方向で、必ずしもその抑制をし

ろということではありませんけれど、そういう面では早急にそういう対策、人的なものを立

ち上げながらやるべきではないかと思いますのでお考えがありましたらお願いをします。 

○市   長  １ 市の少子化対策は 

この結婚をしない、産まないという部分の、認識そのものは同じなんです。そのそういう

ことですがただそれをどこのどの部分に責任があるということになりますと、なかなか多岐

に渡っておりまして、これが一番だという部分、これはやっぱり社会構造の変化といいます

かそこに。それは結局私たち親の親といいますかね私たちの世代も含めて認識が非常に変わ

ってきていると。ですから責任といえば責任ですけれどもそれが、まあその人たちの責任と

いう部分ではないような気がしております。元の認識は同じであります。 

結婚にそのついての民間活力ということで、今ご承知のように広域でこの対策をやってい

るわけでありまして、去年は地震で中止をしましたが。去年から実は――去年は湯沢さんの

当番であったわけです。その前が六日町だったか大和でやっていましたけれども――そうい

うその行政の中だけではなかなか無駄もあるし、そのほかにＪＡさんが独自でやってました

し、それからもう１つなんか民間的な部分でやってらしたとこがあったんです。ロータリー

だったですかね。それで一緒にやったらどうだということで去年は話し合いを進めましたが、
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ロータリーさんとはちょっとこう考え方が合わない部分がありまして、当面それではＪＡと

広域連合で一緒にやろう、という計画を立てたんですけど地震で流れた。当然その民間の皆

さん方の知恵も活力もやっぱりお借りしなきゃならんと思っております。そしてやっている

部分については、計画は大体民間のそういう業者に委託をして、例えばホテルナスパだとか

いや越路荘だとかというところはそれは行政が手配したりしますけれども、いろいろな内容

的な部分については、民間の皆さん方の知恵を借りながら今までもやってきましたが、なか

なか効果が現れていなかったということでありますけれども、ありとあらゆる部分といいま

すかされる民間の皆さんとできる協力の中で、当然それをやっていかなければならないと思

っております。今年もまた１００万円だったと思いますが予算付けをしながら、ＪＡさんと、

またロータリーさんともまた協議を進めながら効果のある方法を考えていきたいと思ってお

ります。 

学童保育のこの「太陽クラブ」については、先般の議会で駒形興一議員からいろいろご質

問があったわけでありまして、これは県の基準に合致しないということで県の補助は出ませ

んが、市として県の補助が出た場合、市が負担すべき部分の額ということで、今回補助を計

上してあります。３０万円だそうでありますが、それは計上してありますのでまた一つご活

用をいただきたいと思っております。 

病院の関係につきましては、まさにそのとおりでありますので基幹病院の決定後、早急にそ

の医師会の皆さん方とも相談をしながら、そういう連携を取れる方法をきちんとやっていく、

なんといいますか協議会になりますかプロジェクトチームになりますかちょっとわかりませ

んが、そういう形をきちんと立ち上げていきたいと思っておりますのでよろしくお願いをい

たします。 

○保健課長  １ 市の少子化対策は 

答弁が遅くなって非常に恐縮でございます。不妊治療の件でございますけれども、行政と

して一つの事業として不妊治療に取組んでいるということはないかとは思いますが、保健士

等は知識は持っておるかとは思いますので、相談等には応じられるのではないかと。民間病

院等で取り組みをやっているところがありますので、そういうところの紹介等の範疇に限ら

れる現状かと思いますけれども、そんな現状かと思います。以上です。 

○和田英夫君  １ 市の少子化対策は 

結婚の関係で民間業者とは、ちょっと私の質問が下手だったのかわかりませんが、いわゆ

る農協なり広域はもうもちろんそれはわかっているんですが、まったくその民間の結婚相談

所もこれは非常に沢山ある。沢山あるし大和の時代に議論したときも、当時の社会教育課長

も「そりゃそうだが、なかなかいろいろ問題点も」というようなことで腰が引けたような議

論をしてきた経過があるんですけれども。けれどもやはり市ということになったら、ある程

度のいろいろな情報をつかみながら、安心して相談できる業者さんもいようかと思うんです

よね。そういう面でのやはりその新しい活路を見つけるべきではないかということでの質問

でありました。 
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それから不妊対策について保健課長ですか。これはいわゆる厚生労働省指導で、新潟県下

でおそらく２つくらいの県立だったかの病院での、不妊相談機能というのは、ひとつの国全

体の中で制度化をされて――これは調べればわかるんですけれども――それはちょっとわか

らなかったようですけれども。そういうことでもちろんこれはプライバシーの問題があるか

ら、なかなかここでどうこうということはできませんが、電話の相談なりインターネットの

相談、あるいはもちろんそこに直接行っての相談というシステムがあるやに。これは大和の

時代にちょっと議論した経過があるんですけど、ぜひ調べていただいてそういう若いお父さ

ん、お母さん方も知ってる方々もいようかと思いますけれども、そういう例えば悩んでいら

れるご夫婦には「そういう相談システムがありますよ」ということを知らしめるべきじゃな

いかと思うわけであります。 

それから市長、その学童保育。これはもう２０万、３０万円は私聞いているんです。聞い

ているんですが、もう１０人すれすれのところで頑張っているんですから、ひとつ市として、

ほかの学童保育はもちろん県のそういう条例に当てはまった補助制度を、いわゆる指導員等

をつけているわけですけども、今のこの「太陽クラブ」というのは、その施設のまあまあ管

理をしながら指導をしているという、やや若干の無理があるわけですから、何か方策を考え

て。予算はあるんですよ。文集に出せるくらいの余裕があるんですから。だからまさにこの

時代に、そういう予算のつけ方をしちゃ駄目ですから。私は文集の方を削れとは言わない。

この「太陽クラブ」に応分の同じような学童保育の光を当てていただければね。お金がなく

て困るというから、そういう組替えをしたらどうですかという提案をしているわけでありま

すので。もう１回答弁を願います。 

○市   長  １ 市の少子化対策は 

この結婚対策でありますが、民間のそういう何といいますか紹介機関といいますか、そう

いうのがどの程度どこにあるのかちょっと調査をさしていただいて、協力できるところは協

力していきたい。「ツヴァイ」とかっていうのは全国的な組織のようですけれども、なかなか

ああなるとちょっと大きすぎて、私どもがあれですが。この市内あるいは近郊にどういう機

関があるか調査をいたしまして、連携ができるとか、そういうことがあればやっていきたい

と思っております。 

 この学童保育でありますけれども、今年から学童保育の協議会という部分を立ち上げよう

と。いずれは法人化していきたいということでありますけれども、そういう中で徐々にやっ

ていければと思っております。ここでじゃあ例えば「太陽クラブ」の皆さん方がどの程度の

金額が、全部なんてわけにはいきませんから、これは親の負担もあって。ですから今年は思

い切って３０万円もつけたつもりですが、まだ足らないということになりますと・・・です

けれどもそういう組織をとにかく作り上げる最中でありますので、そうなりますと非常にあ

る意味では、ご父兄の負担が、会計とかそういう部分も含めて少なくなっていくという、そ

ういう方法を今、実際に今年から始めますので、またこのクラブもそういうところに加入が

できるのか否か、その辺も含めて検討をさせていただきたいと思っております。学童保育も
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一番の子育て支援の中の相当大きな柱であります。議員おっしゃったように、決して予算を

つけないということではありませんので応分の負担はさせていただきたいと思っております

のでよろしくお願いをいたします。 

○和田秀夫君  終わります。 

○議   長  以上で和田秀夫君の質問を終わります。 

休憩をします。１０時５５分再開します。 

（午前１０時４０分） 

○議   長  休憩を閉じて会議を再開します。 

（午前１０時５５分） 

先日の２９番、志太喜恵子議員の質問に対して保留がありましたので教育長から発言を求

められておりますのでこれを許します。 

○教 育 長  １ 教育について 

貴重な時間で大変再開を遅らせまして恐縮でありましたが、先般、志太議員からのご質問

に対して一部保留にさしていただいた項目がありましたので、ご報告を申し上げます。子供

への暴力防止プログラム、略してＣＡＰキャップと言うんだそうでございます。これにつき

ましては１４年１２月にだったと思いますが、森山議員からのご質問に対して１回答弁があ

ったようでありますが、研修を受けた皆さんからの指導を受けながら、子供たちが実際にそ

の寸劇の中で、短い劇の中で、被害者となる場面でどのようにそこをしのぐかというふうな

訓練、プログラムだそうでございますけども、この管内では五日町小学校と城内小学校でそ

の時点ですでに実施をしており、好評だったということであります。以上でございます。 

○議   長  一般質問を続けます。 

 質問順位２４番、議席番号４１番・片桐貞夫君の質問を許します。 

○片桐貞夫君  小、中学校の防犯体制の確立について 

通告にしたがって質問をいたします。私の質問は小中学校の防犯体制の確立について、こ

ういうことであります。いろいろありますが、特に今、全国的にはさまざまな事故が起きて

いるわけですけれども、私どもの市の小中学校というのは自然環境の恵まれたところに建設

されている。これが今、事件が起きる都会の学校とは環境や条件的に大きく違うところです。

私の年代になっても、学校というとやっぱり昔、大変懐かしいなという気持ちが残っている

のと同時に、私なんかは特に勉強しに行ったんではなくて遊びに行ったタイプですから、非

常に多くの思い出などがあります。学校というのは今の人たちもそうじゃないかと思うけれ

ども、地域のものにとっては憩いの場とでも言うんですか、なんとなくこの気の休まる、そ

ういう場所だと私は理解をしております。 

しかしこの私どもが大切にしている学校で、まあ新潟はあんまり大きい事件はないんです

けれども、大阪を中心にして池田小学校の児童殺傷事件や、あるいは最近起きた寝屋川の教

職員の殺傷事件などなど、こういうとても常識では考えられないような事件が起こされてい

るわけであります。したがって私は私どもの市の、少なくとも小中学校の防犯体制というも
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のは、非常に自然環境の中の難しい条件の中ではあるけれども確立をする必要があると、こ

ういう立場で質問をいたします。 

６点ほど具体的にお聞きをしますのでよろしくお願いをします。最初にこれは寝屋川小学校

の事件の後、県教委から通知が出されたとこうありますが、通達と通知となんか中身がだい

ぶ違うようでありますけれども。この内容というのはちょっと触れてみますと、新潟県で学

校の防犯体制というのが具体的に始まったのは、０１年の池田小学校のこの事件の後だそう

であります。ただ、なかなか県教委にいわせても思うように進んでいないと、これが現状の

ようです。私が調べた限りでは魚沼が特に遅れているのではないかなとこんな理解をしたと

ころです。そして最近にあった寝屋川小学校の事件のあとで県教委からは、通知が出された

とありますね。ただこれに県教委も、不審者の侵入、この対策というのに一番効果があるの

は監視カメラ。こう言っているんですが、今全県８００の学校の中で予定してるところも含

めて、今このカメラが設置をされている学校は５５しかないそうです。極めて一部しかない

と。そして県教委としてはすべての学校に配置をすれば最高なんだけれども県の予算を考え

るとこれは無理だと、もうはっきり言っているわけですね。したがって今指導しているのは、

学校内の見回りの強化とかそういうところを中心に指導をするけれども、見回りをする程度

のところが圧倒的のようだと、こういう言い方もしているわけです。 

それでこの１点目の問題では、この不法侵入時の危機管理マニュアルの見直しや防犯訓練

などを中心にした通知が市町村の教育委員会に送られているとこういうことでありますので、

この中身を聞かせてください。だいたいのことはわかっていますけれども危機管理マニュア

ルとこういったってどんなことが書かれているかわかりませんが、この中身。そしてちょっ

と後戻りをすると、０１年の池田小学校の事件のあとでも防犯対策が取り組まれたというの

は、この段階でも県教委からは何らかの指導かなんかがあったのではないか、とも考えます

ので、わかったらこの点についてもお聞かせください。 

 ２番目でありますが、多くの学校長あるいは学校教育課長などの発言が出されていますけ

れども、この中ではっきり言っているのは、不審者対策に決め手がない、とほとんどのとこ

ろがこう言っているわけです。そうして、屋外事業、クラブ活動等も含めてだそうですがこ

れはまったく無力と。もう教師が注意をするしかないんだと。こういう言い方がされていま

す。したがってこの部分も非常に対策を考えるに難しい部分だと思いますが、大阪では池田

小学校の事件のあと全校に警備員を２名ずつ配置をしたとこうあります。しかし警備員とい

ったって、めしも食わなきゃならんし、警備員がいるから安全だ、とも言い切れない部分も

あるんだろうと思いますが、大阪ではとりあえず警備員２名ずつの配置をしたとこう言われ

ています。また先ほど前段に申し上げましたけれども、都会の学校の多くはグランド、フェ

ンス、塀で囲まれているところが圧倒的なわけですね。ところが私どもの学校は、まったく

自然環境の中にある学校で、塀もなければ誰でも自由に出入りできるようになっている学校

ですから、警備員が付いたからといってもなかなか難しいのかなという気がします。こうい

う自然環境の中の学校だけに、防犯対策というのは非常に難しいと私も思いますし、この対
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応も大変だと思いますが、こういうふうに不審者対策に決め手がない、あるいは郊外事業に

はもう策はないんだと言われている中で、なんらかの市としての対応が考えられるのか。こ

の点をお聞きいたします。 

 ３番目ですが、この一連の中で、１日目、２日目のゆとり教育か何かの中で何人かの人が

ちょっと防犯的なのに触れられたようでありまして、その時にも市長のほうから鍵をかけて

いるところだとこう言われていますが、鍵をかけているところが非常に増えているとこう言

われています。私どもの市でも、私が昨年の暮れに小学校７校に平和学習のビデオの寄贈を

しようということでまわったときにも、半分の学校が正面玄関に行ったけれども鍵で入れな

くて、たまたま先生が見つけてくれて生徒の入り口の方を開けてくれて入った学校が３つか

４つありました。ですから鍵をかけるということが、これは一口で言えば非常に簡単なわけ

ですから、これをやっているところがあるようであります。ただこれにも弊害があると、こ

ういう言い方がされています。どんな弊害かといいますと、総合学習に力を入れて、地域の

皆さんとの結びつきができて非常に喜んでいたんだけれども、この防犯の関係ではやっぱり

登下校時に鍵を閉める、一番簡単な方法だけれどもこういう方法が一応手っ取り早いという

のか、こういうやり方をせざるをえない。そのことによって学校時代にいろいろ教わって、

非常に慕っている先生などのところに今まで卒業生がずいぶん気楽に遊びに寄っていたんだ

そうですけれども、こういうことも今までのようなわけにいかなくなる。したがって鍵を閉

めることによって、せっかく馴染みになった地域の人たちの交流や憩いの場である学校から、

地域の人を締め出すことにもつながるので、大変頭が痛いと、こう言っている校長や学校が

だいぶ沢山あると聞いています。 

したがって私も先ほど申し上げましたけれども、学校は憩いの場だとこう思っているわけ

ですから、地域の人が簡単に入れなくなったというのはいささか反対ですが、この点につい

て鍵を閉める問題の部分で、どのように考えられるのかをお聞きをします。 

上越市では今年の４月から８０の小学校、中学校にインターホンの設置と登下校時に生徒

玄関に限ることが決められたそうであります。こういうふうに鍵を閉めるというのはどんど

ん、どんどんこう進んでいるようでありますけれども、その一方ではまた弊害もあるとこう

言われているわけでありますから、この辺のことも含めて考えをお聞きしたいと思います。 

先日の、先ほどのゆとり教育の中でも何人かの人がちょこちょこと出ていましたが、次に

４番目。今、防犯体制の確立とこう言ったわけでありますけれども、教職員や生徒に対して

具体的に何かこの防犯関係で指導というのか、訓練というのかそういうことをしていること

があるのか、教職員や生徒に対しての現状を聞かせてください。 

それから次でありますが、ちょっと前の方たちの質問の中で出た「さすまた」についてで

あります。これは新潟市が一番取り組みが進んでいるようですが、新潟市の小中学校はほと

んどこれが常備されていると。近隣の学校にも広がっている、こう言われています。「さすま

た」というのはおわかりだと思いますが、この江戸時代の罪人を捕り手が追っかけるときに

持ったやつで、当時のものはこんな幅の金が２メートルぐらいの柄についているんですね。
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おそらく首をこうするつもりだったんだろうと思いますが、今学校が配備をしている「さす

また」というのはかなりかたちが違うんです。Ｕ型このくらいの幅になるんじゃないですか。

胴体を押さえつけるんだそうですから。そしてこれは相手が凶器を持っていても、距離を離

して立ち向かうことができるという意味で、新潟市を中心にした都会の学校がいち早くこれ

を取り入れたようであります。特に白山小学校は池田小学校の事件のあった直後に７本購入

をして、各階と教務室に設置してあると。白新中学校ではすでにこの「さすまた」を使った

防犯訓練がやられていると。これは持っていても、犯人が腕力が強いと逆に取られて、逆に

それを使われると、こういう可能性もあるとこういう判断で、白新中学校の場合にはこうい

う不法侵入者の緊急事態のときに１人で絶対立ち向かうな、最低２人以上。考え方は大変い

いんですがね。片一方から行ったら別な方から行けと。多方面から２人で行けば取り押さえ

られるだろうと、こういうことでこの訓練をしているそうであります。 

ですからこの「さすまた」というのは今非常に多くの学校で研究をされたり、訓練をされ

ている。最近の１週間くらい前の日報ですかね、「さすまた」を利用する学校が多くなって教

職員が訓練をしているところが増えている、とこういう報道をしていますが、そういう意味

で、私の市も――これはでもあんまり安くはないんだろうと思うんですが――「さすまた」

を常備するというようなことも検討してみてはどうかと、こう思います。「さすまた」は、今

これを製造しているのは中之口にある北陸セイコウ、これが月間１００から２００が限度だ

そうでありますがそれを需要が増えたということで今、燕の関川工業ですかここも始めたん

だそうですが、ここは関西から一気に７００本の注文を受けたけどもうお手上げだと。アル

ミの材料がなかなか不足しているんだそうです。全部アルミなんですね。柄もアルミです。

それでこうＵ字になったのもアルミでできているわけで、したがってここはうれしい悲鳴を

上げているというか、一時に７００本も頼まれてもとても１ヶ月や２ヶ月じゃでき上がらん、

こう言って悩んでいるという情報も聞いていますがぜひ、うちの市でも。この「さすまた」

っていうのは、これは訓練しなけければ、飾っておいたって有効なんていわれませんけれど

も、そういうものが非常に多くの学校で今常備されている、利用されようとしている。こう

いうことですのでこの点についても一つわが市はどんなふうに考えるのか。できればこうい

うものを常備した方がいいがな、と思いますが考えをお聞きをいたします。 

それから最後の問題でありますけれども、県教委が財政的に駄目だと言っている・・・県教

委はどういうわけか監視カメラが非常に有効だと言っているんですよね。言っているんです

が、これはやっぱり金がかかるんだろうと思いますから、したがって県教委としては、県内

の全校に配置なんていうことはとうてい考えられないと、こういう言い方ですからこの監視

カメラ、インターホン。放送施設はどこの学校にもあるわけですけれども、これらの設置に

ついてはどう考えるのかお聞きをいたします。答弁を聞いてからまた再質問をさせていただ

きます。１回目は以上です。 

○市   長  片桐議員の質問につきましては、教育長より答弁をさせますのでよろしく

お願いいたします。 
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○教 育 長  小、中学校の防犯体制の確立について 

ご質問に対して答弁をさせていただきます。まず１点目でございますが、これにつきまし

ては「学校マニュアルの再点検」それから「教職員の防犯訓練等の実施状況」あるいは実施

をしなさいという意味合いでありますが、「教職員の防犯訓練等の実施について」「それから

学校と地域との連携の推進について」で、次は「学校と警察との連携の推進について」とい

うふうな内容で通知をいただいたところでございます。 

順序が一部変わりますけれど、池田小学校の事件の直後にどう県の教育委員会からの通知

があったかどうかということでありますが、今あったとはっきり申し上げられません。手持

ちに資料がないものですから申しあげられませんが、ただ今回、県教委から各学校のマニュ

アルの再点検をしなさいという通知に対しまして、すべての学校でマニュアルを持っておっ

たということからしますと、この池田小学校の事件の直後にも県教委からそういう旨の指導、

通知があって、各学校でマニュアルを作成したのだろうというふうに考えております。 

それからその学校が持っておるマニュアルの中身ということでありますが、それぞれ非常

にそのケースごと、想定される事例ごとにそれぞれ作られておりまして、分厚いものでござ

いますので、そのうちの一部分だけ内容をご報告させていただきたいと思います。これは西

五十沢小学校の緊急時の具体的対応方法のその２ということでありますが、注意を喚起する

場合大声を上げる、刃物等を持っている場合にはそのホイッスル等を使用してそういうこと

もすると。それから場合によっては火災報知機を使用して、ほかの学級あるいは教職員、生

徒に児童にその非常事態が起きたということを知らせる、というふうなことがあがります。

それから避難場所を指示する場合には避難場所を具体的に指定して指示をする、ということ

であります。例えば職員室に逃げろ、あるいは１階に行け、体育館に逃げろ、こういうこと

であります。それから応援や警察への通報を求める場合、学校の場合それぞれが教職員それ

ぞれがなんといいますか分散しております。職員室にまとまっているというふうな状況はち

ょっとないものですから、まず大声を上げてほかの皆さんに今起きている状況を知らせると。

それから児童等に具体的に指示しろと。それからこれが不審者等々が仮に教室に入ってしま

った場合でありますけども、その場合には授業者は教室の後方入り口から、入り口が２ヶ所

ありますので犯人、不審者から遠い出入り口から子供たちをまず非難をさせると。そして教

師は一番最後に逃げると。こういうことでありますが、それから非常ベルのこともございま

す。教務室で非常ベルが鳴ったら火災報知、放送でそのほかの教職員、児童、生徒に指示を

するというふうなこともございます。それからその場合、ほかの教室はどうするかというこ

とでありますが、ほかの教室では子供たちを廊下側の床に座らせて鍵をかける。声をたてな

いというふうなことも書いてございます。それから廊下側から不審者が強行侵入した場合に

は、グラウンドを利用して子供たちを逃がす。逆にベランダ側から不審者が強行侵入した場

合には、廊下を使って子供を逃がすというふうなことであります。そして安全の放送をきい

たら児童に指示をして体育館に整列させ、再度そこで安全の点検を行うと。こんなふうなこ

とであります。それから凶器を持った不審者と対峙する場合でありますが、相手が脅しだけ
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で向かって、これは省略します。相手に素手で組み付くとかそういうことはするな、という

ことであります。それから相手を興奮させないように応援がくるまで時間を稼げ、というふ

うなこともございます。子供たちを先に逃がしてそのあとで自分も怪我のないように非難を

しなさいということでマニュアルが作られてございます。 

それから２点目につきましてはまったくの同感でございます。グラウンドでの活動あるい

は野外での活動の際に、近づいてくる不審者。これが不審者なのか地域の善意のある住民の

方なのかなかなか見分けがつきませんので、指導をしている教職員から注意をしていただく

ということしか、具体的な対応はないかと思います。ただ次の質問とも関連をしておりまし

て非常に頭の痛い部分でありますけれども、地域の皆さんの目が見張っているということを、

全体の認識にしていくというふうなことも大事ではないかと思いますし、先般市長の答弁で

ありましたが、学校に配備しました非常に目立つジャンパーがありますので、こういったも

ので学校の近辺、周辺内外を巡回していただくというふうなことも必要かなと思っていると

ころであります。 

 そして出入り口の鍵の件でありますが確かに施錠をしている学校もありますし、施錠をす

るよりも地域の皆さんから頻繁に来ていただくという方が有効だと考えておられる学校もあ

るようでありますけれども、仮に施錠をしておりましても客を装って来られれば、開けて通

さざるをえない訳でありますし、それからすでに１回申し上げておりますけれども、学校に

よりましては職員室等の教職員が詰めている場所が２階にあるという施設も多数ございます。

したがいまして鍵をかけてインターホンを配備するか、そしてまた地域の皆さんからもこの

学校に関心を持っていただいておりますので、地域の皆さんの監視の目を利用させていただ

く、というふうなことかなと考えております。 

それから次の点でありますが、１つには防犯、防災の訓練は各学校が実施しております。

児童向けの訓練もございますし、教職員向けの訓練もございます。一部の学校では警察署か

ら講師に来ていただいて、実技指導というふうなことも取り組まれてございます。今現在、

私どもの方でやっておりますことは、集団での登下校。それから各学校にお願いをして通学

路全体の安全点検などをやっていただいているという内容であります。 

それから今ほど発言の許可をいただいて申し上げましたが、ＣＡＰ被害に遭いそうな場面、

なった時の場面でどのように行動できるかというふうな訓練についても今後検討をしてまい

りたいとこのように思います。 

それから鍵をかけることの問題点につきましては、議員のご指摘のとおりであります。私

もまったくそのとおり感じているところであります。今まで開かれた学校というふうなこと

で、地域との中での地域との交流・連携を進めてきた中で、鍵をかけることによってこれも

インターホン配備後は、鍵をかけておいてインターホンでの地域の皆さんの来訪を知って通

すということは可能になりますけれども、面倒くさいからと帰ってしまわれることもあるか

と思われますので、鍵をかけることを前提としながらも、地域との連携を壊さないように一

層はぐくめるような方策で考えていきたいと、このように思っているところであります。 
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次に「さすまた」の件でございます。「さすまた」につきましては当市内でも一部の学校に

はございます。ただ議員からもご指摘がありましたように、１対１になってしまうというふ

うな場合になりますと、不審者の腕力、体力によっては当方が「さすまた」を持っておって

も１人ではかえって取られてしまって、というふうなことも心配ですので、警察の方でも昨

今の新聞報道によりますと学校、教育委員会と一緒に指導をしてくれるとこういう話であり

ますので、こういう防犯のための用具を使った実際の訓練、指導、これらと合わせて検討し

たいと思います。「さすまた」になるのか、もしかしたら別の防具といいますか用具があるの

か、そこらも含めて警察等の指導、訓練に待ちたいと思います。 

それからインターホン、防犯カメラでございますが、私どもの学校でもなかなか千差万別

であります。配置のされ方が。したがいましてこのあと、どことどこにどういうふうにイン

ターホンを配置しておいたら学校として防犯上、これ万全ということはまったくできません

けれども少しでも安全、安心な学校にできるのか、その辺を今各学校に検討していただいて

おりますので、これにつきましても何らかの方策を講じたいと、このように考えておるとこ

ろでございます。 

○片桐貞夫君  小、中学校の防犯体制の確立について 

再質問をさせていただきます。まず今教育長からは質問ごとに答えていただきました。た

だ１番の問題の中では、今ほど県教委からの通知の中身これらを中心に話がありました。こ

の問題もですね１２月議会でずいぶんいろいろあったように、災害の防災対策と中身は違っ

ても、考える基本は一緒なんだろうと思いますから。今、教育長が答えられましたが西五十

沢小学校のマニュアルですかに、かなり詳細に亘って作られているわけです。ただそれは中

身をこう今聞かせてもらえば、「おお立派なことを考えられてそういうマニュアルができてる

な」というのは感ずるんですが、ただ不法侵入者等があったときに、これもやっぱり速さと

いうか時間が問題になると思うんです。全校生徒に伝えるのに１５分も２０分もかかったな

どということではいけないので、こういう方法というのはどういう方法がいいのかわかりま

せんが、今、学校でただ１つは教室程度であれば、そこにいる教師が適切な誘導をするなり

それでかなりのことは避けられるとは思うんだけれども、この間の寝屋川小学校ですか、行

き会った先生に案内をさせながら刺したとか、教務室に入って２人いたからそれも刺したと

か、そういう中身などを聞くと、マニュアルはいいんだけれども、一時も早くやはり全校生

徒に徹底をするには、もうちょっと何か教師だけが責任を持ってということよりも、うちょ

っと何かがないのかなと、こういう気もするんですが。今は学校の中、放送施設がどこの学

校もあると思うんですが、ただそれこそすぐそういうことが放送できるのかどうかはわかり

ませんが。私どものときには学校だけはサイレンがあったから、何かの時にはサイレンを鳴

らすというものあったわけですけれども。この辺についてこのマニュアルの中で避難場所ま

で指示がされてというようなことですから、こういうマニュアルが――これは学校によって

中身の違いがあるとこうは言いましたが――全校に一応こういうマニュアルができているん

だと、こういう判断でいいでしょうね。 
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○教 育 長  そのとおりです。 

○片桐貞夫君  はい、わかりました。じゃあそういうことでこの伝達みたいなことにさら

に工夫が必要なのではないかと思いますが、その点についてもう１回お願いをします。 

 それから２番目は私が言った不審者対策に決めてがない。屋外事業なりクラブ活動等には、

もう本当に手の出しようがないと、こういうことで同感だと、こういうことですが、これは

結局屋外にいるときには、そこについている教師が全部責任をかぶるような格好になってし

まうんですよね。ですからこの辺もおそらく屋外では本当に手の打ちようがないと。まして

私どもの学校というのは、もう出入り自由の学校ですからなおさら大変なんですけれども、

なんかこの書き物を見ても、担当している教師がもう注意する以外ないんだとこう決め付け

ているんですけれども、ただそれだけでいいのかなという気はするんですが、担任の教員１

人にみんな責任を被せていいのかどうか、この辺についてももう１回考え方があったら聞か

せてください。 

それから学校の防犯体制、鍵の問題も含めて申し上げますが、地域の人たちと、ようやく総

合学習で地域の皆さんと一緒になっていろいろなことをやる、そういうまた人間関係ができ

て学校も喜んでいたわけでありますが。この防犯体制に関連しても最近はよくそういうのが

テレビなどで報道されていますけれども、登下校時には保護者がもう交替で必ず２人なり３

人なり付くと、こういうやり方をしている学校が都会ではずいぶん増えているようですね。

ですからこの地域の人たちを、鍵をかけることによって締め出すのでなくて、地域の人たち

からも協力をしてもらうようなことを含めて、やっぱり今登下校時の関係とか、そういう問

題についてはやっぱり検討する方がいいのではないかなとこう思います。 

ただ鍵の場合に、私どもも行ってインターホンもなかったようですから、職員玄関に行っ

たけれど全然開かない。それで児童の方のところへ行ったけれどやっぱり鍵は閉まってまし

た。先生が見つけたから飛んできて開けてくれたけれども、地域の人たちが用があって行っ

てもそういうことになると、何か今度は学校に行きずらくなってしまって、足が遠のくので

はないかという心配を一番するわけですよね。そうかといって地域の人だなんていって別に

名札がついているわけでもないもんだから、それと一緒になって不法侵入者が入らんとも限

らんわけですから、ここは非常に難しいと思うんですけれども。しかし私は鍵をかけるよう

にしたのであったら、そのことは地域の皆さんは全部知っていると。学校へ行っても鍵がか

かっているよと。用事があって行くときには電話の一つくらいしていかないと入られないよ、

というようなことをやっぱり地域には周知徹底をしておくというようなものがないと、地域

の人がまったくもう学校には足を向けなくなる、こういうことにつながるんじゃないかと思

いますがこの辺の点についてもぜひ検討をしてもらいたい部分だと思います。 

私どもの時代には木造の学校ですから、今よりもっとこの懐かしさというのか思い出があ

るわけですけれども、今は学校が立派になりましたが、それでもやっぱり学校というと心の

休まる場所という考え方がいまだにあるわけですから、そういう意味で地域の人を締め出す

ことのないように、そういうことをひとつぜひ検討をしてもらいたいなとこう思います。 
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それから「さすまた」の件については教育長が言っているように、このいろいろと警察と

相談をして防犯用具としては、手っ取り早くこの常備されて効果があるようなものがあれば、

別に「さすまた」でなくてもいいわけですよね。「さすまた」っていうのが非常に効果的だと

いうことで新潟市を中心としたところが言っているけれども、確かアルミ製品だっていうん

だからあんまり安い品物じゃないと思うんです。アルミでも頑丈に作ってなければならない

わけですからアルミの合金だろうと思いますけれども、そういうことでこの辺については「さ

すまた」を常備するのがいろいろ聞き合わせてみたら金もかかりすぎるし大変だという判断

をするんであったら、例えばいざというときの防犯用にはこういうのを備え付けてあるから

教職員にはこれを使う訓練みたいなことをやっぱりやるべきだと思うんですが、その辺につ

いてまた答弁をお聞きをいたします。 

それからカメラ、インターホンというのはこの県教委が言っているように、不審者侵入時

のあれにはこのカメラが一番有効だとこういうけれども、監視カメラがいくんだということ

ですが、これも県教委が音を上げているわけですから５５個しかまだ配置していないけども、

これ以外のところに広げるなんていうのは予算的にはできないとこう言っているわけですか

ら。この辺もこれは例えば４番の防犯、教職員や児童に対する防犯体制といろいろの中で、

この問題も一緒にやっぱりインターホン程度は付けられるんだろうと思いますけれども、ど

んな対応がいいのかということで、検討をしてみてもらいたいと思います。もう１回、今申

し上げたいくつかの点について、もう１回お願いをいたします。 

○教 育 長  答弁させていただきます。１点目の学校の中だけではなくて緊急時である

ということをご指摘でありましたが、緊急時であるということを学校の中だけでなく、外の

地域の皆さんにもすみやかに伝達できるような、そういった仕組みも考えてまいりたいと思

っております。 

それから屋外での活動等の際に指導教員だけの責任にできるものでもありませんし、責任

は教育委員会だろうと思うんでありますが、ただ実際問題としてその際に地域の皆さんや保

護者の方々で、手のすいている方が一緒に活動していただければありがたいところであると

思っておりますが、どのような方法になりますかわかりませんが、たった１人で大勢の生徒、

児童を見てしかも指導をしながら不審者が近づいてくるのにも注意をして、というふうなこ

とはまことに難しいかと思いますので、何らかの方法を講じられるよう研究をさせていただ

きたいと思っております。 

それから鍵との関連でありますが、安全のために鍵をかけるということになりましたら、

地域の皆さんそれから保護者の皆さんにその旨をきちんと周知していかなければならないと

このように思います。 

それから「さすまた」、あるいはそれ以外の用具でも教室でありますが、どのように使った

らいいか、あるいは比較的腕力のない者が腕力のある人に立ち向かうときにはどうしたらい

いか、というふうなことも含めた上での研修といいますか訓練について研究してまいりたい

と思います。 



 - 25 -

監視カメラの件でありますが今、監視カメラなかなか難しいだろうなとは思いながら拝聴

したところでありますけれども、今すべての学校に警備保障会社のシステムが入っておりま

すので、こういったものと上手く連携ができないかどうか。この辺についても研究したいと

思いますし、インターホンにつきましては先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、その配

備の状況が学校によってまちまちなもんですから、せめて何といいますか何か起きたときに

そのことに一番最初に気が付いた人が、職員室なり校長室なりに速やかにその不審な人に気

付かれなくても伝達できるというふうな方向にしたいと思います。この件に関しまして先般、

校長先生方の意見を伺いましたら、目の前に不審者がいるときには例えばインターホンが要

所要所に配置されてないと、目の前に不審者がいるときには動きがとれないと、そんなふう

な話も出たところでありますので十分研究をしてまいりたいとこのように思います。 

○片桐貞夫君  小、中学校の防犯体制の確立について 

もう１回質問をさせてもらいますが今ほど教育長が言われたようにこの１点目、２点目等

については前向きで検討をして欲しいと思います。で、鍵の問題と防犯体制の関係で一言だ

けもう一度お願いしたいのは、地域の人たちから協力体制を作ってもらうというのも、そう

簡単にできる問題ではないかも知れないけれども、登下校時の送迎などに協力してもらうと

か、今ほど一番最後にインターホンの話もありましたけれども、地域の人たちがわかるよう

にするには、そういう事件の際に、全部のところなんてできませんが、例えばその近場の行

政区の役員とか何かのところくらいには連絡がつくようなシステムを作っておかないと、学

校だけ孤立したのでは、これも大変だと思いますから、そういうことも含めて考えたほうが

いいのではないかなとこんなふうに今感づきましたのでこの点。 

鍵を閉めるのはいいけれども、地域の人たちが学校へ出入りがもうとても面倒くさくてや

めにしたわ、ということのないような、それだけは一つ十分に考えて対応して欲しいと思い

ます。 

 それから防災用具についてはこれから研究課題ということですから結構ですが、インター

ホンというのは放送設備があるわけですから、新たにかなりの予算をつぎ込まなくても各教

室にインターホンを付けるなどというのは、私は素人ですけれども案外簡単にできるのかな

という気もしなくはないのです。その辺をちょっと、全校の放送で用は足るという判断なら

それでもいいですけれども、できれば教室単位にそういうのがあった方がいいんじゃないの

かなという気もしますから、この点について再度そういう注文をしておきます。 

それからちょっと総括的に教育長にいいずらいことを一言だけいいます。２日目の志太喜恵

子さんの質問の際に、ゆとり教育の中で防犯問題にも志太さんが触れたわけですが、そのと

きの教育長の答弁、私の記憶にあるかぎりでは「地域の人たちや警察の指導などを受けなが

らこれからそういうことに取り組みたい」というような答弁だったと思うんです。私は教育

長としては教育長らしからぬ答弁をしたなあと思っていささか不満だったんです。教育長、

この行政の中で教育関係ではあなたが責任者なわけですから、まあ市長がいますけれども責

任者なわけですから。そういうことでなくてこの段階でも今日私に答えたように、寝屋川小



 - 26 -

学校のあとで県教委からもう不法侵入者防犯訓練いくつかのこの指導通知が出てたわけです

から、そのこと中身に全部触れなくても、例えばさっきの西五十沢小学校のようにマニュア

ルだって中身がちゃんとしたのがあるわけですから、そういうことを一言触れて答弁を欲し

かったなあと、こう思います。これは私がちょっと勘ぐりすぎたのかもしれませんが、教育

長、あなたが責任者なんですから、もっとそういう答弁を一つ自信を持ってぴしっとしてく

ださいと、この一言だけ言わせてもらいます。 

それから時間がもうありませんからこれ以上言いませんが、この問題では、方策的に市長

からも小中学校の防犯について、教育委員会がそりゃ中心でやることはわかりますが、市長

からもこうありたいなというような答弁を一言聞きたいと思いますがよろしくお願いします。 

○市   長  小、中学校の防犯体制の確立について 

この学校、保育園等もありますが、この防犯対策はやはり頭の痛いところでありますけれ

ども。やはりこの地域の特殊性といいますか、先ほどから教育長が話してますように塀が張

り巡らされているわけではありませんし、門があるわけでもありません。そういう中では私

はやはり学校の教職員、用務員も含めて、それと地域の皆さんがたとの連携によって防いで

いくより仕方ないと。そしてこの間もちょっと触れましたけれども、やはりいつも見回って

いる人がいるんだということを、ある程度認識させるような方法と思いまして、あのジャン

パーと帽子を配布したわけですが。それらも含めて地域全体の中で考えていかなければどう

しようもない。私たちのところはですね、塀や門があれば別ですけれども。できれば鍵なん

か閉めたくはありません。本当に学校開放なんていうことでずっときたわけですので、学校

にどうも普通に入れないなんていう状態をなるべく一日も早く脱却するように、教育委員会

とよく相談をしながら必要な予算は予算として付けていくと、こういうつもりでありますの

でよろしくお願いいたします。 

○教 育 長  小、中学校の防犯体制の確立について 

地域の皆さんとの協力体制を作っていきたい、まったくそのとおりであります。それで協

力体制を作っていくということになりますと、どうしても日頃の交流が大切でありますし、

それから学校がどういうことを考えているかということを、やはり地域の皆さんにしっかり

知っていただきたい。そのためには学校から地域の皆さんにいろいろな情報を発信して、例

えばこういうことが起きたときには学校だけではどうしても手に負えないことが考えられま

すので、その際には応援をお願いしたい、とかというふうなことをきちんと連絡を取りなが

ら、日頃の交流を深めていきたいとこのように思ってございます。 

それからインターホンにつきましても、まったくそのとおりだと思うんです。ただ、先ほ

ども申し上げましたように相当の部分、設置をされておったり、そういう学校もあったり、

あるいは非常に少なかったり、それから各教室の配置の具合ですとかそういったこともあり

ますので、どこにどういうふうに配置したらよろしいかということについては、今、学校で

検討していただいておりまして、それが出てまいりましたら実現に向けて最大限の努力をし

たい、こういうふうに思います。 
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それから私がまったく気が付かないでしまいまして大変恐縮でしたが、志太議員の質問に対

しての私の答弁で、もしそういうふうに何といいますか、印象を受けられたとしましたら大

変申し訳ないことでありますので、今後そういうことのないように気をつけてまいりたいと

思います。終わります。 

○片桐貞夫君  終わります。 

○議   長  以上で片桐貞夫君の質問を終わります。 

 質問順位２５番、議席番号３１番・大平修平君の質問を許します。 

○大平修平君  お昼になるようでございますので、急いで一般質問をさせていただきます。

通告にしたがいましてお願いをしたいと思いますが、まず私は農業問題についてと中山間地

域直接支払制度の導入についてという課題であります。 

農業問題について 

１つとしまして過去この５年間、２０００年から始まって今年までの５年間のこの中山間

地域に取り組んできたこの評価についてお伺いを１点したいと思います。 

中山間地域直接支払制度導入について 

２つ目としまして中山間地域の支払制度の今後５年間の取り組みについて、市長のお考え

をお聞かせ願いたいと思うわけであります。その中で若干この通告に基づいて私なりに過去

の感想とそれからこの先の５年間の方向についてお伺いしたいわけであります。まず１６年

の６月、財務省が打ち出している直接支払制度の縮小あるいは廃止の方向で、新聞等で報道

をされてきたわけでありますが、その中で全国の農業者団体より財務省の一方的な論議でこ

の制度をやめてもらっては困るということがございました。全国農協中央会あるいは全国農

業委員会そして共済組合、農業団体。私どものこの旧六日町も９月だったかと思いますが、

この直接支払制度をやめてもらっては困るということで満場一致で請願をあげてきたところ

であります。 

政府財務省ではこの中山間直接支払制度の期限による廃止論ではなく、生産基盤の弱い山

間地域の農業所得を支える農業政策の柱にならなければならないこの中山間の取り組みであ

ります。しかしこの中山間の取り組みには活動には、集落のリーダーが一部この弱いところ

もございました。十分にこの活用されないケースもあると聞いているわけであります。この

制度がなければこの５年間に１万５,０００から３万ヘクタールをも上回るこの耕作放棄も

生まれてきた、あるいはこれを取り返してきたとも言われております。直接支払交付集落活

動、あるいは集落の知恵が全部活かしきれなった、有効的に活かしきれなかったところも若

干はあったようであります。 

そこで全国都道府県の交付額を見ますと、１番が北海道で７９億円、２番目が本県の３２

億円、そして３番目が岩手県の３１億円と報道ではされているわけであります。そこでわが

この旧六日町ではどうであったかということになりますと、１１集落６４万４,５００平米の

中山間の面積、交付額にいたしまして１,３５０万円ほどの交付金がこの旧六日町にも支払わ

れたわけであります。じゃあ旧大和町はどうかといいますと、８集落であったように聞いて
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おります。しかしながらこの辻又というあの後山のそばですが、これについては高齢者の農

業者が多いということで、特殊事情も若干入っていたかに聞いておるわけでありますが、面

積では６５万２,０００平米くらい。それから交付金にいたしまして１,２６０万円くらいの交

付がされたわけであります。しかしながら先ほども申し上げましたが六日町もこの制度が十

分に活かしきれたかといいますと、やはり初めての取組みでもあり、部落のリーダーの弱い

ところもございました。そういうことで中には、これへの取り組みに消極的な部落があって、

参加しないところもあったように聞いておりますが、実際には８５パーセントくらいのこの

効果、あるいは１００パーセント多かったわけですけれども、そういう部落もあったように

聞いているわけであります。 

そこで、農政新基本法の最終案としてこれからの５年間のことでございますけれどもやっ

ぱり意欲のある能力のある農家を重点的に支援する政策、転換する政策が、支援する政策で

転換をすることが柱として、今後もこの制度を利用して農道や水路の整備などを進め、地域

農業を皆で守る意識が芽生えてもらいたいということであります。 

１０年先を考えると山村農業は特に高齢者化による離農は避けられない問題であります。高

齢化により避けられないということは、非常にどこの地域でも心配をしているところであり

ます。したがってこの地域の農業を衰退させてはならないということであります。しかし今

後の活動の中で新聞等を見ておりますと、機械の共同利用とかあるいは生産組織を作るとか、

あるいは農地の管理の方法、それから地区の農業リーダーを育てる、というようなことが大

切かと思うわけであります。 

そしてこの特産を見出すということも非常に大切であります。私の部落でも中山間に該当

しておりました。旧六日町の農林課長をはじめいろいろな人たちから、この中山間地域にい

ろいろ５年間、毎年１回ずつ視察をしてまいりました。その中では松之山地域に第１回目行

きましたが、ここでは棚田を観光に結び付けている。この棚田の風景を写真に撮るとか、あ

るいはこの牧場を見るとか、そういうことを結びつけた棚田いわゆる中山間を利用した観光

を一生懸命やられておりました。その次、翌年には中頚城大潟とでもいいますかね、そこに

行ったわけでありますが、減反を利用をした豆作り。これを村中で納豆を作って東京に出荷

をしていると。それから韓国から嫁に来られた奥さんを中心に、キムチを作って、販売をし

ている。あるいは冬けにはこの減反半の田んぼを利用をして、東京の千代田区に大根漬けを

どんどん出荷をしていると。そういう話を聞いてまいりました。能生町の高倉地区というと

ころに行ったとき、これは京都のユウゼンナスの次は、私どものナスだということで、一つ

１００円のナスでありましたが、この高倉地域はこのナスやメロンを生産してやっていると。

それから去年ですか、上越の方の安塚の側ですが、そのホソヤ地区というところに行ってま

いりました。ここではグリーン・ツーリズムということで、この棚田を利用した観光、それ

から減反に取組んでいたようであります。そういうことでそれぞれこの中山間の組織を利用

した地域おこしも多くやっているようでありました。そこで南魚沼市の今後の５年間の中山

間のこの制度を活かした取組みのほどを、お聞かせ願いたいということで以上です。 
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○議   長  質問の途中ですが昼食休憩を取ります。午後１時再開します。 

（午後０時０５分） 

○議   長  休憩を閉じて会議を再開します。 

（午後１時００分） 

休憩前に引き続き一般質問を続けます。大平修平君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

○市   長  中山間地域直接支払制度導入について 

大平議員の質問にお答えいたします。中山間地域の直接支払制度の５年間の評価というこ

とでありますが、これはご承知のように１２年度から実施されました。これも議員、みんな

ご承知のことと思いますけれども、旧大和８集落、旧六日町１１集落、面積を合わせますと

１３０ヘクタール前後になりましょうか、そういうことだと思っております。各集落では自

分たちと言いますか、策定したプランに基づいて農地保全活動、それから集落活性化活動等

に取り組んでいただきました。その間、耕作放棄地、これも全く見られませんで、また交付

金を集落活性化事業にも有効活用して、それぞれ新たな取り組みも行われたという、そうい

う成果もありまして、高く評価をしているところであります。山口、あるいは西ではフラワ

ーロードに取り組んで集落内の美化が図られておりますし、大和地域の谷地、あるいは野中、

これらは蕎麦団地に取り組んで、蕎麦を利用した地産地消活動が行われている、こういうこ

とであります。後山では都市住民と農業体験交流事業。これは田植えに、草取り、刈取りだ

そうですが、こういう既存生産組合をまた統合して、新規生産組合の設立、これらにも取り

組んでいるところでありまして、成果を上げております。他の地域においてもそれぞれ活性

化に取組んでいる。私はこの制度は非常にいい制度だと思いますし、きちんとした成果を上

げている。したがいまして、当然継続をしていただきたいという要望を申し上げてきたとこ

ろでありますけれども、一応その成果と言いますか、そういうことで５年間、また延長され

るということになりましたけれども。 

これで次期制度につきましては、現在取り組んでいる１９集落から引き続き取り組んでい

ただきたい。そして農地の保全と集落活性化を図っていただきたいというふうに思っており

ます。ただ交付金は現状維持の活動では２割程度削減ということになるそうでありまして、

市としては担い手の確保、農地利用の集積、農業生産法人設立等にも取り組みが可能な集落

に対しては積極的に支援を行って、通常単価に加え、加算単価も得られるるように対応して

まいりたいと思っております。この加算単価でありますけれども、土地利用調整加算、これ

は１０アール当たり５００円、規模拡大加算が１０アール当たり１,５００円、耕作放棄地復

旧加算が１０アール当たり１,５００円、法人設立加算が１０アール当たり１,０００円と。

これら加算分がございまして、こういうことに取り組んでまた加算部分もなんとか、該当に

なれるように、そして一番日本の原点と言われておりますけれども、中山間地の農村がこれ

からも活性化していくように一生懸命務めたいと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○大平修平君  中山間地域直接支払制度導入について 
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大変いい答弁をいただきまして、ありがとうございました。ぜひひとつ熱意あるご指導を

いただきたいと思います。そこで日本列島ほとんど５割から７割はこの、棚田によってこの

美しい日本列島が美観されているといわれております。しかしながらこの中山間に該当する

地域は、いわゆる限界の農地でもあるわけであります。限界農地に挑戦するのは、担い手と

はいっても、なかなか若い衆がついてきてくれない。反収も上がらない。ということから非

常にこの先、この中山間に該当する地域の耕作の事情というのは難しいと。難しいがしかし

金ばかりじゃなくて、いろいろな制度のなかでいろいろ指導をしあったり、あるいは実行を

していきながら衰退をすることがないように、これから取り組んでいかなければならないと、

こう思っているところであります。そこでこの先、農林省の方でも、あるいは市の方でも国

土保全型の農業に対する、今ほど市長が申し上げられたような、こういうことをすればこう

なる、こういうことをすればこういうことになるという指導を徹底してひとつ取り組みをし

ていただきたい。また我々の方もそのことについて一生懸命に前向きに取り組んでいきたい

と、こう思っておりますが、よろしくお願いします。 

○市   長  中山間地域直接支払制度導入について 

この中山間地の担い手と言いますか、後継者対策という、これは本当に一番大事なことで

あります。私は前から、持論でありますけれどもそういう一般の、一般のと言いますか、そ

ういう方たちが耕作不能、耕作放棄というそういう部分には、できれば株式会社の農業参入。

これは今、リースまでは認めようかという方向になっているようですけども。いろいろご心

配の農業をやらした後に産廃の捨て場所になりはしないかとかいろいろありますが、そうい

うことを完全に排除できる部分であれば、今言いましたように。それに農業ばかりではなく

て若干観光面も付加価値を付けて、決して株式会社が参入してもペイしないということでは

ない、そういういろいろな知恵を働かせればですね。そういう部分も視野に入れながら、原

則はやはり農家の皆さん方が集落への頭を活用しながらで結構ですけれども、そしてやって

いただくのが一番いいことでありますけれども、どうしてもという部分についてはそういう

ことも考えながら、やっていかなきゃならんかな、と思っております。この方針がどこまで

きちんと――今、基本計画を出しているところですけれども、どこでどういうふうに認めら

れてどうなるのかまだわかりませんが、方向としては株式会社の農業参入については見送る

けれども、そういう限定的に土地のリース等を活用したのであれば、認める方向にいこうじ

ゃないかというふうにきておりますので、別に特区等を活用しなくても、そういう方向が見

出せれば、やりたい。 

先ほど触れましたように、日本の原風景というふうに言われているこの中山間地でありま

す。この環境保全と景観保全にはきちんと取り組んでいかなきゃならないと思っております

ので、またよろしくお願いいたします。 

○大平修平君  終わります。 

○議   長  以上で大平修平君の質問を終わります。 

質問順位２６番、議席番号１７番、種村俊夫君の質問を許します。 
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○種村俊夫君  １ 文化、スポーツの発信地をめざして 

それでは通告にしたがいまして質問させていただきます。昨年から豪雨、台風、地震また

豪雪と私たちを試しているような日々が続いております。そんななか、新潟県内では合併が

進みまして、１１０余りあった市町村がこの３月には３０余りになろうとしております。我

が南魚沼市も塩沢町と合併協定の調印が終わり、新生南魚沼市の誕生を待つばかりとなって

おります。井口市長におかれましては、その激務をこなしていることに敬意を表します。さ

てその井口市長は選挙戦マニフェストのなかに自己完結型市を取り上げております。私も考

えでは賛成いたしますが、その中身についてはまだはっきりいたしません。そこで私のひと

つの考えをお話いたしますので、市長の考えもお聞かせ願いたいと思います。 

まず第一に自己完結市とするためには、若者に魅力のある街としなければなりません。市

長の取り上げた高等教育や福祉も大事ですが、その一歩手前の基盤を作らなければならない

と思っております。基盤とは静岡のある市ではないですが、特例債をあてにするインフラ整

備もひとつでしょう。震災地の復興計画を含めた街作りもひとつでしょう。この地はその昔

の一人の政治家のおかげで、他人も羨むほどのインフラ整備率となっております。しかし私

の考えております基盤、インフラとはソフト面です。マンパワーです。このインフラを利用

し、子供たちに夢を与える文化、スポーツの発信基地を作りたいと思っております。 

中学生にもなりますと、スポーツも学芸も他校が気になり、全国が視野に入ってまいりま

す。この一番多感な時期の中学生にとっては、一分一秒が大変大事になっております。現在

南魚沼市には５つの中学校があり、文科系、スポーツ系を問わず、部活に励んでおります。

平成１６年度、六日町中学には４８８人の生徒で、７９人が吹奏楽部等文科系で、４０９人

が陸上部等の体育会系に。五十沢中学では同じく１６８人で２４人が文科系、１４４人が体

育会系。城内中学では１５３人で、３７人が文科系、１１４人がスポーツ系。大巻中学では

１５０人で３０人が文科系、１２０人がスポーツ系に。大和中学では５０４人で、６０人が

文科系、３９８人がスポーツに日々励んでおります。昨年は隣の小出中学野球部におきまし

ては県大会を征し、北信越大会でも勝ち進みました。大和中学野球部におきましても、２０

００年度から目標を立て、一歩ずつステップアップしてまいりました。２０００年度に郡大

会を制覇し、その後４連勝。２０００年度中越一勝から始まりまして、２００１年には県大

会に駒を進め、２００２年春には県大会優勝し、北信越大会におきまして星陵中学に敗れて

まいりました。また秋の県大会を征し、春の北信越大会にも行ってまいりました。今年も陸

上部やスキー部におきましては全国大会に進んだ子供たちも大勢います。 

しかしながら現在の教育環境においきましては、先生方の努力と、言い方は大変失礼でご

ざいますが、先生の資質と子供たちの努力、才能が一致しないとなかなか先には進めません。

ゆとり教育の名の下に休日を増やした結果、学力までも低下し、部活は土曜・日曜のいずれ

かは休日にしなさいと、この地域の校長会で決められております。先日行われた歩くスキー

大会にも地元の子供たちの参加は皆無と言ってよかったでしょう。また地元出身の先生方の

参加者もほとんどおりませんでした。私の接している子供たちをみていますと、学業は偏差
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値で管理され、ゆとりの名の下に本来社会活動に使うべき休日と設定された土曜日をもてあ

ましております。子供たちは飢えています。普段触れられない生活に。ゲームなんか本当は

したくないんです。本当は友達と共通の目的を持っていたいのです。また子供たちの頃、子

供たちの頭、身体には順応性があり、興味のあることを与えてやれば何でも吸収いたします。

そこで自己完結型市を目指すのであれば、この子供たちにこそその機会を与え、能力を伸ば

し、子供たちにこの市を好きになってもらうことがまずもっての目標かと思います。合併で

できた市が今までのままであれば、市民にとっては何の意味も持たない合併になってしまい

ます。幸いにしてこの南魚沼市にはグランド、ホール等の施設が多くあり、また旅館等の宿

泊施設も多々あります。この施設と子供、コラボレートさせるだけで目標は達成できるかと

思います。 

例えば文科系クラブの発表の機会の新設、市民会館さわらびとホールが２つもある市は全

国的に見ても珍しいです。奥レク公園には野外ステージもあります。演劇部、合唱部、吹奏

楽部等の練習と発表、また全国から集まった同じ年代の生徒の実力の研究、お互いが刺激し

合う場所作りには最適かと思います。ホールだけでなく、郡内に沢山あります。寺社の境内

を使う方法もございます。この狭い盆地の中にこれだけの美術館を持っている市もまた珍し

い市だと私は思っております。講師を招いて全国の美術部の生徒を集め、合宿をして発表さ

せることもできます。例えば彫刻コンクールを開いて優秀作を奥レク公園、銭淵公園等に展

示する方法もございます。 

スポーツ部であれば例えばバスケット部やバレー部は強化合宿を夏休みに集中させること

ができます。この夏休み期間は上級生が抜け、１・２年生のレベルアップには一番大事な時

期です。大和中学校周辺にはＢＧ体育館、中学校体育館２面、浦佐小学校とあの近辺に４面

も集中しております。旧浦佐定時制高校の体育館もあるんですが、あそこにはトイレがござ

いませんので、なかなか大会等には使い辛くなっております。各コートに２校としても、同

時に８校が試合できます。１コートに４校で１６校、1 日１６校。これを強化週間で７日間

行うとすれば、延べ１１２校がこの南魚沼市に集うことになります。自分の実力を試し、向

上させることができます。これを他の体育館、例えば二日町体育館、六中体育館とも連絡で

きれば、同じ時期に何十校、何百校もこの南魚沼市に来ることになります。またバスケット、

バレーだけでなく、武道館もこの地域は整備されておりますので、武道も同じことが言える

かと思います。そもそも屋内スポーツは本来全国共通であります。この地域が日本一になっ

ても何ら不思議はないはずだと私は考えております。 

屋外スポーツで、例えば野球部。大和球場、二日町グランド２面、六日町中学校グランド

を使えば４面、各グランドに３校ずつだとすれば１２校。これを１週間続ければ延べ８４校

の生徒が集うことになります。１日３試合とすると８４かける３のそれだけの試合数ができ

ます。その昔、この地域の野球部は態度が悪く、また学業成績も芳しくなかったので、郡外

との練習試合の相手探しが大変でありました。しかしこういう機会を与えてやることにより

まして、学業やまたそういう試合態度とか、そういう全般にわたりまして子供たちのレベル
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アップに繋がると私は考えております。 

昨年の地震のせいで宿泊客のキャンセルが続いた旅館街がございます。お盆過ぎのわりと

暇な時期に旅館組合等と連携して子供たちのために計画できないでしょうか。幸いにしてこ

の地は交通の便が良く、高速道を使えば東北から中部、北陸も圏内に入ります。特に関東圏

の学校は休みの日にはグランド探しが大変になっております。その不利を私たちが助けてや

り、子供たち、旅館は助けてもらう。いかがでしょうか。 

さて全国の学業、スポーツの優秀な学校を見ておりますと、一生懸命な顧問の先生と協力

的な保護者と健全な子供たちがおります。また共通目標を持っております。その地域の特性

を活かしたところもございます。ではこの地域を見てみますと、その環境には恵まれており

ますが、活かしきれていないと考えております。自然の恵みの雪があるのにスキー授業がな

い、親もスキーに連れて行かない、教える先生もいない、何年か前までは全中で優勝したス

キー部も今は存続の危機にあります。野球やサッカーは雪国には不利だと言われてまいりま

したが、全国大会の結果は必ずしもそうではありません。室内スポーツはパッとしない、学

業も然り、せっかく国際情報高校ができても入れない、書道や絵画で全国入賞もほとんど聞

かない、何が原因なのでしょうか。私が考えるには人と環境だと思っております。 

人に関しましては教育長にお伺いいたします。現状の南魚沼市の教育環境をどのように判

断しているか。前段にも述べましたように、スキーをなぜ体育の時間に入れられないか。体

育の授業はその地域の特性を活かした時間、多分１０時間だと思いましたが、その学校で独

自の体育の時間を持ってよいはずであります。大体のこの南魚沼市の学校はクロスカントリ

ーを取り入れているようでありますが、なぜアルペンはないのでしょうか。スノーボードは

ないのでしょうか。六日町中学にはジャンプを目指している子供たちもいるのではないです

か。先生がいないのでしょうか。なぜ校長会は週一日休日を設けると決めたのでしょうか。

週休二日制になってから成績は落ちる、スポーツ成績も落ちるでは何の教育改革だったので

しょうか。先生のためのゆとり教育だったのでしょうか。学校には校風と伝統がございます。

例えば陸上の強い学校は伝統として強い。義務教育では子供をスカウトできませんが、でも

その学校は強いんです。これを伝統、校風では簡単に片付けられないと私は考えております。

ではこの地域にその伝統、校風を持った学校はあるのでしょうか。田舎の学校は若い先生と

退職前の先生が多いと聞きます。その先生が悪いと私は全然思っておりませんが、教育長は

原因は何かと理解しておりますか。 

子供の未来は先生の未来ではなく、子供の未来のはずです。育てる、育むという育という

字は羊の一番美味い肉を食わせるという意味であります。それで育てる、育むと読みます。

今の社会は自分で美味いものを食べていて、子供たちには食べさせていません。今が改革の

次期と思いますが、いかがでしょうか。 

子供たちのやりたいことをできるような環境を作るのが私たち親の役目と、行政の責任か

と思います。子供たちがこの南魚沼市での生活を忘れることのないような環境作り。市長、

挑戦してみませんか。福祉は、言い方は不適切かも知れませんが、老人に厚く、子供には非
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常に薄い。福祉の名の下に医療費を無料化等、聞こえはよいが、根本的に解決しません。じ

いちゃん、ばあちゃんが働いて、父ちゃん、母ちゃんも働いて、４人で稼いで、車は免許証

の数よりも１軒の家で保有していて、なんで医療費無料だとか、何とか支援が必要なのでし

ょうか。そういうことでは金額的な福祉で、それは名ばかりであって、根本的な解決策には

全然ならないと私は考えております。その昔、私たちの時代は貧しくても隣近所が助け合い、

子供の面倒を見合い、生活してまいりました。この議場では、私よりも年代が上の方が大体

ですので、お互い助け合って生きてきたのではないでしょうか。お年寄りは子供の面倒を見

てきた。現在の殺伐とした状況は少なかったのではないでしょうか。そんな子供たちに夢を

与え、生活に張りを持たせ、スポーツも文化も南魚沼発信、そんなまちづくりをしてみませ

んでしょうか。子供は忘れません。地元に愛着を持てば、定着いたします。そんなふうに思

いませんか。 

教育長には市内の学校の現状と今後の方針、市長には自己完結型市の考えと私の考えの違

いとをお聞かせ願いたいと思います。１回の表の攻撃を終わります。 

○市   長  １ 文化、スポーツの発信地をめざして 

種村議員の質問にお答えいたします。種村議員は１回の表だそうですが、さて私たちは９

回の裏、２アウトくらいまで追い込まれてきました。よろしくまたお願いいたします。 

この地域の文化、スポーツ施設、これらを十分活用して、しかも地域経済にも活性化を与

える。そういう滞在型の文化、スポーツ交流を進めようと、これはまことに発想と、本当に

素晴らしいことだと思います。ちょっと例といいますかを申し上げますが、旧六日町地区は

８月になりますと合宿、大学・高校、中学もあるんでしょうかね、合宿が非常に多く入って

きておりまして、旧六日町の町内の体育施設はほとんど満杯になっている。そのくらいずっ

と。それでもなかなか、何て言いますか、割り振りが少ないということで民宿組合の皆さん

方から不評をかったり、そういうことがありました。大和地域にはそういうことがあったか

どうかちょっと私はわかりませんが、これから大和地域のあらゆる施設をそういうことにま

た活用できるとすれば、これは素晴らしいことだと思います。 

そこで私どもの市における現状だけちょっと申し上げますけれども、ご承知のように今、

棚村基金というのがございます。これを活用して文化・スポーツの振興を目指している。顕

著な活躍をした方、全国大会に出られる方とか、文化面でもそういう活躍をされた方には奨

励金を差し上げて激励しようということであります。ちなみに先般、スペシャルオリンピッ

クスに出場されました中沢健二君でしたかね、中沢君、あれはオリンピックということであ

りましたので、最高額の奨励金をお渡しをして、みごとまた金メダル・銀メダルを獲得して

いただいたということで、本当に誇りに思っているところであります。 

また総合型地域スポーツクラブ、このスポーツパラダイス事業。これにも取り組んでおり

まして、各種スポーツ大会を開催しながら一応組織的に、しかも継続的に今まで取りくんで

来たと。これらの成果、これが全て成果であったかどうかは別にいたしまして、ご承知のよ

うにさっきの全国高等学校スキー大会、アルペン競技、これは地元の六日町高校、そして八
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海高校の生徒が大活躍をしていただいたということ。残念ながら南魚沼市出身という方が少

なかった。高校には来ておりましたけれども、そういうことでありました。文化面におきま

しても、これは大和地域の方の「さわらび」、これらを活用して近隣高校の演劇クラブによる

発表会が一応開催しておるそうであります。 

ご提言の文化・スポーツの発信と市づくり、これは今、市が取り組んでおります、文化・

スポーツ振興事業の原点だと思っておりますので、これらをどういう具合にこれからきちん

と構築していけばいいか、すぐに検討をさせていただきたいと思っております。例えば他地

域の皆さん方との交流試合、大会、それらが可能かどうかという、こういう部分からまず検

討を始めて、可能であれば、じゃあどこでやろうかとか、そこから始まって来る。 

文化関係につきましても、そういうことは模索いたしますが、議員おっしゃっていただい

たように、美術館がトミオカホワイト美術館、それから池田記念館、２つあります。富岡宗

一郎画伯の絵と、これは世界的に有名なわけですけれども、なかなか地元の皆さんが馴染ん

でいただけない。池田記念館には小泉八雲という、これはまた大変有名な方の部分でありま

すけれども、入館者がどの程度かちょっとまだ私は把握しておりませんが、そうそういっぱ

いではない。いずれも地元の皆さん方が割合と利用をしていない。特にトミオカホワイトな

んかはそうでありまして、新潟、東京、あるいは長岡とか、これらの他地域の皆さん方は大

勢おいでいただきますが、地元の方々がほとんど入館しない。これらも以前、小学校でした

かね、城内小学校の子供たちをトミオカホワイトに授業参観のなかで、いわゆる連れて来て

いただいたりしたこともあったんですけども、今やってますか。何か一過性であったのかも

わかりません。そういうことについてはこの後教育長が答弁いたしますが。まず自分たちの

持っている市のそういう価値、文化的施設、文化的価値をまず市内の皆さん方から再認識し

ていただく。ここから取り組みを進めていかなきゃならないと思っておりますので、またい

ろいろご協力をお願いしたいと思っております。 

いずれにいたしましても、文化・スポーツ、本当に地域づくりのこれこそ、福祉も当然で

すけれども、やはり原点と言いますか、非常に明るいイメージもありますし、崇高なイメー

ジもあります。そういう部分をきちんと活かせる施策を、これからどんどんと実施していき

たいと思っております。 

自己完結型と言いますか、地域完結型につきましては、もう一言で言いますと、生まれて

からこの地に眠るまでということであります。そういうこの地域で過ごせる環境、施設も含

めて何とかこの地域のなかで、どうでも大学生になればここから出ていかねばならんかとか、

あるいは職場が非常に少ないとか、そういう部分もありまして、まずそのへんの対策。今お

っしゃっていただいたような文化・スポーツ面がもっともっと活性化をすれば、やはり子供

たちも当然でありますけども、この地域に非常に大きな愛着を持っていただく。これは本当

にその子供のときからの部分とすれば一番大事なことだと思っておりますので、具体的にど

ういうことが可能か、どういうふうにすればいいのか、今後早急に検討してまいりますので、

またいろいろご助言をお願いいたします。 
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○教 育 長  １ 文化、スポーツの発信地をめざして 

子供たちに夢を与え、生活に張りを持たせ、そして地元に愛着を持ってもらって、定着し

ていただこうと。こういう発想でございまして、全く同感でございます。そこで教育長にお

尋ねがありました件について答弁をいたします。なぜスキーを体育の時間に入れられないか、

であります。ご承知のとおり、学年によって若干の差があるかも知れませんが、学校におけ

ます体育の授業時間というのが週２ないし３時間くらいであります。一方アルペンでスキー

をやろうとしますと、どうしてもゲレンデまで行かなければならない。そうすると最低でも

３時間かそのくらいが１回あたり必要になってくると、こんなふうなことがひとつの理由で

あります。それからアルペンのスキーに関しましては、用具等に相当なお金がかかるという

ことであります。一部の学校では１シーズンに 1 回でありますが、近くのスキー場に行きま

して、用具もウェアもだと思いますが、レンタルで借りてその日一日だけ６時間やる、とい

うふうなことの取り組みをしております。他の学校でもレンタルの対応というのはどうかわ

かりませんけども、１シーズンに１回若しくは２回でしがありませんけども、せっかくこの

スキー場がいっぱいある地域でありますから、全校でアルペンの授業をやるということであ

ります。 

ここで、なぜもっと増やせないかということになるわけでありますけども、ひとつには最

初の理由が絡むわけでありますけど、冬季間のやっぱり全体としての運動量、スポーツ量を

確保したいというのが、学校としてはあるそうであります。そんなわけで現状のなかでもっ

と、ある学校によっては本当はアルペンをもっとやらせたい、という学校も現実にありまし

たけども、実際の対応としてはなかなか難しい。シーズンに 1 日が限度だというふうなこと

も聞いております。それからスノーボードについても同様でございます。 

次が、校長会がなぜ週１日休日を設けると決めたかということでございます。これにつき

ましても、校長に確認してみましたら、新潟県では中学生の部活については休む日を決めて

いるんだということでございました。オフシーズンの場合で申し上げますと、月曜日とそれ

から第２の土日、第４の土日だそうであります。これはオフシーズンの場合であります。シ

ーズン中になればそんなことは言っていられないので、頑張るんだと、こういうお話であり

ました。県の教育委員会がそのように決めた理由といたしましては、ひとつは成長期の子供

たちですので、他のことも経験、体験させる時間を確保するということがひとつのそれであ

りますし、それから指導する教職員もはっきり申し上げまして、生活があり、家族がありと

いうなかで、あまり無理はさせたくないというふうなこともあるやに聞いております。これ

が２点目に対する答弁であります。 

３点目でありますが、この地域に伝統・校風を持った学校があるか、とこういうことであ

りますけども、例えばお話のなかにもあったかと思いますが、生徒が減少してきたために、

一時期ほど奮わないという状況があるにしましても、例えば大和中の陸上部、大巻中の野球、

陸上、それから城内中の陸上、それから五十沢中では１６年度に吹奏楽で県大会の金賞をい

ただいてきております。そんなふうなことでありまして、他にもそれぞれ何て言いますか、
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スポーツの分野で活躍をしている学校のチームがございます。ただ共通して悩みの種と言い

ますか、指導者の方でも悩んでおりますのが、学校の規模が小さくなってきておりまして、

各学校に配属される教職員がやっぱり減っているわけですね。そういうなかで、その競技、

種目の競技に指導力を持っている教員がなかなか確保できない、という状況も追われてきて

おるわけであります。そんななかで学校の５日制が始まったわけでありますので、旧六日町

ではこの受け皿というふうな意味合いもありまして、スポーツパラダイスというふうなもの

を立ち上げてきたところであります。現状ではまだ、まだまだその受け皿になり得ていませ

ん。これはまことに申し訳ないことでありますが、まだなり得ていません。ただ今後の競技

スポーツを目指す子供たちへの指導体勢としましては、やはり学校の部活ももちろん大切で

ありますから、そのように取り組みを進めていきたいと思いますが、種目ごとによっては十

分な指導者を確保できない学校が増える一方でありますから、市のこの施策のなか、スポー

ツパラダイスというふうななかでクラブチームのようなものを育成していくというふうなこ

とで進めてまいりたいと、こんなふうに考えております。 

それから４点目でありますが、若い先生と退職前の先生が多い。そのとおりだと思います。

この原因は何だろう、どう思うかと、こういうことでございますが、ひとつには今は大分改

善されてきたと私は正直思っているんでありますが、かつてはこの地域、子供たちに学力が

低い時代が長く続きました。そのなかで教える張り合いというのもやっぱりあったかと思い

ます。それから何よりも問題なのは、やはり教員も人間でありまして、生活があったり、家

庭があったりいたしますと、例えば中堅どころの教員の年代になりますと、高校生の子供を

持っている、中学生の子供が末っ子のほうにあるとかというふうな状況になってまいります

と、自分の子供の進学を考えるとどうしても新潟近辺に希望が集中するという事情がありま

す。これは必ずしも生活ばかりじゃなくて、新潟近辺ですと、住居を構えてます、自分の住

まいから通勤可能な範囲が非常に広がっているわけであります。途中に峠があるわけでもな

い、比較的家を離れないで転勤ができると。そんなふうなこともあろうかと思います。 

こちらの当方としての今後の取り組み方といたしましては、ひとつにはここには新採用の

６年間、自分でどこに行きたいという希望が出せない期間がありまして、そういう期間中の

皆さん方が大勢来られます。それをここで、何て言いますか、他の地域よりも手厚い指導を

して、指導力をつけて、そして送り出してやる。この人たちから中堅の年齢になったときに、

もう１回来ていただくと、こんなふうな方向を狙っていきたいと思っております。 

もうひとつは旧六日町の時代に作りました奨学金の制度がございます。こういったものも

活用しながら真剣に地域で、活躍したい、あるいは教員になって地域に帰って来たいという

ふうな若い人がおられたら、そういう方々に奨学金を貸与する等々の援助をしながら――私

が言うときざな、本来きざな台詞が私が申し上げると全くぶち壊しになりますが――鮭が帰

って来るように、やはりまず恋しいこの地域に配置された教員の卵、卵じゃない、教員をき

ちんと指導して、そしてまた他所でも経験を積んだ後、また帰って来ていただくと、こんな

ふうなことで努力をしてまいりたいと思っております。 
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○種村俊夫君  １ 文化、スポーツの発信地をめざして 

１回裏の攻撃はオーソドックスな攻撃でありまして、１回表・裏を終わりまして、２対１

で私の勝だと思っております。それでは２回表の攻撃に入ります。 

六日町地区にある旅館の収容キャパは約５,０００人であります。大型バス２台を持ってお

ります旅館が４軒ほどございます。その他にも大和地区、五日町地区にもマイクロバスを持

った宿泊施設が多くございます。市営のサイクリングターミナルもあります。子供たちの合

宿は大広間対応ができます。大広間に大勢、一部屋にどんと寝せることです。なおかつ浴衣

無し、布団の上げ下ろしも自分でさせる、という大体合宿ではそういう方法をとっておりま

すので、１泊３食、大体５,０００円ほどでできます。またお盆過ぎはある程度部屋も確保で

きるそうであります。これは旅館組合に行って聞いてまいりました。それで先ほど市長の方

から、民宿の方で困っているというふうに言われましたが、実は合宿が入って来て、地元の

子供たちがその試合会場を使えないということでも困っているんですよ。そういうところで

すから、その両方を使えるようにすればいいんですね。合宿が入って来たら地元の人たちと

練習させると。そういうことをすればいいと私は考えております。 

前段、小出中学野球部のお話をいたしました。旧小出町、今、魚沼市になりましたので、

この制度があるかどうかわかりませんが、旧小出町では休日に子供たちの要求に応えて、ス

ポーツに接しさせるため、スポーツ少年団を作りまして、そこに部員を全員入団させており

ます。先ほど教育長が言われたクラブチーム育成とか、そういう面になってくるかと思いま

す。それで学校を退職されたその専門の先生だとか、そういう方をスポーツアドバイザーに

任命しております。その方は年間、多少の謝礼はいただいておるんですが、ほとんどボラン

ティアでおります。そうしますと、先ほど決められた休日等でも、クラブチーム、スポーツ

少年団として活動しておるんです。そうすると先生のテストの最中だとか、先ほど言われた、

自分の家に帰られているとか、何かというときにはそのスポーツアドバイザーの方が面倒見

られますので、非常に重宝しております。またその結果も、そういうことで小出中学もやっ

ておるみたいで、結果も出てきておるわけです。 

また先ほどずっと話しているなかに、サッカー部と高校の話をしておりませんでしたが、

先ほど市長はその高校生は他所から来ている子が活躍しているというお話でしたが、それに

はここにインフラが整っていないんですね。高校生対応とか、そういうインフラが整ってお

りません。芝生のあるサッカーグランドはありませんし、高校野球を呼べる球場もございま

せん。十日町地区には毎年招待野球がありまして、小中学生がその高校生の甲子園常連校な

んかの高いレベルの試合に接しておりまして、大変勉強になっております。これがこの地区

には何でもないです。高校野球、これだけ一生懸命盛んな地区でも、この南北魚沼で呼べる

チームがないんです。チームじゃなくて、球場がないんです。 

そういうサッカーグランドやそういう球場に「特例債」を利用する気はございませんか。

今その整備する機会が巡って来ているのではないかと私は思うんです。この地でもかつて、

小千谷が行き、六日町が行き、そしてこの前は十日町高校と、甲子園に行きました。また昨
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年は塩沢商工が３月のこの末から始まります春の選抜大会の２１世紀枠の新潟県推薦校にな

りました。あの甲子園でのあの拍手やそういうことをこの子供たちに感動を与えさせる、与

えたいと思いませんでしょうか。市長と昔、一緒に郡にマラソン大会をしようということで、

県の方に行ったことがあったと思います。そのようなことをもう１回やってみようではあり

ませんか。ぜひ、行政、観光、学校、地域が一体となりまして、取り組みをしようと思いま

せんでしょうか。南魚沼市を文化・スポーツの発信地にして欲しいと私は思っております。

優秀な学校を招いて子供たちに競わせて、そして夢を与える、そして帰って来てもらう。こ

ういうことをぜひ取り組んでいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

教育長にお伺いいたします。先ほどの伝統・校風の話をいたします。小中学校の先生は６

年で、高校の先生は１０年で異動いたします。特徴ある先生が歩いた足跡はすぐにわかりま

す。その先生が歩いた後ろには結果がついて回っているからです。例えばスポーツで言えば、

長岡のある部活には３人の有名な先生がいます。その先生が異動すると、その学校が強くな

る。大体、長岡市内の大会ではその３校が、勝つというふうになっております。例えば佐渡

のある小学校、私はこれ大和の後山小学校だと思ったら、佐渡にある後山小学校でございま

したが。先生が変わっても作文コンクールにおいてはいつも全国大会常連なんです。これを

教育長、どういうふうに捉えますか。この南魚沼市にそういうところがございますか。先ほ

ど縷々スポーツの面では述べてもらいましたが、私もちょっとスポーツしてみますと、なか

なかそういう結果は出てまいりません。 

そこで、この市のなかで教育特区を使ったりしまして、学区をとったらどうなりますか。

先生の評価に私はすぐ繋がると思うんですね。また先ほど学校が規模が小さくなって、先生

が配置少なくなって、なかなか専門の先生が来れないといったことを言われましたが、それ

はその学校によって専門性を持たせれば、そこに学区がなければ子供が寄れるんですね。そ

ういうふうに特徴のある学校づくりというものに取り組んでみる気はないでしょうか。それ

が無理ならば、せめて特徴のある先生を探してみませんか。また南郡出身、この南魚沼市出

身でそのような先生を教育長は把握しておりますか。先ほどお話しました、六高の甲子園組

でも２人も先生に、高校の先生になっております。そういういうことを教育長は知っており

ますか。 

この地方に、地方の子供たちには部活ができないから嫌だと嫌う情報高校が浦佐にござい

ます。実際は入学してからが大変だからと入らないと私は思うんですが、その情報高校だっ

て勉学という目標があれば、全県から子供たちは集まり、スカートの丈も気にせずに勉学に

励んでおるではないでしょうか。余談でございますが、この女子高生のスカートの丈は新潟

県が日本で一番短いそうです。それでまたこの情報高校の先生は組合に入っていないんだそ

うですね。またここには国際大学もございますので、外国語教育なんていうものは、教育特

区を使いまして、教員免許を持っていない国際大学生を先生に任命し、今までも交流授業と

か何かあったんですが、年に２、３日では駄目なんですね。普段学校において普段から生に

接しさせる。子供たちは自然と多分外国語でしゃべると思います。それが英語であろうが、
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中近東の言葉であろうが、東南アジアの言葉であろうが、子供たちは自然と無理しなくても、

私は慣れると思うんですね。そういう条件がこの地域には整っているんです。それを活用し

てはどうでしょうか。いろいろ申しましたが、そんなところでもう１回ご答弁をお願いした

いと思います。 

○市   長  １ 文化、スポーツの発信地をめざして 

具体的にご質問いただきましたので、お答えいたします。合宿においでいただいた皆さん

との練習試合と、これは私あまり考えてみなかったことでありまして、これが本当に可能か、

これはやっぱり調査しなきゃなりません。私どもは合宿においでいただいた皆さん方の姿を

見ておりますと、もうとにかく徹底して鍛錬、鍛錬という部分、あとは基礎部分の反復とか、

そういうことが非常に主のようで、練習試合的なことができれば、これは本当に一石二鳥で

ありますので、これはすぐにまた研究してみたいと思っております。 

受け入れ態勢は温泉旅館組合も入りますれば、今おっしゃったように５,０００人という部

分も出ますし、そうそう宿泊するところがなくて来れなかったということにはならないと思

いますが、あまり今まで温泉旅館組合がこの方向にはごく熱心でなかったような気がしまし

た。近年、少しずつ受け入れて来ていると思っております。こういう時代でありますので、

やっぱりお客さんはお客さんとして、それがまたリピーターになっていただければ一番いい

わけですので、そういう面もまた温泉旅館組合と話をしていかなければならないと思ってお

ります。 

十日町の件です。これは議員ご承知のようにやはり十日町市は諸里市長時代に各中学校に

特徴のあるスポーツをやれと、そうすればその施設は全部整備してやる。例えば相撲とか。

俺学校は野球だとか、俺はバレーだとか、これをやらせたんです。それからしかし十日町の

スポーツ面と言いますか、非常に伸びてきました。やはりそういう施策で伸びるところは伸

びるんだなと、今更ながら実感しております。私がすぐそういうことをするということでは

ありませんが、この文化・スポーツを活かした市の発展策をきちんと考えていきたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

甲子園の感激は未だもって私も忘れておりませんので。余談ですけれども、うちの娘がス

コアラーで行って、私も甲子園に１回行ってきましたが、ぜひともまたあの感激を味わって

みたいと、子供たちには当然味わわせたい。野球とか、サッカーとかいろいろありますが、

この特例債を活用しての新市建設事業のなかに、計画のなかに、総合スポーツ施設というこ

とで一応芽は出してありますので、またご相談申し上げて、財政が許せば極力早いうちにそ

ういうことが建設できて、せめて県大会くらいはやれる。野球であれば本来はプロ野球の２

軍くらいは来てもらいたいとか、サッカーであれば・・・という、そういう部分は考えてい

きたいと。よろしくまたお願いいたします。 

○教 育 長  １ 文化、スポーツの発信地をめざして 

まず伝統・校風の方で２つほど事例をお話申し上げたいと思います。ひとつは先ほども触

れましたが、五十沢中学校の吹奏楽部でございます。ここは校長先生の悩みは音楽を指導で
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きる先生がいないんだそうでありますが、それでもその前にいい指導者がいたおかげで未だ

に、というふうなことで、１６年度も県大会で金賞受賞ということであります。それからも

うひとつは北辰小学校のリコーダークラブでございます。これも以前リコーダーの指導の上

手な先生が赴任いただいたときに作ったと思われるんですけども、その先生が転出された後

でも頑張っておりまして、今年も今月末の頃に全国大会に出場いたします。議員ご指摘のよ

うに優れた指導者が赴任された学校は、その指導者が転出された後でもやっぱりこういった

ことが残る。これを大事にまた育てていかなければならないということだと思いますけれど

も、教育力というものについて考えさせられるところであります。 

それから特徴のある学校作りにつきましては、その方向でできるかどうかはちょっとわか

りかねるところでありますが、十分研究をさせていただきたいと思います。 

それから地元出身者の把握でありますが、正直、今できておりません。ただ今回私も人事

異動等の会議を通じまして、地元の出身者で現在どこに住んでおられて、あるいはこの南魚

沼市とかこの近間に自宅を持っておられるとか、そういったことが何もわからないものです

から、これはやはり次年度に、次回までの間にはきちんと出身者の状況を把握しておく必要

があるな、というふうに思っておったところでありますので、ご指摘のように把握に向かっ

て努力をしたいと思います。 

それから中学校の英語教育の場合でありますが、これは今回学習指導センターにおいでい

ただいた磯辺先生のお言葉の受け売りでありますけども、小学生の場合は日本語も解ってい

る英語の指導者の方がいいんだけども、中学生になったら、本当にその何て言いますか、向

こうで普通に話しをするようなスピードと、そういったスピードのついていけないショック

とか、そういったことを子供が自分で受け止めることが大事なんだと、こんなふうなお話も

伺っております。ですのでいつから実施できるかはちょっと今ははっきり申し上げられませ

んけども、国際大学には大勢学生さんがおいでですので、そういった皆さんから中学校の英

語の指導助手のようなことを引き受けてもらうことも、一生懸命研究してみたいと、このよ

うに思っております。 

○種村俊夫君  終わります。 

○議   長  以上で種村俊夫君の質問を終わります。 

傍聴席の皆さん、大変お忙しいなか議会傍聴においでいただきまして有難うございます。

厚く御礼を申し上げます。 

○議   長  一般質問を続けます。質問順位２７番、議席番号２１番・若井達男君の質

問を許します。 

○若井達男君  １ 今こそ国土調査の実施を 

大勢の一般質問があったわけですが、残すところ私を含めて南政クラブの３名となりまし

た。大変お疲れだとは思いますが、いま暫くのお付き合いをお願いいたします。それでは通

告にしたがいまして一般質問を行います。 

市長、今こそ国土調査の実施ですよ。本当ですよ。私はこの国土調査の実施ということは、
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平成１３年の１２月の一般質問で取り上げました。そのときの町長の答弁は合併がもうすぐ

そこに来ているから、合併を見てからやりましょうと、いう答弁をいただいておりますが、

そのときには予算で大変苦しいからというような答弁もいただいておりました。それからち

ょうど３年余りになるわけですが、なぜ今、国土調査かということは、これはいろんな理由

がございます。まず一番先が何だかと言いますと、これは私どもが昨年の１０月２３日に経

験しました中越大震災でございます。そういったものから始まりまして、全ての私どもの生

活、インフラにこの国土調査が影響しておるということでございます。 

新市になりまして、建設課のなかに専門の国土調査の優秀なる職員が配置されております。

私が平成１３年に質問したときには農林課のなかに名前だけの国土調査を置きますと、置い

てきたんです。しかし何もこれやってないんです。今回は今ほど申し上げましたように、都

市計画課のなかに国土調査の優秀な職員が配置されて、この後明日から審議されます一般会

計予算のなかには、第８款だったでしょうか、土木費のなか新しい６項に国土調査費事業と

いうことで金額は納得できるものでありませんが、１０１万２,０００円というものが出て来

ております。これについてはまだ今日は予算審議じゃありませんので、明日明後日になるか、

そのなかでまたいろいろと自分で質問してみるところは質問してみたいと思っておりますが。

とにかくこの国土調査が全てなんだということで、これから２、３お話をさせていただきま

す。 

この国調の一番の特徴が、どのような効果があるかと、そしてその効果についてどういっ

た対応がやっていけるか、やっていかなければならないかということです。 

まずひとつ、公共事業、住宅団地、工業団地等の円滑化、造成工事等の円滑化です。道路、

河川、土地改良、都市計画等の公共事業を実施するにあたり、地籍調査実施後は計画策定、

それから設計、用地買収、完成後の維持管理の各段の円滑化ができるということです。そし

て行政財産の管理の適正化というものも出てきます。そのなかのひとつとして、課税の適正

化、固定資産税の課税が必ずしも今現在実態を正確に反映しているとは言えません。地籍更

正等が行われることによって、今までの１２０年前の明治のときから始まっております測量

に基づいた地籍でございますので、縄伸び、縄縮み等があるわけですが、それらが解決され、

また地目が確認されることによって課税の適正化が図られるんです。併せて３年毎の家屋の

建物の評価替、土地の評価替についてはまことしなやかにスムーズに進行いたします。 

そして先ほど申し上げました災害です。大規模災害等における復旧工事も極めてこの国土

調査の基に円滑下に進みます。地震、土砂崩れ、水害等の災害が生じた場合、まず境界確認

等に時間を要し、早急に復旧工事に取りかかれない場合が多々あります。現実問題とすると

これは山古志村、それから川口町――川口町はこれは国土調査が済んでおらんのです。今休

んでおるんです。山古志村は途中までやってきておるんです。こういうところが大災害に遭

いまして、山崩れ、地滑り、道路の決壊、河川の決壊。こういうものが生じたときに、どう

して原型に復しますか。境界争い、これは所有権、財産争いですので、お互いが極めて意固

地になりますよ。そういったものを解決してくれるのが、これが地籍測量、国土調査の結果
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なんです。そしてその他の測量成果との融合性、接続性が向上します。 

これは私は前にもお話しましたが、今現在この六日町地内におきまして十二沢川の改修、

先に完成しました六日町大橋の完成。――十二沢川は今工事中でございます。そして１７号

バイパス、また高規格道路。これらの公共事業は入ってきておりますけど、何ひとつといっ

て測量の整合性はないんです。それぞれ単独工事、単独事業において測量をやっておるんで

す。これが、例えば六日町地域を国土調査に基づいた地籍測量が終了しておりますと、全て

が線を引くだけで終わってしまうんです。そしてこの後またお話しますが、ＧＩＳ、そうい

ったもののなかの構築ができておれば、設計から全てが済んでしまうんです。そういう税金

の公共事業に対する税金の無駄使いも極めてなくなる、極めて少額に抑えられるということ

でございます。そしてこれは公共団体、そういった行政レベルだけでなくても、住民レベル

でもこの国土調査に基づく地籍測量の結果は大きな成果を出すんです。住民間、官民間の境

界紛争はまずなくなります。登記制度、登記によって信頼性はこれは増します。そして土地

に関する権利の保全も明確になるんです。そしてこれらをどのように扱うかということが、

先ほど申し上げましたＧＩＳ利活用システムを作ると、構築すると。そのためが一番の基と

なるのが、広範囲における精度の高い測量の済んでる地域でなければならないと。地球規模

の地球測位点にあった数値でなければならない。これが大前提なんです。ＧＩＳを構築する、

ジオグラフィカル・インフォメーション・システム、ＧＩＳ、これを構築することによって、

これから若干例を上げますが、極めて私どもが日常考えていることがスムーズに進みます。 

まずひとつ、１２月議会でも出てまいりましたが、大和町はこのＧＩＳデータができてお

るということで、上下水道がこのデータ化されております。そういったことで災害時には六

日町は駄目であっても大和町はＧＩＳが使える。塩沢町は大体これも国土調査は終わってお

るんですけど、まだＧＩＳ、ＧＰＳが構築されてないと、いうことですが、道路や上下水道

等全てのインフラの一元管理が可能になるということです。そして上下水道、道路、水路、

ガス、電気、民間施設等、官民を問わず全ての空間データを一元化することによって、縦割

りの行政による業務や経費の重複はこれまた大きく削減されます。そして農政、通告してあ

りますが、農業政策支援、こういったものに生産調整や農地利用の適正化にも十分このＧＩ

Ｓを構築することによって対応していけるということです。 

一昨年ですね１５年８月上旬、六日町の産業建設委員会は北海道の長沼町に地域間協定と

いうことで、視察研修に行って来ました。この目的は地域間協定なんです。３００町歩くら

い六日町の米をこちらで作りたいが、行って来いにしようじゃないかということで、この長

沼町に行ったんですが、残念なことながら、結果はよろしくなかったんです。しかしこの長

沼町は昭和３２年、３３年に国調が終了しておったんです。そのためにＧＰＳ、北海道道庁

に１００万円ほど払ってＧＰＳの利用で低タンパク米を作ろうと、低タンパク米、低アミノ

酸米を作ろうということで、１００万円ほど北海道庁に負担金を払って、そして田んぼ一枚

ずつの米のタンパクを検出することができるようにしていたんです。そしてその調査は一枚

毎によって違うときにはどこが違うんだと、栽培管理、肥培管理が違うのか、肥やしが違う
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のかと。そしてこれは比較対照ができるんです。そして比較対照したときに、いい方の肥培

管理に合わせれば、全く同じ米ができるんです。しかし、肥培管理だけじゃない、どうして

も肥培管理では同じ肥培管理をしておっても、直らないと、そしたら土壌成分を調べてみよ

うと。そしたら片方の土壌と片方の土壌はやはり大きな違いがあったと、そしたらこれはい

い米の土壌に合わせてみようということで、土壌改良することによって同じ低タンパク米が、

低タンパク米質が採れると、栽培された。そういうことで、長沼町に行ってきた、これはＧ

ＰＳ、ＧＩＳが構築されたこの結果なんです。その基が３２年、３３年に国調が済んでおっ

たと、そういうことなんです。 

いま１点、青森県、これはさきの日本農業新聞にでておりましたが、りんごを生産地から

消費地までの流通をきちっと調べてみようということで、これはりんご１箱に、電子荷札、

電子荷札を収穫した一篭ずつに貼って、そしてそれが市場から消費者に届くまでをＧＰＳ衛

星測位システム、人工衛星を使って管理すると。今、生産の段階でいくら正しいものを作っ

ても、途中の管理が悪いことによって消費者の方から苦情が来ておると。それをなんとか防

ごうということで、青森県は２００５年、今年度からそれに仕掛かるんです。これもＧＰＳ、

ＧＩＳの成果があってこそ構築があってこそできる問題なんです。 

そんなことでいろいろと、あまりいい例になったかどうかですが、とにかく一番の基は国

土調査、地籍調査なんだと。そしてそれに基づいたＧＩＳ、ＧＰＳを構築する。しかしお金

がかかるんじゃないか。先ほど申し上げましたように、前回のときには金がかかってなかな

か難しい。金はかからないんです。市町村がこの国土調査の事業を行うにあたって、これは

国が２分の１、都道府県が４分の１、市町村が４分の１なんです。そしてその都道府県と市

町村の４分の１の分については、後に８割の特別交付税で補填してくれるんです。たとえば

事業費が４,０００万円、２分の１が国です。２,０００万円が国なんです。残りの４分の１

を１,０００万円が県、１,０００万円が市町村、自治体、そのうちの８割を特効で補填して

くれるもんですから、実質４,０００万円の事業でも２００万円で足りると、これが国土調査

の一番の大きな成果なんです。そういうことで経費的にも心配はないと。ぜひともこれは、

この後答弁いただくわけですが、市の考えをまた聞かせていただいたなかで、再質問ないし

を行いたいと思います。 

また今回の議会のなかで、いろいろと一般質問が出てきておりました。そのなかに市長の

答弁、これは揚げ足をとるわけではございませんが、「地域情報通信基盤整備をやったらどう

だ」という質問があったなかに、「職員によるＩＴ戦略会議を作る」と、また地球環境温暖化

防止の取り組みについても「環境基本計画の策定の準備にとりかかっている」と、省エネル

ギービジョン、これは「自然エネルギー源の調査を、電源開発がやる」と。そのような一般

質問に対して市長は今ほどの答弁しております。しかし、これがきちんとされるには、ただ

それをやります、基本計画作るでなくて、やはり国土調査をやって、ＧＩＳ、ＧＰＳを構築

したとき、これがきちんとしたものができ上がるんです。 

そしてこの３月定例議会の２日の初日の日に補正第１号、２,５００分の１の都市計画図の
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作成を委託したと。３,１００万円です。これ皆さん承認しております。しかし、これもでき

ることならば２,５００分の１の都市計画の地形図は、国調が終わった後、それに合わせたと

きにこの地形図を作製すると、それが災害時都市計画作成等に一番の威力を発揮するんです。

そんなことでいろいろ申し上げましたが、また市長の答弁をいただいてから再質問をさせて

いただきます。終わります。 

○市   長  １ 今こそ国土調査の実施を 

若井議員の質問にお答えいたします。この国調の重要性というのは私も十分認識をしてお

りまして、自慢ではございませんけれども、私はこのなかで一人だけだと思います。国調事

業に実際携わって国土調査を実施してきた一人でありますので、この重要性は認識をしてお

ります。したがいまして、今議員おっしゃったような、なぜこうだ、ああだということは一

切申し上げません。 

これから市の計画を申し上げます。この地籍調査、これ国調には３つあるという。これも

若井議員ご存知でしょうからいろいろ触れませんけれども、地籍調査の実施は県の１０ヵ年

計画により実施をするということになっておりまして、当市では平成１９年からの実施を計

画しているということであります。これは合併協議でそういうことになっております。なお

私どもの市内では、旧六日町のなかではご存知のように五十沢、城内、これの平地部だけで

あります。山間部はやっておりません。これが約２５平方キロメートルでありました。旧大

和では昭和４１年から５５年までに後山、辻又地区を除く平地部で約４１平方キロメートル

を実施済みということでありまして、旧両町併せて６６平方キロメートル実施しておるとい

う。これから予定は当然でありますけれども、今されていない部分、旧六日町、ここが一番

ある意味では問題でありますが、旧六日町、大巻地区の全域と五十沢、城内の未実施の部分、

そして大和地域では後山、辻又を基本にいたしまして、約１１５平方キロメートルを実施を

したいというふうに考えております。 

こういうことで全ての基本になるものでありますので、一日も早くという思いはあります

けれども、平成１９年からの実施ということで今、検討協議を進めている最中でありますの

で、ご理解をいただきたいと思います。なお、電源開発、それから環境基本計画、この都市

計画図、これにつきましては電源開発につきましては別にそういうことではなくて、今この

南魚沼市内にある省――省というのは省く方です――地球温暖化防止の部分でどういうクリ

ーンエネルギーがあるだろうと。それがどういうふうに利用され、利用可能かと、これを調

査していただくということでありますので、これは別に地籍調査がしてあってもなくても、

この部分に水力発電は可能だとか、そういうことですので、ご理解いただきたいと思います。 

環境基本計画も今年度ようやくその基礎につくということでありまして、まだ具体的な部

分に踏み込める状況ではありませんけれども、そのまた検討委員会からの設置からというこ

とであります。都市計画図、これは議員ご承知のように地形図でありますので、国調がして

あってもなくてもその部分的には利用可能ということですので、ご理解いただけると思いま

す。 
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いずれにいたしましても、１９年から実施をしたいと。そして平成１３年当時の答弁が合

併後にと、こういうことであったそうでありますが、今大体それに沿ってきているというこ

とであります。よろしくお願い申し上げたいと思います。 

今、建設課にご承知のように担当の係長１人を配置してありますが、当然実施時期になれ

ば１人２人で済む部門ではありませんので、また大いに拡充していきたいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

○若井達男君  １ 今こそ国土調査の実施を 

１９年から国調に着手するという答弁いただいたわけですが、新市として塩沢は当然今年

の１０月に入って来るわけですが、このＧＩＳの事業推進はどのように考えておるか、その

点をひとつお聞かせ下さい。これは私どものすぐ近隣では広神村がやはり昭和３０、何年だ

ったですかね、昭和３３年くらいからとにかく４２年くらいかけて国調を終わらせて、そし

てその国調の成果に基づいて平成１２年、１３年くらいにその数字化を取りまとめて、そし

て１４年度にこのＧＩＳ推進事業に取り付いて完成したと。そして１５年度からこのＧＩＳ

の供用を開始している、ということが合併をした広神村でも約９,０００人ちょっとの人口で

しょうか、そういうところで行っておりまして、その結果等出ております。が当然市町村合

併の業務効果管理体制の改善等の額面に出ない、換算できない部分で大きな成果が出ている

ということを、広神村はもう現実にやっておりますので、このＧＩＳの取り組み方が新市と

して、どういう考えを持たれておるか、その点を１点お願いいたします。 

○市   長  １ 今こそ国土調査の実施を 

先ほど議員の質問にもありましたように、大和地域はもうこれを実施しているということ

です。六日町地域がその国調も含めてまだ未整備であるということのなかで、なかなか実施

ができない。当然やらなきゃならないということであります。具体的な考え方、年度等につ

いては担当課長が説明を申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○企画情報課長  １ 今こそ国土調査の実施を 

ただ今のご質問の件でございますけども、担当課といたしましては、本年度、新年度予算

に一応そういった目的をもちまして要求はいたしました。今回の財政事情の関係もありまし

て、合併補助金等の絡みもありますので、この辺を考慮したなかで、今後検討させていただ

くという内容でございます。まだ年度的には担当としては早いほうがいいという考え方です

けれども、財政との協議のなかで今後進めたいという考えでございます。 

○若井達男君  終わります。 

○議   長  以上で若井達男君の質問を終わります。休憩をします。２時３５分に再開

をします。 

（午後２時２０分） 

○議   長  休憩を閉じて会議を再開します。 

（午後２時３５分） 
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一般質問を続けます。質問順位２８番、議席番号３８番、松原良道君の質問を許します。 

○松原良道君  それでは通告の２点につきまして、一般質問をさせていただきます。 

１ 保育園に於ける防犯対策について 

まず１点目は保育園に於ける防犯対策についてであります。皆さんご承知のように、連日

いわゆる弱者と言われる児童、幼児に対する痛ましい事件、事故等の報道がされるなか、我

が南魚沼市内にあるそういった施設の安全対策について、万全であるかということでありま

す。特にこの保育園等につきましては、女性保育士だけの職場である場合もあるわけであり

ます。そうしたなかにあって、園児、あるいは保護者に対する安全、安心対策をどのように

考えているかという問題であります。 

まず１点目に今、旧六日町では保育園に３名の男性保育士が勤務しております。そうした

なかにあって、この新しい南魚沼市の保育園全施設に男性保育士の配置は考えられないかと

いうことがまず１点目の内容であります。 

２点目につきましては、先ほど来、安全対策でいろいろ指摘されておりますけども、いか

なる処置をしても完全という、万全ということはあり得ないというふうに、いろいろの事件

等のなかでは私も認識しているところであります。そうしたなかで、やはり最終的には園児、

あるいは保護者の安全、安心を確保し、特に保護者に対して安心を与えるということであれ

ば私はやはりこのセキュリティシステムの導入が不可欠ではないかというふうに考えておる

ところであります。 

もう１点は私の通告のなかでは若手職員というふうに書いてありましたけれども、将来の

管理職養成期間として、保育園にこれから係長を目指す中堅の職員を、いろいろの勉強、あ

るいは人材育成を図るためにも園長として送り込めないかというのが３点目の問題でありま

す。 

２ 職員定数の適正化着手について 

それから職員定数の適正化着手についてであります。今定例会の市長の行政報告のなかに

合併による効果を最大限に生かす方策は、やはり行政のスリム化であり、私もそれが急務と

いうふうに考えておるところであります。先の行政報告のなかに「職員の定員適正化計画の

策定に着手したい」と報告がなされたところでありますけども、それについて市長として具

体的な考えはあるのかということであります。まず１点目に、今、現状の南魚沼市の４万５,

０００人、人口規模のなかで、今の職員定数の適正化は何人と考えているのか、ということ

であります。２点目にはその手法として、市長がどういう考えを持っているのか。この２点

について、これをまずお聞きいたしまして、１回目の質問を終わります。 

○市   長  松原議員の質問にお答えをいたします。 

１ 保育園に於ける防犯対策について 

第１番目の保育園における防犯対策についてでありますが、井上議員にもお答えした内容

で重複いたしますけれども、現在は保育時間内の鍵での取り締まり、あるいはインターホン

による呼び出し等で不審者進入への対応をしておりますけれども、前に申し上げましたが一
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部の保育園ではこのインターホンがまだ設置をしていないという部分もありまして、今後年

次計画を立てて設置をして、全保育園でインターホンは設置をしていきたいということで、

まずそういうところであります。 

男性保育士の配置でありますけれども、これは今３名おりまして、現場でもやはり父親的

なその役割を果たしていただいておって、非常に子供たちにもいいと、こういう話も伺って

おりますし、また安全対策の面でも、男性と女性ではそういう面は別に男女比較するわけで

はありませんけれども、やはり違うということでありまして、男性がいたといないでは、こ

れは大きに違いが出てまいります。ですのですぐにというわけにはいきませんけれども、こ

れからやはり男性保育士、特に男女共同参画ということが強く謳われておりますので。男性

保育士を目指す方も相当増えていらっしゃるようですので、そのへんも含めながらできれば、

せめて施設に一人くらいはやはりそういう職員がいた方がいいという考え方も持っておりま

すので、順次職員採用のなかで考えていきたいと思っておりますので、またよろしくお願い

いたします。 

セキュリティシステムですけれども、これは確か入れば一番いいと思うんですが、なかな

か費用面で非常に多額になりますし、ちょっとこう今考えるにはちょっと現実的ではないと

いうことです。ただ新しく作りかえるとか、宮保育所なんかそうでありますけど、そのとき

の対応として玄関のパイプシャッターを置くとかです。あるいは外部窓の高さも調整を上手

くしまして、中から外が良く見えたり、そういう部分も配慮しながら事務室から監視ができ

るというような、そういう建物に徐々にしていければと思っております。セキュリティにつ

いてはもうちょっと検討――というとこれは、前に言いました検討というのはやらない意味

じゃないということで――この検討は大体どの程度どのくらいかかるのかと、そこからちょ

っと考えてみないとわかりませんので。ただ一説には非常に高額になるということですので、

ちょっと今のなかでは無理かなという気がいたしますが、その費用等を良く調査した上でま

た考えてみたいと思っております。 

中堅職員のいわゆる保育士さんでない方を、保育園の園長にということであります。これ

はある意味では的を射ている人事、配置だとういうふうに思っております。今保育園のなか

見ますと、保育専門である保育士さんが園長で、そして事務も含めてみんなやっている。こ

れはやはり理想的には保育園、保育士さんは保育をとにかく専門でやってもらう。余計な負

担のその事務部分というのは、本来省かれて然るべきかなという気がしております。そうい

う意味で、ただそこに専門的に事務職を一人配置するほどまた事務量もないということであ

りまして、そのへんをどう捉えるかということでありますが。ある意味で相当大規模になれ

ば、当然そういうかたちが必要だと思っておりますけれども、これからの検討課題でありま

すので。本当はそうできれば一番、保育士さんにとっても、また何て言いますか、園児たち

にとっても、園長先生が常に保育の現場を見ていられるということは、これはやっぱり大事

なことだと思うんです。今でありますと、なかなか園長会議があったり、あるいは事務的に

非常に追われているときがあったり、なかなかその保育現場の把握をできないという一面も
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あるかもわかりません。そういうことの解消には確かこのことが一番いいと思いますが、さ

っき触れましたように、ちょっと１人ずつそこに配置するには事務量があまりにも足らない

ということでありますので、そのへんがどう解決できるか。本当にひとつの提案であります

ので、一生懸命検討させていただきます。よろしくお願いいたします。 

２ 職員定数の適正化着手について 

職員定数の適正化でありますけれども、これは人口規模だけで捉えるという部分もあれな

んですけど、人口規模と産業構造等に基づく類似団体の数値が国から一応示されております。

しかしこれは本庁舎、いわゆる庁舎ひとつという意味ですね。これの体勢を念頭に置いたも

のでありまして、今私どもの場合は本庁舎に大和庁舎、そして塩沢が入ると今度は塩沢庁舎

もある。そういうなかでは一概に何名が適切だかというのがちょっと今まだつかめません。

つかめませんが、２町合併のときの、数値目標といいますか。今、一般会計職員が――これ

は１３年と、２町合併時のシミュレーションでありますけど――４３３名。２町合併時の類

似団体の職員数が３７５名であります。よって１０年間での削減予定数が５８名というふう

に、予測をしていたわけでありますし、今現在１７年度では４０１人の職員でありますので、

４３３名からみますと３２人も削減をしているというとこであります。また塩沢さんは入っ

て来ますので、ちょっと数字が別ですけども、今それは検討中でありますが。新しい庁舎の

建設も視野に入れながらやっていかなきゃならんと思っておりますので、そのへんをこれか

ら具体化していこうというところでありまして、今現在ちょっとすぐ数値が出ませんけれど

も。 

その適正化の具体的な手法でありますが、これはもう何と申しましても、合併時に勧奨退

職に応じていただける方が何人出ますかこれはちょっとわかりませんけれども、さ来年あた

りから相当数の職員が定年退職をしてまいりますので、その退職された方々の数とそれから

新しく採用する方たちの数、この差でこれを埋めていきたいということだと思っております。

補充を極力抑えるということであります。ただ将来的なことを考えますと、ある部分がそっ

くり抜け落ちているという、これもやはり組織上は非常にまずいことですが。埼玉県の志木

市ではもう将来のことなんか何でもいいと、今、今を何とかしようということで、市民の方々

から、何て言いますか、臨時職員、どういうことでしょうかね、とにかく今現在仕事をされ

る方を市民から臨時的な採用をして、あたらせていると。それで職員を採用しないというこ

とであります。１０年経てば、どこかの職員がそっくり欠けるわけですけど、それはどうす

るという話をしましても、それはそのときだと、こういうことで今、志木市ではやっており

ます。ですがそういう手法がいいのかどうなのかちょっと疑問の残るところでありますが、

今現在乗り切るには確か非常にいい手段だと思います。一切正職員を採用しないで市民の皆

さんの経験者やそういう方たちを臨時的に採用してやっていただくという。これは非常に、

たった今の経費削減には絶大な効果を発揮しますけれども、長い目で見ると非常に厳しい。

そのへんはちょっと、私たちには考えられない部分だと思っておりますので、先ほど申し上

げましたように補充を極力抑えながら、年齢構成もきちんと勘案しながら、徐々に徐々に職
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員数を減らして、そして適正な規模にやっていきたいというようなことでありますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○松原良道君  １ 保育園に於ける防犯対策について 

先ほどの保育士の件ですけども、前段の男性保育士の件は私もびっくりしましたね。市長

がそこまでわかっているとは思いませんでした。私も実はこの問題について自分なりに旧六

日町ですけども、常設の保育園でなおかつ男性保育士がいるところに、現地調査を個人的に

させてもらったわけです。その内容がやっぱりこの男性保育士というのは今、市長が言った

ように一般の保育士ですと、家庭のお母さんの延長なんですよね。男性保育士が入ることに

よって、子供の動きや考えや行動と言いますか、動きも行動になりますが、全く違うそうな

んですよ。これは非常に素晴らしい効果を得ているということは現場の園長先生が言ってい

るわけですよね。そして保護者に対しても、私は最初、意味がちょっとわからなかったんで

すけども、保護者が朝、子供を送ってくるわけですね。非常に若い男性保育士がいると、反

応がいいようです。私、意味は後からわかりましたけど、それはやはり、先ほど私が冒頭で

言いましたが、安全対策の一環として非常に保護者の皆さんからすると男の人がいるという

ことは安心なんですよ。そういった点で今、これは多分年々この男性保育士が、今の南魚沼

市の常設の保育所のなかで、どんなに入り手がいるかわかりませんし、将来的に少子化がも

っと進んで、どういった配置になるかわかりませんけれども。先般の木村議員の質問のなか

で上町保育所については公設民営というふうに、市長ちらっと言いましたけど、それは私は

あえて今回は言いません。ただこの男性保育士というのは、私が一番求めたのは安全面と子

供の反応が非常に違うということを、私なりに重視して言ったわけであります。 

それとセキュリティの問題。市長が金の心配しましたけども、市長は常々金がないという

ことは絶対言うなと職員に言っているわけですから、たまたま今日はあまり予算がかってな

いようなこと言って弱腰でしたけども、私は先ほど冒頭で言ったように、この安全対策は万

全、完全ということは絶対ありえないと思うんです。相手がその目的で来た場合にはどうし

ようもないという感じがするんです。そうした場合に現場を最高責任者として預かっている

園長なり主任が、やはり心のなかでその安心感を持っていただいてその施設の運営にあたっ

ていくと。子供を安全に預かる、という意味ではやっぱりこのセキュリティは、市長が今回

地震に対してことごとく言っている言葉が、「市民の生命・財産を守る」こう言っているわけ

ですから、金のことはあまり言ってもらいたくないと思ってさっきから聞いていました。ち

ょっと検討してみて下さい、これから。 

それからこれはね、やっぱり今、現場が一番心配しているのは延長保育の朝７時半から夜

７時。夜は２人いるんですよ、７時までは。朝はとかく１人なんですよ。そのときに子供の

面倒見ながら次が送って来たときに、旧六日町の保育園ではどなたが送りに来て、どなたが

迎えに来るというのを全部マニュアルができていますから、そういった点では素晴らしいな

と思って自分も感心してきました。それが今、旧大和地区まで全部広がっているとは私は認

識していませんけども。そういったくらいマニュアルをきちんと旧六日町の保育園のなかで
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は、園長さんを先頭にして作ってあるということで非常に安心しました。けれども不審者の

侵入等の不安が、現場を預かっている人からすると非常にあるんですよね。そういった点で

やはり金はかかっても、最終的にはセキュリティ、そういうシステムに頼らざるを得ないの

かなという気がして質問したところであります。 

それと最後３つ目のなんですけれども、この管理職養成。今、市長は事務的な仕事がない

だろうと言いましたよね。私もそのへんは市長がそう言ってくるだろうと考えていました。

だけれども、１２月の定例会に小島議員の方から、いわゆる住民のサービスで一番大変なの

は優秀な人材を作ることだと。これが一番大変だから、市長ぜひ、民間企業なり、そういう

ところに派遣をしてはどうか。ということで１２月定例会で小島議員が言っているんですよ

ね。私はあえてそれを同じことを言ってもしょうがないし、また金のことをすぐ言うと思っ

たから、自分の身内のなかでやれる範囲のそういったところに若手の職員を出向して、やは

り将来の管理職養成の一環としていろいろな人間と出会いながら。また自分の子育て終わっ

た人間がいるわけですから、そういった職員からもう１回小さな子供たちと触れ合って、い

ろいろ考えさせながら自分も勉強してくる、ということで私は言ったつもりなんですよ。な

るべくその事務量ということでなくて、やはり人材育成が一番大変な時代だし、今、合併を

して一番の問題は、効果を出す担い手は職員なんですよ。我々議員じゃないんですよ。何百

億円という金を預かって、それを町長の命令下でして、出向している現場の職員がこの合併

に対しては一番の担い手です。だから私はあえてここでたとえ事務量がなくても、そういっ

たところに若い皆さんに経験させるのは非常にいいことだということで、こういう質問した

わけですけれども、もう１回後でまた返答をお願いします。 

２ 職員定数の適正化着手について 

それで定数の適正化ですけども、今予算では歳入、いわゆる自主財源が市税が４９億円で

すよね。地方交付税が約６１億７,０００万円。これが今、南魚沼市でいわゆる自主財源とし

て使える、入ってくる銭。交付税というのは交付税法からいうと、やっぱり自主財源なんで

すよ。国で３０何パーセントと認めているんですから。ただ今の内閣は三位一体を表に出し

て、なんだかんだ言ってこの交付税減らしてきてるんですよ。実際には給与譲与税とか、い

ろいろな補助金できているようにやっていますけれども、実際はもの凄いこの地方交付税を

減らしているんですよ。そうしたなかに、じゃあこの問題を財政が厳しい、厳しいと言って

いるわけですから、先ほど言いましたように職員には金がないように言うなと言いながら、

我々がじゃあ実際いろいろな課を回って、今年度の事業はどうだと。我々が住民の要望で、

要望していたことはどうだというと、必ず返ってくるのが予算がなくて駄目だと。こうなん

ですよ、実際は、市長。そういったことで、じゃあこの歳出に対してどう・・・収入はもう

限られているわけですから、そしてなおかつ年々減ってくるわけですから、そうすると民間

的な発想からいうと、歳出、いわゆる出る銭を抑制するより方法はないんです。例えば職員

給与、これを目的別給与明細で言いますと、平成１７年度は４０１人で３３億円なんですよ。

これ、割ってみましたら１人平均、８２５万円ですよ。平均で８２５万円ということは、逆
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に言えば８５０万円、９００万円超える人もいるということなんですよ。それがいわゆる今、

南魚沼市の自主財源である、特に市税の約７割が職員の給与なんですよ。３３億円というの

が。そうすると今度は市長と議論すると「高過ぎるじゃないか」という、発想で議論すると

市長は必ず返ってくるのが、「今まではこうだった」と。そういう社会風潮の答弁になって必

ず市長から返ってくると思っていますので、今回は視点を変えて、１企業として、南魚沼市

が１会社の経営と見た場合に、どうするかということでちょっと市長と議論したいと思って

います。 

入る金がもう少なくなっているんですよ。我々の会社で言えば売り上げが上がらない。売

り上げ伸びない。そうなりますと、民間の私どもの会社であれば、どうしても出る金を抑制

して、それは営業努力もありますよ。でもこれだけ大きな企業がいっぱいいて、お互いに足

元引っ張っている時代に、売り上げを伸ばして儲けを出すなんていうことはほとんど不可能

に近いですよ、今の一般の企業では。そうしたなかで、じゃあ市も同じことを考えれば、私

どももそうですけど、最終的には出る金を抑制しなけりゃ駄目なんですよ。その出る金の抑

制が、私が言うこの職員数の適正化に入っていくわけですから、まず決定的な検証をしてあ

るかということ。市長、あれですか、この本。これはいい本ですね。「『農を以って』自律を

めざす町・津南」という津南町の今の町長が書いた本です。これを見ると合併に対してまさ

に目から鱗ですね。ここまでやっているのかと。合併しない町を町民が選んだ町はここまで

やっているのかと。それでは合併を選んだこの南魚沼市の市民は、今の状態でいいのかとい

うことなんですよ。市長、これ見たことあります。（「まだ中は読んでいません」の声あり）

私はこれクラブ長の若井さんから譲っていただいて、本当に目から鱗でした。この本読んだ

ら。まあここまで、合併しなくても、してもやらなければ駄目であろうということを、私は

思っております。そうしたなかで徹底検証しながら無駄を省くと。一般の会社で言えば、、社

長は自分の給料をはじめ、従業員の給料まで下げなけりゃならない。そして頭を下げて、理

解を求めて自分の会社の生き残りを図るんですよ。民間であれば。それを今の市に私は例え

て、このリーダーシップの強い市長からぜひやっていただきたいというのが、今日の適正化

の人数に私の話がいくわけです。 

身近な例で言いますと、ＪＡ魚沼みなみが合併したときに、今日ここに監査院の広井さん

いますけど、まさに広井さんがその当事者だと思うんですけども。ＪＡ魚沼みなみでは合併

した時点で、女性職員を対象に夫婦で共稼ぎの皆さんも含めて、女性職員を対象に５０歳の

皆さんに選択定年という希望を募ったんですよ。選択定年。これを受け入れてもらった職員

に対しては給料の１０ヶ月分上乗せしますと。そして 1 年経ってこの条件を呑んでもらった

方に対しては１０ヶ月分から 1 ヶ月引いて、９ヶ月分上乗せします。こういうやり方をして

きて、理想的なやはり合併後の、今のＪＡ魚沼みなみができて、経営内容も非常に県下でも

有数だというふうに言われています。 

こういった上に立つ人間が、やはり自分の職員に嫌われようが何しようが、もう今の実際

のトップは企業観がなければ絶対私は駄目だと思ってます。職員の嫌がること、そういった
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ことにどんどんともうメスを入れていくというリーダーシップでなければ、財政の厳しい町

がいくら寄って市になっても、住民の皆さんの要望には応えられませんよ。まして自分の身

を削るようでなければ。だた、今の市長が町長になったときに、町長自ら２０パーセントの

給料を下げました。それは私も評価しますけれども、今やそんな状態ではもう駄目だという

ことなんですよ、今の財政のなかでは。だからやっぱり、市長が職員に対しての権限はそこ

までないという範疇も私わかっています。でも実際にそういったことをやっている自治体も

あるんです、実際は。法律でなんて縛っているわけないんですから。それは市長として、自

分の財政を預かって町民、市民を預かった責任として理解を求める話としてもいいわけです

から。何でも命取ろうというわけじゃないですから。そうしたことに対して私は思っていま

すんで、ＪＡではやっぱりそういったやり方をしてきたということです。市長自らもやはり

そういう強い意志で臨んでいただかなければ、なかなか住民、市民も納得いただけないんじ

ゃないかということで再質問にしますけど、もう１回、じゃあ答弁をお願いします。 

○市   長  １ 保育園に於ける防犯対策について 

このセキュリティシステムの件でありますが、これはちょっと聞き違いがあったようです

けれども、費用も大変かかると。ただ費用がかかるからやらないということではありません。

費用対効果とよく言われますけれども、これ以上に、対応としていい対応があればそっちを

選びますし、どうしてもこれをやらんきゃならんということになれば、このセキュリティシ

ステムの導入ということも考えなければならないわけですけれども。今現在、パッと考えて

「よし分かった、すぐやれ」と言うには費用的にも非常に、何て言いますか疑問があるとい

うことであります。常々「金がないから仕事はされないということは言うな」と言っていま

すが、これは住民の皆さん方の要望を１００パーセント満たすということは不可能でありま

す。そのなかから選択をしていくわけでありますから。職員は、これは今年予算が付かなか

ったのは、それだけ何といいますか、需要度が少ないといいますかね、そういう話をきちん

としなさいということ。金がないということを言っている人がいたら、ちょっと教えていた

だきたいです。（「では後で名前を教えます」の声あり）そうしてください。あくまでも税金

でありますから、これはやっぱり無駄使いはしてはならない。ここに基本を置かなきゃなら

んということでありますので、そこはご理解いただきたいと思います。 

若手職員、これはそういう意味だとすればなおちょっと、保育現場に保育士じゃない方を

研修的に入れるというのはちょっと無理かと思いますが、いわゆる園長というか事務的なこ

とを、保育所の事務のことをちょっとやって来いと。そのなかでいろいろ学んで来いと。こ

ういうことであれば、これは可能なわけですので、先ほど申し上げましたように、ちょっと

やっぱり考えてみなきゃならん問題だというふうに認識しております。 

２ 職員定数の適正化着手について 

職員の給料、給与も含めた。これは私も議員におっしゃっていただいたように、税収の６

割、７割、これが給与として支払われているわけであります。平均したら８５０万円でした

か、今までは７００何十万円というような話だったですけど。それはそれとして、確かにそ
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の一面だけ見れば、非常に凄いもんだと。それを津南町さんは、本は中身は見ていませんけ

れども、大体の概要はわかります。もう合併をしない。しないで自立していくためにはどう

すればいいかということをきちんと、職員も含めて、みんな検証したわけです。私どもは合

併を選んだわけであります。そこまでやらんきゃならんか、これからどうなるかわかりませ

んけれど。そこまでやらなくてもやっぱり合併をすれば、そういう効果は出て来る。この職

員の削減だって、合併しなければなかなか、先ほど申し上げましたように、３２人という数

字をそうそう減らすのはできなかった。私も市の市民の皆さん方に、仕事もできない、何に

もできないけど給料だけもらっているというかたちには絶対しませんので、当然企業的な経

営感覚、これを持ちながらやっていかなければならないと思っています。そして非常に危う

い状態が出れば、これは当然私が自ら減俸も減給もしながら、職員にも理解を求めていくと

いうことです。今、まだそういう状況まで至っているとろではない。ただ全国的な傾向の中

で、その地域、地域の給与実態に合った給与に今度はすべきだという議論は出ております。

これから公務員改革のなかで確かその問題が出てくると思うんです。一律じゃ駄目だと。こ

の南魚沼市内は民間の給与もある程度高いからこの分でいいだろうとか、いや、低いからや

っぱりここまでやらんきゃならんとか、これはもう必然的にそういう方向にいくもんだと思

っております。やっぱりそうでなければ、なかなか市民の皆さん方も納得はできないという

部分があるかと思うので、そういう方向に私も持っていかなきゃならんと思いますし、持っ

ていくべきだと思います。ですがまあまあいわゆる法律のなかで出て行く問題ですので、そ

うそうすぐ打ったところが腫れるほどにはなりませんけれども、そういう意識で取り組んで

まいりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

「入りを計りて、出を制す」とこれがもう基本でありますので、会社経営の松原さんから

よく教えていただいておりましたので、そのへんについては私も十分自覚しておりますので、

またそれぞれご指導いただければと思っております。よろしくお願いいたします。 

○松原良道君  ２ 職員定数の適正化着手について 

大体私の言わんとしていることが市長に多分通じたと思いますけれど、問題は職員に通じる

かということなんです。それで再々質問です。それで、私今回の合併で、いろいろ合併によ

る合理化の一環として、特に電算業務、何億円ともう注ぎ込んで来たわけですね。１回途中

で離脱して、またここで１５年、１６年と約３億７,０００万円も使って、ここでまた今予算

で２億３,６００万円。約６億円、事務量の合理化の一環として。そうした金を、莫大な金を

かけているわけですけども、まだまたここで１０月に塩沢町と合併ということで、この２年

間が本当に何をしていたんだろうかというほど私自身がもやもやしている点があるんです。

決まったのは、市長の任期が決まっただけのような気がするんですよ、私は本当に。そうし

たなかでこれだけの金を、注ぎ込んだ電算業務の合理化によって、そのことが職員の減に多

少なりとも反映するというふうに考えて、これだけの投資をしたというふうに、市長、考え

てよろしいんでしょうか。そのへんをまず１点。 

それからこの職員の減の件ですけれども、今、南魚沼市の職員のなかで給料別の級位と言
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いますと、大体６級が１７２人、職員全体の一般職の構成比率のなかから言いますと、５２.

３パーセントなんです。そのことがあるから私はあえてその金を抑制する部分と、人間がこ

れから、私の資料から言うと、平成２２年から平成２８年の７年間に大体この今の１７２人

いる５２.３パーセントの、職員の今一番脂の乗った皆さんが、この１０年以内に１７０人、

退職してしまうんです。そうすると今年、来年は８人とかですけども、今度１９年、２０年、

特に凄いのは２２年あたりからもう毎年２６人、２２人、２３人、３４人、２４人、２３人、

３０人と。もう平成１９年度から２桁の台に入るんですよ。それは一般職、現業職、保育士

も併せてね。そうした場合に平成２８年度になりますと２３０人の職員が、一応今の南魚沼

市の状態で退職するんです。そうした場合に、私がその出る金を抑制するにはというのも、

この問題がひとつあるんです。早くそういった皆さんから手を挙げていただいて、９００万

円かかる人から手を挙げていただいて、若い雇用の創設をしながら３００万円の職員を遣っ

て１０年、２０年かけて育てなければ１０年後に２３０人がどっと、段階的ですけども、辞

めたときに本当の人材を市長、育成されるんですか。私はこのことを言いたかったんですよ。

だから今のうちに少しでも、新しい雇用の創出をしながら、若い人材を安く使って育ててい

かなければ、私の言う９００万円もらっている人間を、辞めていただいて３００万円に職員

を雇って、その差が６００万円出るじゃないですか。私はそういう発想なんです。だから本

当に２３０人がここ１０年くらいで辞めたときに、それは塩沢町と合併をしますけれども、

じゃあ塩沢町も今、市長と同じ年代の団塊の世代がどっといた場合に、また塩沢町もこの６

級のやはり係長、副参事、そのへんが５０何パーセントもあったときには、この２３０人が

３００人、４００人にもなるんですよ。そうなれば逆に職員さえ減らせばいいというわけに

はいかなくなるんですよ。だからいくら財政が大変であっても、人材だけは適度に補充して

おかなきゃならないと。その発想が少しでも早く適正化を図りながら、やっぱり出る金を抑

制して、金を残してもらいたいという。そして新しい人を育てていきたいというのが私の今

回の一般質問の１番の目標です。 

それと市長は、今特に新潟県はよそのどこの県よりも合併が非常に進んでいるんですよね。

そうしたなかでやはり、よその自治体のことは言いませんけれども、これだけ合併している

なかで、これだけ政治能力があると言われている井口市長、貴方がですね、この合併に対し

てもっと強いリーダーシップを発揮していただいて、本当に市長が今、財政が大変であると

思っているのか。それも含めて、やっぱりもっと強いリーダーシップ、ほかの自治体よりも

さきがけた、先取りをした政策を発表してもらいたいんですよ。たまたまこの間、中沢議員

の一般質問のときに、いろいろ合併等があって、なかなか自分の方向が出せなかったと。そ

れは私も何とか理解はできます。ただそれと貴方の強いリーダーシップをやはり発揮しても

らいたい我々の願い、市民の強い願いというのがまた別にあるわけですから、やっぱりその

へんきちんとやっぱり、２番せんじでなくても、やっぱり２番せんじであっても、自分はこ

れが正しいと信じたらやはり強いリーダーシップで皆さんに、市民にわかるように表明して

いただかなければ。いつになっても合併になったら庁舎は作らない、まだ作れない、３つず
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っとしていけば全然意味ないですよ、合併の。３つの庁舎を作って、今の現況を使っていけ

ば。一番の理想は早く庁舎を決めて、そこへ集合して、やっぱりスリム化を図らなければ私

は駄目だと思っています。強く市長のリーダーシップ、政策面を先取りした打ち出しを、ぜ

ひお願いしたいと思っておりますが、どうですか。 

○市   長  ２ 職員定数の適正化着手について 

最初のこの電算システムの導入について。これが、行政改革につながっていくかと。これ

は当然つながるわけでありますが、言い訳ではありませんけれどもやはり一旦大和町さんと

六日町が合併をして、また追いかけるようにして塩沢さんが合併だという、この何て言いま

すか、ギャップですね。こう言うと悪いですけど、例えばそのままであればまた相当の部分

がこういけるわけですけども、またもう１度同じようなこと１回やらなきゃならないと。た

だ将来的に見ますと、その塩沢さんとの合併というのは絶対間違っていない。ですから今、

若干つまずいて――つまずきではありませんけども――歩幅が減っても、将来的には必ずこ

のことによって市民の皆さんに間違いなく、まあまあ福祉面も含めた享受ができるというこ

とでありますので、今のところは若干本当に思ったほどと言いますか、見た目ほど、考えて

いたほどどんどんと進んでいるということではありませんけれども、それはひとつご理解い

ただきたいと思います。間違いなくそういう方向に持っていきますし、持っていけるわけで

ありますので、ご理解いただきたいと思います。 

職員の、これは先ほどちょっと触れましたが、一応今、大和さんとの合併のときにも希望

退職者を募りました。そして今も今度はまた塩沢さんと共同でこれから、いわゆる勧奨退職

と言いますか、中途退職。この合併を機に退職していただける方の募集をいたしますが、こ

れもご理解いただきたいと思いますけど、強制はできるというものではありませんので。今、

議員おっしゃったように、それこそ２２年頃ですか、私たちより３～４歳下の方たちが本当

にいっぱいいるんですね。ですからそこを、何て言いますか、そこへいくまでその皆さんが

辞めるのをそっくり補充しないなんていうことはちょっと考えられませんので、年によって

は退職者より余計の採用があったり、そういうことはありうるかと思いますけれど。あくま

でももう数字はわかっていますので、将来的なことをきちんと勘案しながら、職員採用、配

置をしていきたいと思っております。 

この中沢議員さんからもご指摘を受けましたが、リーダーシップを発揮しろ、井口カラー

を出せということ。町長の１年７ヶ月、私は自分の申し上げた公約の部分をほぼやったつも

りであります。ほぼ。相当カラーが出たと思っているんです。今、市長になってまだ３ヶ月

であります。そしてこれも言い訳に聞こえるかも知れませんけれども、塩沢さんがこれから

入って来るわけでありまして、塩沢町さんと合併した時点で、じゃあ本当にどういうことを

やらんきゃならんかというのは、これからやっぱり出さなければならないと。そういうなか

でも、これはもう震災があったから当然ですけれども、防災無線とか、そういうことはきち

んとやっていかなければならないと。私がどれだけリーダーシップがあるかどうかは別にい

たしまして、カラーが出るのは新聞紙上にも発表してありますように、１８年度からという
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ことでご理解をいただきたいと思っておりますが、またいろいろご享受をお願いいたします。 

○松原良道君  それだけ市長に皆さんが期待しているということですから、よろしくお願

いします。終わります。 

○議   長  以上で松原良道君の質問を終わります。質問順位２９番、議席番号２３番・

森山幸子君の質問を許します。 

○森山幸子君  それでは通告にしたがいまして、２点質問をさせていただきます。 

１ 子育てに夢のもてる支援策、さらなる充実を 

最初に子育ての件でございます。明治以降ずっと、第２次世界大戦のときにはちょっとあ

ったわけですけども、それを除いて一貫して増加傾向にありました日本の人口が２００６年

にピークを向かえ、そして２７年度から減少に転じるというのが、前から言われていました

けども、本当に目の先に来た。このことを思ったときに少子化をどうとらえて、そして今後

の家庭、地域、経済、社会のあり方を考えたときに、私たちの生活は一体どうなるんだと、

どうすればいいんだと、もう不安になることがいっぱいでございます。かといって不安がっ

てばかりもいられませんので、私のできる範囲内のことで頑張ってみようと思っているとこ

ろでございます。先日も井上智明議員さんからお話がございました。社会保障給付費は高齢

者と児童、家庭に比べて見ますと、その給付は７０対４という本当に圧倒的に子育て支援に

対する国の予算措置と申しますか、大幅に遅れをとっているのではないかなと思っています。

今までずっと市長の答弁をお聞きしてまいりました。市ではもう最重要課題ととらえて、そ

して最優先で対策に取り組んでおられる。この姿勢に非常に心強くも思いましたし、また期

待を大きくしているところでございます。通告をしておきました項目が非常に沢山でござい

ますので、順次追って質問したいと思います。 

庁内におけるこの育児休業、介護休業のまた改正になるところでございますけど、庁内で

はどんなふうな取得状況なのかをお聞かせ願いたいと思っています。 

次に保育園の耐震診断であります。これは担当委員会で聞いてなかったように思ったので

ございますけども、市内には私立の幼稚園、保育園、沢山の保育園がございます。建築年月

の古い建物もございます。この中越地震の地震以降に耐震状況について全調査がなされたか

どうかお伺いをいたします。 

次に多様な保育サービスのさらに充実をということでございます。そのなかに延長保育が

ございます。約半分の保育園で延長保育がなされておりません。これは財政的なことがある

のか、それともニーズがなくて延長保育をやってないのかお聞かせ願いたいと思っています。 

次に特別保育であります。これには時間帯にばらつきがございます。旧大和の方で、ちょ

っとばらつきがあるのかな、と思っているんですが、３０分という入退所に、３０分の時間

というのは非常に利用する側にとりましては大変貴重な時間でございます。それで７時半か

ら１８時までと、全市でこれは統一できないものかどうかお伺いをします。常任委員会のと

きに同じ質問がございました。検討してなるべくなら採用したいというお話でしたが、新年

度からこれが実施されるのかどうかお聞かせを願います。 
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次に病後児の保育事業でございます。これは非常に園長さんからもお聞きした話ですけど

も、大変に気を遣う難しい事業だと、こういうお話でございますね。平成１１年のときに、

国が子育て特別支援ということでもって、当六日町にも１,５００万円ほどの交付金がまいり

ました。各保育園に全部希望を聞きまして、なるべく皆さんの意に沿いたいということで、

いろんな事業をやっていただきました。そのときに野の百合保育園さんにもご協力いただき

まして、ここで六日町では初めて導入をされております。必要とされる方については、本当

にこの制度があるということだけでも非常な安心感を与えて喜んでおられるところでござい

ます。市も非常に広範囲になってまいりましたので、せめてもう１ヶ所、なんとかその開設

ができないものかなというふうに思っています。検討なされていらっしゃるのか、また計画

があったらお聞きしたいと思っております。 

次に幼保一元化事業についてであります。これはどんなことが今検討なされているのか。

市でもって検討している内容、わかりましたらお教え下さい。 

次に保育園の民営化についてでございますが、これはもうさっきのどなたかの答弁に方針

をお聞きいたしました。付け加えることがあるようでございましたら、答弁願いたいと思っ

ています。 

次に公営の子育て支援住宅の設置はどうか、ということでご提案申し上げました。今、新

しい制度の計画も先に発表があったようでございますけれども、当面、とりあえず今すぐで

きることと言ったときに、市営とか県営の住宅の入居条件のなかに、母子家庭優先とかそう

優先順位があるわけでございますけれども、もう最優先にこの子育てでもってしっかり頑張

っていらっしゃるその人たちにもう、入居条件の大、大優先に開けてはどうかなと思ってい

ます。 

次に保育園での幼児教育であります。本来保育園は福祉施設でございますので、教育はや

らないと、こう言って来たんですが、いろんなニーズがございまして、最近非常に規制も緩

和されてきておりまして、小学校でもどんどんと英語教育を採用しますし、幼稚園でも日常

のなかでもって英語教育とはとらなくても、言葉のいろんなやりとりのなかで英語を取り入

れてございます。私もいくつかの途上国と言われるところに何回か行ったことがございます

けれども、本当にもう小さなお子たちが母国語の他に必ず外国語がもうお話ができるという。

この同じ世代のなかで日本の子供たちがこう大人になったときに、どこまで追いつけるのか

な、なんて感情、受けたことございました。ですから保育園でも、また保護者のなかにはぜ

ひに保育園でも英語の話せる、そういう異文化との交流とかそんなようなことをちょっと考

えればできないことではないかなと思っております。実際にやってらっしゃる保育園もある

かも知れませんですけども、お聞きしたいと思います。 

それからふれあい広場での件でございますが、子育て中のお母さんと子供が、そして地域

の人たちが、いつでも気軽にという、こういうところがないわけです。今、町でもたくさん

支援活動をやっておりますけれども、それらはその空き店舗としまして、ふらりと行って、

ふらりとそこでもって利用ができるという、気軽にできる、そんな広場の提供も大事ではな
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いかな、ということを感じておりますので、いかがでございましょうか。 

そえから小児医療助成につきましては、さっきの岡村雅夫議員のときの答弁をお聞きしま

した。一日も早くやっぱり就学前までのを理想にしております。私もこの議会に立たせてい

ただいてずっと言い続けてまいりまして、合併効果のお陰で六日町はちょっとだけ５歳まで

の入園が可能になったということでありがたいことだなと思っております。 

次に子供の人権を守るための法の改正が昨年行われました。ここに書いてあります、この

３つの法律。児童福祉法が１１月２６日、いずれもこの４月から施行されることになります。

新しい法律が施行されましても、なかなかもうすぐには皆さんに浸透できない。関心がなけ

れば全然判らない。こういうような現状でございます。支給を受ける場合には申請制度でご

ざいますので、必ずご自分で行って申請しないとなかなかこういう、受けられないというこ

とがあります。でも法律を知らなかったがために市民の皆さんに不公平があったということ

であっては、これはやっぱり市として大変なことではないかなと思います。これらについて

全部網羅することはなかなか難しいことかも知れませんですけれども、どんなかたちで、た

だ広報でもってＰＲする、お知らせをするだけでなくて、本当に該当される方に満遍なく行

き渡れるかどうか、どんな方法をお考えなのかお聞かせを願いたいと思っています。 

２ 地方公務員の給与制度の見直しを 

次に非常に皆さんの関心のあることでございます。私もこの聖域と言われているこの給料

とかというところに今回踏み込むのもどうしようかなって本当は思ったんですけど、あまり

にもいろんな報道を見聞きしまして、大変なことだというふうに感じましたので、とりあげ

させていただきました。簡潔で効率的な行財政システムの構築は、構造改革のなかで、最も

重要な課題だと思っています。そのなかでも歳出総額の６割以上になるところの地方行政の

改革、これは分権が進めば進むほどなお一層努力していかなければならないことであります。 

財務省が地方財政計画の７兆円から８兆円の過剰計上があるんではないかというふうに指

摘しています。特に地方単独の公共事業等に充てる投資的経費の過剰分を一般行政費に不適

切に使いまわされているんではないかと見ているわけでございます。なかでも特に問題にな

っているのが、給与関係であります。地方公務員の給与水準は国家公務員や民間企業の従業

員の給与水準を上まっております。地方の技能労務者職員の給与は、同種の国家公務員より

も平均して２２.５パーセント高いと言われています。一般行政職についても、先ほどもお話

がございました、課長補佐級以上の給与を得ている職員さんが国家公務員では、３７.７パー

セント。地方公務員ではなんと５９.５パーセントを占めると言われています。 

もう地方全体でも１９３兆円というその借金残高を抱えるこの状況のなかで、本当に地方

公務員が優遇されているんではないかなということを感じますし、また先ほどもお話があり

ましたとおりに、職員数についても強い批判のあるところでございます。特に特殊勤務手当。

これは私も調べましたけど、当市の場合は問題ないというふうにみておりましたけれども、

住民からの非常の批判の高まりによりまして、総務省が２００３年に都道府県と政令指定都

市に対しまして実態調査を行いました。そして昨年の１２月にこの結果を公表したわけであ
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ります。特殊勤務手当てとは、自治法で定めるところの２５種類の手当てのなかのひとつで、

著しく特殊な勤務で、給与上特別な考慮を必要とし、給料で考慮することは不適当――何か

解ったような、解らないようなあれですが――ということが支給の要件のようであります。

今回の調査でわかったことは、この勤務の特殊性がないのに支給していたり、また給料で考

慮されているのに、上積みされていたり、また本来の職務でありながら特殊性だということ

でもって、支給がされているなど、非常に趣旨に反する例が数多く見られたという発表がご

ざいました。調査結果が公表された後、皆さんもご存知だと思いますが、大阪市などではも

う何十億円という数字。何千万円単位の県もありました。何百万円というところもありまし

た。この見直しがなされまして、その結果、大きな削減の実績があったところでございます。

厳しい財政のなかであります。各種手当てについても見直しする必要があるのではないかと

思いまして、我が市では、どのような状況になっているのかお伺いをしたいと思います。 

次に退職時の特別昇給制度というのがあるそうでございます。調べなかったので、私もわ

かりませんでしたけれども、こういう制度がある。市の職員さんが退職するときに支給する

際に算定の基準となる号数を引き上げる、こういう制度だそうでございます。退職直前に一

律１級昇格、これは条例で認められているようでございますけれども、本当にこれは必要な

ことなのでしょうか。特に功績があったということが認められますと、うちの市ではありま

せんですよ、他所の自治体のことですけども、もう２階級を昇級させる。ところが特殊の人

ではなくて、全ての退職する職員さんに一律に支給してそれが慣例化されていた。こういう

ことが明らかになりまして、この制度廃止した自治体もございます。 

先ほど新潟県のことが出ておりました。昨年の２月の県会のときに質問をされて、今回こ

の結果が出たわけでありますけれども、新潟県ではこの４月から廃止することになりました。

約１,０００名の職員さんの退職があるそうでございますが、金額に換算しまして、４億１,

０００万円の節減になるという。本当にこういう話を聞いたときに、何とも凄いことだなと

いうことでございました。財政の厳しい、また昨今の社会情勢を考えたときに、本当にもう

できることなら廃止してもらいたいと思うし、見直しの必要性があるのではないかと考えて

おります。 

次に外郭団体の天下りということで、これはもう天下り人事というのは一般に言われてい

るところでございますけれども、県、市町村、部課長というクラスの職員さんが外郭団体に

事務長とか施設長とか、そういうところに推薦をする。退職した年に入る方よりも 1 年くら

いおいて採用する。３年から５年勤めて、そして退職金も支給されると。退職金の２重取り

だということを、よく言われますけども、こういうことについて、当市は天下りの人事では

ないということを期待しているところではございますけれども、現在、外部団体というのは

幾つあるか。そして課長クラスだった人たちが何人くらい採用されているのかお聞かせを願

いたいと思います。以上でございます。 

○市   長  森山議員の質問にお答えをいたします。 

１ 子育てに夢のもてる支援策、さらなる充実を 
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最初にこの庁内の育児・介護休暇の取得状況でありますが、この制度は平成１４年から育

児休業が１年から３年に変わりまして、介護が３ヶ月から６ヶ月に拡大されたと、これはご

承知のことだと思います。育児休業につきましては女性の対象者の休業取得率は１００パー

セントであります。これは制度が完全に定着したと思っておりますけども。なお、課題とい

たしますと、その配偶者たる男性の取得ですか、取得者はゼロということでありまして、こ

のへんがどういうふうに考えればいいのか、なかなかそのまだ馴染まないといいますかね、

そういう部分もあるのかなというような気がいたしております。期間取得者は３年が２人、

１年が１０人、６ヶ月が４人、３ヵ月未満が２人、合わせて１８名、これは先ほど申し上げ

た全員女性の方でありますけれども。 

介護休業につきましては、これちょっと制度的に不備と言いますか、２週間以上連続する

ということ、それから１週間以上前に申請しなさいと、こういう条件的な部分がありまして、

まあまあ３年に１人程度が取得するという程度でありますが、もう少し臨機応変に、期間も

フレキシブルにやっていただければ、もっともっと取得できる状況も出てくるんじゃないか

と。１週間前に申請しろなんて言われても、なかなかこれは。急に明日ということだってあ

るわけですし、そういう面も含めていただければと思っております。 

子供の介護につきましては年に５日の範囲でこれは特別休暇が新設されました。これであ

る程度まではカバーできることになりましたけれども、これから高齢者の介護の休業。これ

が増加するだろうと思っております。当然ですけどもね。増加するだろうと思っております

が、今のところ制度的なそういう部分もありまして、なかなかまだ取られた方がそういない

ということでありますが。これからやっぱり増えて来るということだと思っております。懸

念をするということにはなりませんけれども、また民間の皆さん方との差が大変強いとか、

そういうのも含めて悩ましい問題ではありますが、法律的にそういうことになっております

ので、それはひとつ法の趣旨をいい方に理解していただければありがたいと思っております。 

今度は具体的な部分で、保育園の耐震診断。これは中越地震の後に専門の建築士の方から

全保育所、これは目視でありますけども、目視で点検を実施してまいりました。その結果、

鉄筋コンクリート造りの保育園の構造的な欠陥というか、被害は見つかりませんでした。内

部の壁の剥落等がありましたけども、これは災害復旧工事の査定を受けて修繕工事を実施し

ております。これからも３年毎に建築基準法第１２条の建築物定期調査はこれからもでなく

て、今までも実施しておりますが、今後も点検を怠らないように、当然そういう施設であり

ますので、一番安全に気を配らなきゃならん部分でありますので、きちんとした点検をして

いきたいと。悪いところがあればすぐ直さなきゃならんということであります。 

多様な保育サービスの関係でありますけれども、延長保育、土曜日保育、それから一時保

育がこれは大和町さんは三用のあそこで実施しておりましたけども、六日町がなかった。非

常に評判がいいということで、六日町でも本年度より一時保育を実施をしたいというふうに

考えております。これらにつきましては各地区の拠点で実施を今までしておったということ

であります。全ての保育所ではなくてですね。今後またさらに拠点に支援センターを設置し
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て、そのなかで一時保育の充実等を図っていきたいと考えておりますし、一時保育としては

保護者の入院、出産、緊急時保育、自営業の繁忙期の保育、各種、あまり理由は問いません。

育児に疲れたとか、それはそれで結構なんですが、そういうことの需要に対応してまいりた

いと思っております。 

総合施設事業、幼保一元化でありますけれども。これは私も大分鳴り物入りで話が始まっ

て、すぐ実施ができるのかなと思いましたら、なかなか難しい。文部科学省と厚生労働省の

関係でしょうか。法律の違いとか、そういうものもありまして、なかなか既存の制度の枠組

から、ただただ連携をするというだけでは全く意味も成しませんし、そういう意味で、まあ

まあその子供さんの・・・今はご存知のように、幼稚園は教育、それと保育所は保育。全く

別れておりまして、そういうものを連携させればいいじゃないかという話は当然あるんです

けれども、まだそれを制度化してきちんと法律の枠を、お互い撤廃をしながらひとつ慣れる

という状態が整っておりませんけれども、まあまあ連携することそのものは特別法律で禁止

されているとかそういうことではありませんので。今、市内に２ヶ所、幼稚園があります。

あとは保育園でありますけれども、これらの皆さん方と一緒に連携をして、そういうことは

考えられるということであります。旧六日町では子供の集いですか、あの日は一緒に幼稚園

のお子さん方も自分たちの踊りや歌を披露していたと思いましたが・・・。そうですね。幼

稚園も行っていましたよね。そういうことで一応連携は図っております。ただ施設をじゃあ

そのために新しく作るかというところまでにはちょっと今いかないということであります。 

保育園の民営化につきましては木村議員にもお答えいたしましたが、ある意味で可能な限

りその方向を模索していきたいということであります。上町保育所は公設民営でいきたいと、

今そういう計画でありますので、またそれぞれお願いしたいと思っております。結局一番は、

この公営保育所の運営費という、これらを国が負担金から一般、交付金化するということに

変わりますね。そうなりますと非常に運営的にも今までとは違って、財政負担がまた大きく

なる。これが民営でありますと今までの措置費でちゃんと降りてくるわけですので、そうい

う制度的な部分もありまして、そういう方向を活用した方がいいだろうという思いでありま

すので、よろしくお願いいたします。 

子育て支援住宅の設置。これは確かに先般も同じようなお話もありましたが、次世代育成

対策のなかできちんと考えていかなければならないと思っております。公営住宅についてま

たこういうことが適応ができるようであれば、そういう部分も上手く活用しながら、とにか

くその子育て支援的な部分は、ありとあらゆる対策をやっぱり講じなければならないと思っ

ております。可能な限り実施をしていきたいと思っておりますので、またよろしくお願いい

たします。 

保育園での幼児教育の導入の考え。教育とまではいかなくて、今でも保育園のなかでは、

例えば数字遊びとかそういうことのかなで足し算、引き算的なものは、教えるという意味で

なくて、遊んで覚えるといいますかね、そういうことでやってらっしゃいます。その英語で

遊ぼうとか、そういうことがやれれば、ただ英語話せる保育士さんがそういないということ



 - 63 -

でありますので。その部分を上手く解消できればどうかと。例えばいつもおっしゃっていま

すけれども、国際大学の学生さんたちを、そういうときにでもちょっと３０分なり何なりお

願いをして、ということもあるかもわかりませんし、そういうことで。それこそ私も今孫を

見ていまして、やっぱり言葉を先に覚えて、それから字を覚えるんですね。子供の頃どう覚

えたか自分で覚えてなかったものですから、やっぱり言葉で先に覚える。言葉が大事ですね。

言葉を覚えればあとは大体繋がるということでありますので、そういう方向が本当に何て言

いますか、遊び的な部分のなかで、強制的に教えるんではなくて、そういう部分を取り入れ

られれば素晴らしいなと思います。また保育士さん方とも話しをしてみて。専門的な英語な

んていらないわけですので、例えば英語に限って言えばそういうことですけれども、そんな

方向が上手く見出せればと思いますけれども、検討させていただきたいと思います。 

ふれあい広場的なものでありますけども、これは現在、各保育園で子育てサークルの育成

支援として年間を通じて保育園を解放しております。年に１０回ほどの呼びかけを行ってお

りまして、プールの開放、あるいは入園児童と一緒に遊ぶ日の設定、親子運動会の参加の呼

びかけ、それらを行っておりまして、また年に６回ほど子育て支援事業だよりの発行も行っ

ております。保育園に通園していない児童の家庭に情報を提供するという活動も、今は行っ

ておりまして、余川保区所の場合、平成１５年度実績で野外開放が１０７回で４００組おい

でいただいた。プール開放に２回で２３組と、そういう実績もありまして、当面はその保育

園を主体にしたそういう取り組みをやっていかなきゃなりませんが、今その空き店舗利用等

も、これは実施しているところもございまして、その効果等も割合とあると。ただここの場

合六日町の駅前とか、あるいは浦佐の駅週辺でしょうかね、空き店舗という問題が出てるの

は。そういうなかで、やって効果が本当に見れるかどうだか、これはちょっと検証してみた

いと思います。ああいう部分でいいのか、やはりそうでないところがいいのかというのはち

ょっと私どももわかりませんので、そういう場合を想定をして、検証してみたいと思ってお

ります。それで非常に効果があると見込まれれば、これはもう本当に空き店舗対策のひとつ

としても有効なわけでありますので、そのへんはちょっと検証させていただきたいと思って

おります。 

小児医療助成の対象拡大と所得制限。所得制限は先般もちょっと議論ありましたけど、撤

廃はしておりませんし、医療費の助成の拡大は一応行っておりますので、具体的な部分につ

いてでありましたら後ほど課長が答弁をいたします。 

子供の人権を守るための法改正。これはある意味で関係者の皆さんにきちんとした通知、

お知らせをするということが一番大事だと思います。広報等にポンとあげても、やっぱり見

る人、見ない人、該当者と言いますか、対象者の皆さんをある程度拾い出し。これはほとん

どが子供さんを持っていらっしゃる部分が一番だと思います。あとは介護休業もこれは子供

の介護とお年寄りの介護と両方ありますので、それらを、実際見てみなきゃよくわかりませ

んけれども、これはやっぱり関係者、対象者の皆さん方にこういうことになりましたよ、と

いう部分をきちんとお知らせしないとなかなかある意味ではわかっていただけないと思いま
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すので、そういう方法を考えてみたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

２ 地方公務員の給与制度の見直しを 

地方公務員給与問題であります。先ほど松原議員からもご指摘をいただきましたけれども、

これはこの給与制度そのものはご承知のように国が結局、民間企業の給与制度を調査して、

今度はいわゆる人勧というようなかたちで人事院が出している。これを基にして、国を基に

して地方公務員の給与が決定されていると、これはそうことです。地方が国より高いという

部分もあちこちの自治体で見られます。ここはラスパイレス指数で旧大和も旧六日町も９５

～９６前後だったと思いますね。だいたいそんなことで、国家公務員の給与を上回っている

ということではございませんけれども。それでこの手当てでありますけれども、旧町、お互

い旧町の時代から数回にわたって見直しを行ってきておりまして、合併時に見直しを行って

また現在に至っていると。手当ての種類につきましては、例月で１２種類、一時金等４種類

となっておりますけれども、一般行政職場で通常支給している手当ては６種類。このなかに

ご指摘の特殊勤務手当、これがあるわけでありますが、これは主に医療職であります。医療

職。主にですね。これを中心に１３種類がありまして、一般行政職で通常受給しているのは

６種類であります。何て言いますか、税の督促に行ったとき 1 回５００円でしたかとか、動

物の死骸を処理したときには例えばいくらとかと、そういう部分であります。今、現在こう

見ますと、おおむねある程度、何て言いますか、市民の皆さんに説明ができないようなこと

はもうないだろうと思っておりますが、なおまだ見直しを要するだろうという部分も若干あ

ると思いますので、これからきちんと見直しを図っていきたいと。そして批判を受けること

のないような体制をきちんと作っていきたいと思っております。 

退職時の特別昇給制度につきましては、国も制度廃止をいたしましたので、合併と同時に

長期連続による号級の引き上げについては廃止をいたしました。勧奨等による退職時の特別

昇給制度につきましては、これは塩沢町とまだ合併も控えておりますので、退職希望者を募

るという予定でありますから、当面存続させていただいて、時期を見て、廃止をするなり何

なり、そういう対応を考えたいと思っております。これはただ勧奨部分というのは合併当時

を抜いてもあるわけでありますので、そのへんが全部廃止ができるかどうかわかりませんけ

れども、きちんとまたお互い考えながらやっていかなければならないと思っております。 

外郭団体、外部団体の天下りでありますけれども、この外部団体と言われるものがどうい

うものかっていうこと。例えば商工会なんかはそう言われればそういうことでしょうか。あ

るいは観光協会とかですね。それから文化・スポーツ振興公社、それから社協、社会福祉協

議会くらいかな。シルバー人事センターでしょうか。今のところ商工会は確か外郭団体じゃ

ありません。社協、観光協会、ワイナリー、シルバー人材、しゃくなげ湖畔まちづくり公社、

文化・スポーツ振興公社、こんなもんだと思います。このうち今、社協、それからスポーツ

振興公社、ここに前課長が勤務をしております。あとは商工会はこれは全く別で、前課長で

ありますけれども、勧奨退職に応じて、そこの局長にと要請を受けて辞めたということです

ので、こちらから、こちらからと言いますか、定年退職までいて、そういうところに入った
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という天下り的な部分とは違う。この社協も振興公社も天下りというにはあれですけども、

やはり住民の皆さんから見ますと不自然だという部分は当然、私も指摘をされております。

おりますが、なかなか私どもが権限を以って人事をできるところではありませんので。でも

なるべく早い機会にこういうことは是正をしていかないと、やはり誤解を受けるということ

だと思っておりますので、私どももそういう面で意を用いながらやっていかなきゃならんと

思っておりますし、いわゆる天下り的な部分というのは今のところないというふうに申し上

げさせていただきます。以上であります。 

○森山幸子君  １ 子育てに夢のもてる支援策、さらなる充実を 

ちょっと順序がばらばらになるかも知れません。多様なメニューをということで、病後児

のもう１ヶ所どうでしょうか、ということを申し上げました。計画なければなしで、検討し

てなければなしでそれは結構でございますが、お聞かせを願いたいと思います。 

それから育児休業とか、これさっき市長がおっしゃったように、一般と比べると公務員は

いいなと、こういう批判も出てきますけれど、やはり皆さんの率先垂範する大事な立場もあ

るわけでございますので。そこらへんの男性・・・また今、４月からまた法改正があります

ので、取りやすい部分もたくさん出てまいりますので、これはいいのかなと思いますけど、

特にまた男性職員に方たちのしっかりとまたやっていただいて、子育てに頑張ってもらいた

いと思います。 

保育園の耐震診断ですけども、これは強度だけの耐震診断でなくて、ある自治体ではその

地震のときに一番、子供たちが怪我をするのはガラスだと、こういうことでありまして、特

にガラスを強化ガラスにするということ、全部のガラス窓をそれに変えたということも聞い

ておりますので、できることであれば強化度だけでなくて、ガラスの対応もお願いしたいな

と思っています。 

それから先ほど延長保育をやってないところ、ニーズがあるのかないのかということでお

聞きしましたので、いろんな一時保育とか、そういうので対応するから延長保育はやらない

んだと、こういうことなのかどうか、そこもお聞かせ下さい。 

それから幼保の一元化の件でございますが、いろんな出発点はあったんですけれども、こ

こに来て、急に国の方が方向転換しまして、２００６年度からできればもうやりたいという

ようなお話もなさっているわけです。２００５年度につきましては６０ヶ所くらい、モデル

ケースでもって今実施をいたします。当面やっぱり課題ももちろん沢山あるわけですけども、

非常に効率にもなってきますし。いわゆる今までの、そのシステムのなかに子供を収めたと

いうのでなくて、子供のためにそういうシステムができていく、この考え方に今変わってき

ていますので、もうしっかりとここらへんも研究して進めていってもらいたいなと思ってい

るところでございます。 

２ 地方公務員の給与制度の見直しを 

それからじゃあ、外郭団体につきましては、わかりました。これはやっぱり誤解を招かれ

るようなことではありませんし、今の市長さんが推薦したわけでもありませんので、それは
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これからやっぱり。もしどうしても重要なポジションでその課長さんでなければできないよ

うなお仕事なんであれば、庁舎にいるときにそちらに出向、昇格させるとか、そういう人事

の方法もあるわけでございますので、このへんもやっていただきたいと思います。 

じゃあ特別昇給制度につきましては廃止の方向でもって、勧奨の場合もありますので、そ

こらへんのことしっかりとやってもらいたいと思っております。ちょっと私がもう少し聞き

たかったことの点についてお聞かせを願いたいと思います。 

○市   長  １ 子育てに夢のもてる支援策、さらなる充実を 

この育児休業、男性職員がもっとということでありますけれども、これはやはり制度がそ

ういうことですし、そういう世の今、流れと言いますか、そういう時代になってきたわけで

あります。男性職員についても一生懸命育児に共同で参画してもらった方がいい。働きかけ

をしていきたいと、一生懸命周知はしておりますが、なかなか取る方が少ないということで

す。また力を入れて制度がそういうふうにきちんとあるわけですし、率先垂範という意味も

ありますので。 

その前の保育所の関係は後ほど課長が答弁します。 

それからこの保育所の耐震策のことについて、ガラスというそういう部分はちょっと私が

気がつきませんでしたが、きちんと点検いたしまして、危険な部分については当然でありま

すので、すぐ対応したいと思っております。ただやっぱり専門の方から点検をしていただく

ということが前提でありますので、そして危険であればすぐに対応させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

幼保一元化は２００６年からですか。それを私が知りませんでして、失礼しましたが、そ

うであればまたそれなりに・・・（「向けているわけです」の声あり）ちょっと内容をまた精

査さしていただいて、対応すべきは対応しなければならないと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

２ 地方公務員の給与制度の見直しを 

俗に言われる天下り人事的なことは、一切やらないという強い信念でありますので、また

よろしくお願いいたします。あと２点だけ課長から答弁申し上げます。 

○保育課長  １ 子育てに夢のもてる支援策、さらなる充実を 

それでは私の方からお尋ねの件について、延長保育の関係と病後児保育における今後の考

え方ということでございます。次世代育成の行動計画のなかでも乳幼児の健康支援の一時預

かり事業ということで、現在、南魚沼市としてはやっておりませんが、将来目標として２ヶ

所ほど病後児支援のための施設型の方で、施設の方である程度の条件をクリアした病後児の

保育も目指してやりたいということで、行動計画のなかには盛り込んであるところです。 

それから延長保育の関係でございますが、現在 7 ヶ所でやっておりまして、その他の保育

園でどうだかということですけれど、ほぼ需要がなかった。特別保育の時間内で間に合って

いるということですし、次世代育成計画のなかではその箇所数を１１ヶ所に増やしたなかで、

延長保育を支援していきたいという考え方であります。以上です。 
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○森山幸子君  終わります。 

○議   長  以上で森山幸子君の質問を終わります。 

○議   長  以上で一般質問を終わります。 

○議   長  日程第２、第１２号議案 平成１６年度六日町一般会計決算認定について、

日程第３、第１３号議案 平成１６年度六日町国民健康保険特別会計決算認定について、日

程第４、第１４号議案 平成１６年度六日町老人保健特別会計決算認定について、日程第５、

第１５号議案 平成１６年度六日町下水道特別会計決算認定について、日程第６、第１６号

議案 平成１６年度六日町揚水設備維持管理特別会計決算認定について、日程第７、第１７

号議案 平成１６年度六日町介護保険特別会計決算認定について、日程第８、第１８号議案 

平成１６年度六日町中央在宅介護支援センター特別会計決算認定について、日程第９、第１

９号議案 平成１６年度六日町水道事業会計決算認定について、日程第１０、第２０号議案 

平成１６年度六日町国民健康保険城内病院事業会計決算認定について、以上９件を一括議題

とします。本案について六日町決算審査特別委員長小澤謙二君の審査報告を求めます。 

○小澤六日町決算審査特別委員長  （審査報告を行う） 

○議   長  ９件を一括して委員長の審査報告に対する質疑を行います。 

(「なし」の声あり) 

○議   長  質疑なしと認めます。 

○議   長  第１２号議案に対する討論を行います。討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。よって第１２号議案に対する討論を終わります。 

○議   長  採決いたします。第１２号議案 平成１６年度六日町一般会計決算認定に

ついて、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定することに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」「反対」の声あり） 

 反対がありますので、第１２号議案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立

を求めます。 

（賛成者起立） 

起立多数であります。大和の人も起立してもらわなくてはならないのです。今は委員会で

はありませんので。起立多数ですので委員長報告のとおり認定することに決定をいたしまし

た。 

○議   長  第１３号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決をいたします。第１３号議案 平成１６年度六日町国民健康保険特別

会計決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり

認定することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」「異議あり」の声あり） 

異議がありますので起立による採決を行います。 

第１３号議案は、委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

起立多数であります。よって第１３号議案は委員長の報告のとおり認定することに決定を

いたしました。 

○議   長  第１４号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決いたします。第１４号議案 平成１６年度六日町老人保健特別会計決

算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定す

ることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」「反対」の声あり） 

反対がありますので起立による採決を行います。 

第１４号議案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

起立多数であります。よって第１４号議案は委員長の報告のとおり認定することに決定を

いたしました。 

○議   長  第１５号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第１５号議案 平成１６年度六日町下水道特別会計決算認定

について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定すること

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第１５号議案は委員長の報告のとおり認定することに決定を

いたしました。 

○議   長  第１６号議案に対する討論を行います。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第１６号議案 平成１６年度六日町揚水設備維持管理特別会

計決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認

定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第１６号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をい

たしました。 
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○議   長  第１７号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第１７号議案 平成１６年度六日町介護保険特別会計決算認

定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定するこ

とにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第１７号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をい

たしました。 

○議   長  第１８号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決いたします。第１８号議案 平成１６年度六日町中央在宅介護支援セ

ンター特別会計決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報

告のとおり認定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第１８号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  第１９号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第１９号議案 平成１６年度六日町水道事業会計決算認定に

ついて本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定することにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」「反対」の声あり） 

反対がありますので、起立による採決を行います。 

第１９号議案は委員長報告のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

起立多数であります。よって第１９号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をい

たしました。 

○議   長  第２０号議案に対する討論を行います。討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２０号議案 平成１６年度六日町国民健康保険城内病院事

業会計決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとお

り認定することにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２０号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  日程第１１、第２１号議案 平成１６年度大和町一般会計決算認定につい

て、日程第１２、第２２号議案 平成１６年度大和町国民健康保険事業特別会計決算認定に

ついて、日程第１３、第２３号議案 平成１６年度大和町老人保健特別会計決算認定につい

て、日程第１４、第２４号議案 平成１６年度大和町介護保険事業特別会計決算認定につい

て、日程第１５、第２５号議案 平成１６年度大和町農業集落排水事業特別会計決算認定に

ついて、日程第１６、第２６号議案 平成１６年度大和町観光施設事業特別会計決算認定に

ついて、日程第１７、第２７号議案 平成１６年度大和町公共下水道事業特別会計決算認定

について、日程第１８、第２８号議案 平成１６年度大和町訪問看護事業特別会計決算認定

について、日程第１９、第２９号議案 平成１６年度大和町水道事業特別会計決算認定につ

いて、日程第２０、第３０号議案 平成１６年度大和町病院事業特別会計決算認定について、

以上１０件を一括議題といたします。本案について大和町決算審査特別委員長小倉一朗君の

審査報告を求めます。 

○小倉大和町決算審査特別委員長  （審査報告を行う） 

○議   長  １０件一括して委員長の審査報告に対する質疑を行います。 

(「なし」の声あり) 

○議   長  質疑なしと認めます。 

○議   長  第２１号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２１号議案 平成１６年度大和町一般会計決算認定につい

て、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定することにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２１号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  第２２号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２２号議案 平成１６年度大和町国民健康保険事業特別会

計決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認

定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２２号議案は委員長の報告のとおり認定することに決定を
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しました。 

○議   長  第２３号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２３号議案 平成１６年度大和町老人保健特別会計決算認

定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定するこ

とにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２３号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  第２４号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２４号議案 平成１６年度大和町介護保険事業特別会計決

算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定す

ることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２４号議案は委員長の報告のとおり認定することに決定を

しました。 

○議   長  第２５号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２５号議案 平成１６年度大和町農業集落排水事業特別会

計決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認

定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２５号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  第２６号議案に対する討論を行います。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２６号議案 平成１６年度大和町観光施設事業特別会計決

算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定す

ることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２６号議案は委員長の報告のとおり認定することに決定を
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いたしました。 

○議   長  第２７号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２７号議案 平成１６年度大和町公共下水道事業特別会計

決算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定

することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２７号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をい

たしました。 

○議   長  第２８号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２８号議案 平成１６年度大和町訪問看護事業特別会計決

算認定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定す

ることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２８号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  第２９号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第２９号議案 平成１６年度大和町水道事業特別会計決算認

定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定するこ

とにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第２９号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし

ました。 

○議   長  第３０号議案に対する討論はありませんか。 

(「なし」の声あり) 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第３０号議案 平成１６年度大和町病院事業特別会計決算認

定について、本案に対する委員長報告は認定するものであります。報告のとおり認定するこ

とにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第３０号議案は委員長報告のとおり認定することに決定をし
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ました。 

○議   長  日程第２１、第４８号議案 新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び規約の変更についてを議題とします。本案について提案理由の説明を

求めます。 

○総務課長  （提案理由の説明を行う） 

○議   長  質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議   長  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

討論なしと認めます。 

○議   長  採決します。第４８号議案 新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公

共団体の数の減少及び規約の変更については、原案のとおり決定することにご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって第４８号議案は原案のとおり可決されました。 

○議   長  以上で本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれで散会いたします。 

 明日の本会議は午前９時から行われる市町村合併調査特別委員会終了後に当議事堂におい

て開きます。大変ご苦労さまでした。 

（午後４時２４分） 

 

 

 


